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特
集
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
立
ち
向
か
う
学
校

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

教育技術研究所

令和2年6月15日発行（毎月1回15日発行）第523号

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学１年　国語「おおきなかぶ」 算数「どちらがながい」
小学２年　国語「丸、点、かぎ」 算数「100をこえる数」
小学３年　国語「『ほけんだより』を読みくらべよう」 算数「表とグラフ」
小学４年　国語「事実にもとづいて書かれた本を読もう」 算数「小数のしくみ」
小学５年　国語「同音異義語」 算数「小数のかけ算」
小学６年　国語「春はあけぼの」 算数「資料の調べ方」

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学１年　国語「おおきなかぶ」 算数「どちらがながい」
小学２年　国語「丸、点、かぎ」 算数「100をこえる数」
小学３年　国語「『ほけんだより』を読みくらべよう」 算数「表とグラフ」
小学４年　国語「事実にもとづいて書かれた本を読もう」 算数「小数のしくみ」
小学５年　国語「同音異義語」 算数「小数のかけ算」
小学６年　国語「春はあけぼの」 算数「資料の調べ方」

中学校の授業実践
国語 「暑中見舞い・年賀状・お礼状
 『手紙は４パーツ』『個性を出す
 のは主文だけ』を教える」
数学「中1『比例・反比例』と
 最先端自動車を結び付ける」

特集 パンデミックに
立ち向かう学校
― COVID-19 からの教訓 ―

パンデミックに
立ち向かう学校
― COVID-19 からの教訓 ―

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる不登校支援”…… 小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる不登校支援”…… 小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

子供たちが安心して
水泳できる日のために！
子供たちが安心して
水泳できる日のために！



今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

『
教
育
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ー
ク
ラ
イ
ン
』

教
育
技
術

研
究
所 タイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップ企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画＆ 教室の風景

アルファベットスキル
350円（税込）
パスワード：d6hbkd
プレゼント：１回のご注文につき、１セッ
ト「アルファベットスキル音声CD」

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2020年6月15日～9月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

TOSSかけ算九九
計算尺セット「かけ算九九の助」
350円（税込）
パスワード：1xae73
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「一筆箋　算数の授業」

トレースくん
4,500円（税込）
パスワード：ecsqd9
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「おてほんくん　日本地図」

８月号
で紹介！

「カラオケ大会」をするにしても、幾つかのパターンがある。普通に教室の前に出て歌うバージョン、
写真のようにステージを作り、歌って踊るバージョン、更には体育館で照明も駆使しながら盛大に行う
バージョンなど様々にある。ホールや体育館ではマイクが使えるので、子供たちは大興奮である。教師
の工夫次第で大盛り上がりになる。“場”が変わればテンションが上がる。動きがダイナミックになっ
ていく。一つでも多くの「場作り」や「机配置」を学ぶことに努め、試しながら学級経営をしている。

ときにはダイナミックに場作りを！
その場に応じた動きや声の大きさなど、
表現力が身に付く。

⇧カラオケ大会Ⅰ☆　
教室の前方にスペースを
作り、歌って踊る。

⇦カラオケ大会Ⅱ☆　
子供たち全員の机を並べて、
本格的なステージを作る。
アイドル気分でノリノリになる。

⇧学級討論。「ドーナツ」と言えば、
即座に円形に机を動かし、全員が
真ん中を向く。
ドーナツ型で討論が始まる。

⇦学年討論。年に数回は学年で討論を行う。
130人規模でも「ドーナツ」で討論。

京都府京都市立深草小学校 安
やす

江
え

 愛
あい

９月号
で紹介！
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微
差
力

教
師
の

で解説！ 一目で分かる指導のコツ写真

1   2020. 7

１ 

対
象
学
年
・
準
備
物

　

全
学
年
・
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
・
上
履
き

２ 

ア
イ
デ
ア
の
ね
ら
い 

　

本
誌
の
四
月
号
で
椅
子
と
机
に
テ
ニ
ス
ボ
ー

ル
を
付
け
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　

一
定
の
期
間
付
け
て
い
る
と
、
テ
ニ
ス
ボ
ー

ル
に
ホ
コ
リ
が
付
着
し
て
く
る
。
学
期
の
終
わ

り
や
気
に
な
っ
た
と
き
に
、
こ
の
ホ
コ
リ
を
子

供
た
ち
に
掃
除
さ
せ
る
。
そ
の
と
き
に
活
用
で

き
る
の
が
、
上
履
き
だ
。
上
履
き
の
裏
面
で
こ

す
る
と
、
ホ
コ
リ
が
ど
ん
ど
ん
取
れ
る
。

３ 

ポ
イ
ン
ト

　

テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を
掃
除
す
る
と
き
に
は
、
上

履
き
の
裏
面
で
こ
す
る
と
よ
く
落
ち
る
。
ア
レ

ル
ギ
ー
の
子
供
も
い
る
の
で
、
窓
を
開
け
る
な

ど
の
配
慮
を
す
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
上
履

き
で
落
ち
な
い
場
合
は
、
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
同
士

を
こ
す
っ
て
も
落
と
す
こ
と
が
で
き
る
。

４ 

実
践
前

　

子
供
た
ち
に
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
の
掃
除
を
さ
せ

る
と
、
手
が
汚
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
た
り
、
ホ
コ

リ
だ
け
で
な
く
、
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
の
表
面
ま
で

取
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
子
が
い
る
。
特
別
支

援
を
要
す
る
子
が
た
く
さ
ん
い
る
ク
ラ
ス
で

は
、
掃
除
を
さ
せ
る
こ
と
さ
え
困
難
な
状
況
も

あ
る
と
思
う
。

５ 

実
践
後

　

上
履
き
で
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を
掃
除
す
る
こ
と

で
、
ほ
と
ん
ど
手
を
汚
さ
ず
に
た
く
さ
ん
ホ
コ

リ
が
取
れ
る
の
で
、
子
供
た
ち
は
楽
し
ん
で
掃

除
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
最
初
は
う
ま

く
掃
除
で
き
な
い
子
も
、
繰
り
返
し
行
っ
た

り
、
隣
の
子
と
ペ
ア
で
掃
除
を
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
徐
々
に
上
手
に
掃
除
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

椅
子
に
付
け
た
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
の
掃
除
に
は

上
履
き
を
使
う 

テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
に
付
い
た
ホ
コ
リ
を
落
と
す
と
き
に
上
履
き
を
使
う
と
、

手
を
汚
さ
ず
に
簡
単
に
落
と
す
こ
と
が
で
き
る
。

久く

野の 

歩あ
ゆ
む

東
京
都
目
黒
区
立
五
本
木
小
学
校



子供が変わる
！ 授業が変わる！ 板書術・ノート術超凄腕

で解説！ 一目で分かる指導のコツ写真
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竹た
け

岡お
か 

正ま
さ

和か
ず

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
立
宮
原
小
学
校

　

五
月
は
「
動
物
の
生
死
」
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
十
二
月
は
「
植
物
の
生
死
」
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

植
物
の
生
死
を
図
に
表
し
ま
す
。

　

い
き
な
り
図
に

表
そ
う
と
し
て
も

難
し
い
。
五
月
の

「
動
物
の
生
死
」
を

教
師
が
ベ
ン
図
で

表
す
。「
カ
ワ
セ
ミ
が
魚
を
食
べ
る
」
場
面
を

カ
ワ
セ
ミ
が
「
生
」、
魚
が
「
死
」
と
し
て
図

示
す
る
。
そ
の
上
で
十
二
月
の「
植
物
の
生
死
」

を
図
に
か
か
せ
る
。

　

ど
の
図
が
一
番
「
植
物
の
生
死
」
を
上

手
に
表
し
て
い
ま
す
か
。

　

な
か
な
か
図
が
か
け
な
い
子
も
い
る
。
そ
の

場
合
、
黒
板
の
中
か
ら
一
つ
選
ば
せ
て
ノ
ー
ト

に
写
さ
せ
る
。
自
分
の
意
見
を
ノ
ー
ト
に
書
か

せ
た
上
で
「
ど
れ
が
一
番
よ
い
か
」
人
数
分
布

を
取
る
の
で
あ
る
。
板
書
さ
れ
た
多
く
の
意
見

か
ら
一
つ
に
絞
る
の
は
難
し
い
。
教
師
が
あ
る

程
度
整
理
し
て
、
二
つ
に
絞
る
と
よ
い
。
特
に

一
学
期
は
、
多
少
強
引
で
も
教
師
が
二
つ
に
絞

る
。二
つ
に
絞
る
方
法
に
は
次
の
二
つ
が
あ
る
。

①
人
数
分
布
で
多
い
意
見
二
つ
を
取
り
上
げ
て

「
ど
ち
ら
が
よ
い
か
」
討
論
す
る
。

②
教
師
が
意
図
的
に
二
つ
選
ん
で
「
こ
の
二
つ

の
う
ち
ど
ち
ら
が
よ
い
か
」
討
論
す
る
。

　

短
い
教
材
（
俳
句
・
詩
）
で
、
図
示
す

る
経
験
を
積
ま
せ
る
。

　

物
語
の
よ
う
に
長
文
の
教
材
は
、
図
示
さ
せ

る
の
が
難
し
い
。
一
学
期
は
、
俳
句
や
詩
の
よ

う
な
短
い
教
材
で
図
示
す
る
経
験
を
積
ま
せ
る

と
よ
い
。「
涼
し
さ
や
鐘
を
は
な
る
る
か
ね
の

声
」
で
は
、
俳
句
の
情
景
を
絵
に
描
か
せ
る
。

　

黒
板
に
は
多
く
の
絵
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
を

二
つ
に
絞
る
に
は
、
次
の
よ
う
に
す
る
。

　

こ
の
俳
句
の
絵
で
は
、「
話
者
か
ら
鐘
が

見
え
る
？　

そ
れ
と
も
見
え
な
い
？
」

　

板
書
し
た
子
に
一
つ
ず
つ
聞
い
て
い
く
。
こ

う
す
れ
ば
、
子
供
は
「
見
え
る
」「
見
え
な
い
」

の
ど
ち
ら
か
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

　

こ
う
し
て
多
く
の
絵
が
描
か
れ
て
も
、
教
師

が
﹁
こ
の
絵
は
Ａ
か
Ｂ
か
﹂
と
聞
く
だ
け
で
二

つ
の
意
見
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

授
業
の
終
わ
り
「
七
分
ほ
ど
」
使
っ
て

意
見
文
を
書
か
せ
る
。

　

討
論
は
「
話
す
・
聞
く
」
活
動
で
あ
る
。
誰

が
ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い
る
か
を
把
握

す
る
に
は
、
ノ
ー
ト
作
業
が
必
要
に
な
る
。

　

授
業
の
終
わ
り
に
七
分
ほ
ど
取
っ
て
、「
今

の
話
し
合
い
を
経
て
の
自
分
の
考
え
を
書
き
な

さ
い
」
と
指
示
す
る
。
チ
ャ
イ
ム
が
終
わ
っ
て

も
「
ま
だ
書
け
る
の
に
！
」
と
何
名
か
が
言
う
。

家
で
続
き
を
書
く
よ
う
に
促
し
て
、
翌
日
褒
め

る
と
よ
い
。

物
語
文
　
板
書
・
ノ
ー
ト
を
フ
ル
活
用
！
　

子
供
の
読
解
力
を
高
め
る
教
師
の
工
夫
①

物
語
の
後
半
は
、
主
題
を
検
討
さ
せ
る
た
め
に
、
大
事
な
言
葉
を
子
供
か
ら
挙
げ
さ
せ
る
。

そ
こ
か
ら
二
つ
に
絞
っ
て
討
論
さ
せ
る
。



で解説！ 一目で分かる指導のコツ写真
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の絵画工作授業大成功

　
初
心
者
の
た
め
の

　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

正
面
向
き
の
顔
と
横
顔
が
描
け
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
、
斜
め
横
向
き
の
顔
の
描
き

方
を
教
え
よ
う
。

夏
だ
‼
　
森
へ
行
っ
て

自
分
の
好
き
な
昆
虫
を
見
付
け
よ
う

「
顔
」
と
「
手
」
と
「
昆
虫
」
の
三
つ
を
、
ど
う
組
み
合
わ
せ
る
か
を
追
究
す
る
。

酒さ
か

井い 

臣し
ん

吾ご

酒
井
式
描
画
指
導
法

　

Ⓓ
は
色
画
用
紙
に
切
り
貼
り
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
場
合
は
、
少
な
く
と
も
五
色
以
上
の

色
画
用
紙
を
準
備
し
て
お
い
て
、
切
り
抜
い
た

人
物
を
当
て
て
み
て
選
定
さ
せ
る
と
い
い
。

　

顔
と
手
と
虫
の
三
つ
が
、
し
っ
か
り
と
存
在

感
が
あ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

Ⓔ
は
少
し
ば
か
り
目
玉
が
大
き
す
ぎ
る
感
じ

が
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
は
、
子
供
た
ち
が
昆
虫
を
見
詰
め
る
と

き
の
好
奇
心
い
っ
ぱ
い
の
目
を
強
調
し
た
も
の
。

　

デ
ザ
イ
ン
学
習
で
は
、
こ
の
よ
う
な
誇
張
的

な
表
現
も
教
え
た
い
も
の
だ
。
川
原
の
風
景
も
、

こ
の
よ
う
に
図
案
的
に
描
く
の
が
面
白
い
。

い
。
ス
ト
ラ
イ
プ
は
デ
ザ
イ
ン
の
基
礎
と
し
て

教
え
て
お
く
と
、
応
用
の
幅
が
広
が
る
。

　

Ⓖ
と
Ⓗ
は
、
最
初
の
絵
の
背
景
を
生
か
し
て

作
っ
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

　

な
お
、
T
O
S
S
―Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
私
の
ダ
イ
ア

リ
ー
に
、
多
数
の
作
品
を
出
品
す
る
の
で
、

S
N
S
会
員
の
方
は
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

Ⓕ
は
、
白
い
画
用
紙
に
青
い
横
の
ス
ト
ラ
イ

プ
を
土
台
に
し
た
も
の
。
前
の
Ⓒ
の
よ
う
な
曲

線
の
ス
ト
ラ
イ
プ
や
横
の
ス
ト
ラ
イ
プ
も
面
白

Ⓐ八つ切り画用紙に自分の顔と手を描く。その手の上に自分の好
きな昆虫を描き、着色する（昆虫は詳しくしっかりと描く）。

Ⓑせみが目立つように工夫しながら、人の背景を描き入れる（こ
れで一枚の絵として終わってもいい）。

Ⓒ四つ切り画用紙の上に貼って、文字を入れてポスターにする。

　トンボと自分と自分の手指との緊張感を出すために、
トンボは少年から間を取って貼り付けた。

　上のⒼとⒽは、八つ切りの絵をそのまま四つ切りの色画
用紙に貼り付けたものである。標語に当たる言葉は、子供
たちの気持ちが素直に表れたものがいい。

Ⓐ
ま
ず
、
ど
ち
ら
に

向
か
せ
た
い
の
か

を
決
め
て
、
向
か

せ
た
い
方
に
寄
せ

て
鼻
を
描
く
。

Ⓑ
そ
の
鼻
に
合
わ
せ

て
目
、
眉
、
口
を

描
き
入
れ
る
。

Ⓒ
耳
を
、
上
の
よ
う

に
左
右
を
別
々
に

描
き
髪
の
毛
を
描

く
。
こ
の
と
き
、

耳
の
前
の
も
み
あ

げ
を
忘
れ
な
い
。
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国語・算数の難問良問

人気女性ライター
トークライン
だけの裏話

地域と学校を
つなぐ社会貢献教育
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道標：教師としての
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ID・パスワードなしで見られ
るお試しページを開設しまし
た。周囲の方に、ぜひ、ご紹介
ください‼

そのほかの内容は p.80 をご覧ください。

谷編集長の濃厚すぎる 5 分間

とてつもなく大好評！ TOSS 教師 Q&A

ダウンロード
コンテンツも
満載！

本誌PDFデータも
ダウンロード
できます！

56ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

＜アクセス方法＞
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリックし、
ID とパスワードを入力してください。
※ TOSS-SNS に入会されている方は、 SNS から
　 アクセスできます。

３か月の期間限定公開！  
今すぐアクセス！

お得 が

今、ここでしか
見られない動画！

いっぱい！

もはじめました！

トップペー
ジの下に
あるこの
バナーを

クリック！

お し試 版

向山洋一に聞く　　教育　 ＆

回答：向
むこう

山
やま

 洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS代表）

（TOSS中央事務局）

デジタルトークライ
ン 検索

http://talkline.to
s-land.net

Digital Talkline
購読者限定WEBサービス

今月のトークラインID・パスワード

w 9 3 i r 5
（ダブリュ・きゅう・さん・アイ・アール・ご）
ID：TL7 ※有効期間：

　2020年6月15日～
　9月14日

う
に
な
っ
た
か
な
？
」

　

そ
の
程
度
の
内
容
で
い
い
の
で
す
。

　

課
題
を
郵
送
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
な
ら
、

そ
の
中
に
入
れ
て
お
く
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
全
盛
の
時
代
な
の
で
、
逆

に
心
に
響
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
際
、
大
切
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
必
ず
そ
の
子
の
名
前
で
呼
び
掛
け
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
黄
金
の
三
日
間
で
名

前
を
覚
え
る
と
い
う
こ
と
に
通
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ス
の
中
で
、
子
供
の
呼
び
方
に

違
い
を
付
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
名
前
な
ら
名

前
、
名
字
な
ら
名
字
で
統
一
す
る
べ
き
で
す
。

　

下
学
年
だ
っ
た
ら
名
前
の
方
が
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

上
学
年
だ
っ
た
ら
名
字
の
方
が
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

学
校
に
来
ら
れ
な
い
状
態
で
も
、
子
供
た
ち

と
の
心
を
つ
な
ぐ
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
子
供
た
ち
に
、
は
が
き
を
書
き
ま
す
。

　

私
が
現
役
の
教
師
だ
っ
た
ら
、
子
供
た
ち
に

は
が
き
を
書
き
ま
す
。
一
日
に
五
枚
～
十
枚
程

度
で
す
。

「
太
郎
ち
ゃ
ん
、
元
気
か
な
？

　

前
の
学
年
で
習
っ
た
漢
字
、
全
部
書
け
る
よ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、

全
国
の
小
中
学
校
が
休
校
に
な
り
ま
し
た
。
学

校
に
子
供
た
ち
が
い
な
い
中
、
子
供
た
ち
の
た

め
に
教
師
が
で
き
る
こ
と
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
は
通
常
の
年
と
は
全
く
違
う
状
況
で
す
。

い
つ
も
な
ら
子
供
の
名
前
を
覚
え
た
り
、
ワ
ク

ワ
ク
し
な
が
ら
新
年
度
の
準
備
を
し
た
り
す
る

の
で
す
が
、
今
年
は
目
の
前
に
子
供
が
い
な
い

状
況
が
続
き
ま
し
た
。
向
山
先
生
な
ら
、
ど
の

よ
う
に
す
る
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

休校中の子供たちに
教師ができること

第11回

「TOSS ONLINE 動画ライブラリー」

イラスト：ナカジマ ヤヨイ

許 鍾萬氏「オンライン授業のポイント 10」
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巻 頭 論 文

オピニオン　　　教育界で起こっていること今

本誌編集長

谷
たに

 和
かず

樹
き

ラ
ー
リ
ン
グ
」
を
タ
ッ
プ
し
、「Zoom

」
を

選
べ
ば
よ
い
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
情
報

http://w
ebinar.tos-land.net/

ラ
ス
ペ
ン
 ※
を
使
え
ば
、教
師
が
手
書
き
し
て

い
る
様
子
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
簡
単
に
見
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

画
面
共
有
の
選
択
画
面
か
ら
「iPhone/

iPad

」
を
選
ぶ
。
次
に
「iPad

」
側
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開
い
て
「
画
面
ミ

２

　

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
で
は
、「
画

面
共
有
」
と
い
う
方
法
も
使
え
る
。

　

見
せ
た
い
画
面
を
、
相
手
の
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
出
す
方
法
だ
。
教
科
書
な
ど
の
画
面

そ
の
も
の
を
「iPad

」
な
ど
の
画
面
か
ら
共

有
し
、
そ
こ
に
直
接
書
き
込
み
な
が
ら
授
業

を
展
開
す
る
方
法
な
ど
も
取
り
入
れ
る
と
よ

い
。

「Zoom

」
で
は
「iPad

」
と
の
無
線
の
画

面
共
有
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。「A

pple Pencil

」
の
よ
う
な
ス
タ
イ

オ
ン
ラ
イ
ン
へ
の
シ
フ
ト
（
そ
の
２
）

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
で
も
、
リ
ア
ル
な
授
業
に
近
い
作
業
指
示
や
確
認
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

画
面
を
鮮
明
に
見
せ
な
が
ら
、
教
師
が
教
科
書
に
書
き
込
み
を
し
て
い
く
様
子
を
つ
ぶ
さ
に
見
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

そ
う
し
た
優
位
性
を
理
解
し
、
ふ
だ
ん
か
ら
も
っ
と
活
用
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

谷
先
生
の「Zoom

」で
の
ル
ー
ル
作
り

や
作
業
指
示
の
出
し
方
が
衝
撃
的
だ
っ
た
。

　

チ
ャ
ッ
ト
の
ル
ー
ル
確
認

　

読
ま
せ
る
と
き
の
指
示

　

発
言
さ
せ
る
と
き
の
指
示

　

チ
ャ
ッ
ト
に
書
か
せ
る
と
き
の
指
示

　

そ
し
て
模
擬
授
業
へ
の
解
説
時
に
も

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。

﹁Zoom

﹂
に
お
け
る
﹁
確
認
﹂
の
技
能
。

　

つ
ま
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
授
業
で
も
、「
作

業
指
示
」
や
「
確
認
」
が
重
要
な
こ
と
は
、

実
際
の
授
業
と
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
工
夫
が
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
必
要
だ
が
、
授
業
の
う
ま
い
先

生
な
ら
、
そ
う
し
た
工
夫
は
す
ぐ
に
思
い
付

く
だ
ろ
う
。

む
ポ
イ
ン
ト
10
～
（
五
月
十
二
日
）

　

椿
原
氏
の
次
の
よ
う
な
「
オ
ン
ラ
イ
ン
作

業
指
示
」
を
紹
介
し
て
い
る
。

①
（
画
面
の
文
字
を
）「
指
で
差
し
て
み

て
」

②
「
そ
こ
読
ん
で
み
て
」

③
「
鉛
筆
持
っ
て
」

④
「
書
い
て
み
て
」

⑤
「
分
か
っ
た
ら
手
を
画
面
に
向
け
て

挙
げ
て
」

Ⅱ　

白
杉
亮
氏
︵
東
京
︶

★
【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
】「Zoom

」
で
も
結

局
は
授
業
技
量
な
の
だ
（
五
月
二
日
）

　

私
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
の
学
び
を

発
信
し
て
い
る
。

１

「Zoom

」
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
。

　

陥
り
が
ち
な
点
は
、
そ
の
授
業
が
「
プ
レ

ゼ
ン
的
」
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
授
業
で
も
、
相
手
が
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
い
る
以
上
、
次
の
配
慮
が
当
然
必
要

に
な
る
。

作
業
指
示

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
―Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
多
く
の
情
報

が
発
信
さ
れ
共
有
さ
れ
て
い
る
。

　

直
近
の
も
の
か
ら
、
幾
つ
か
抜
粋
さ
せ
て

い
た
だ
こ
う
。

Ⅰ　

山
下
正
範
氏
︵
広
島
︶

★
椿
原
氏
の
【
に
こ
に
こ
先
生
が
教
え
る
お

家
勉
強
】
～
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
巻
き
込

※ 

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
な
ど
、
タ
ッ
チ
し
て
操
作
で
き
る
端
末
で

 

使
用
で
き
る
ペ
ン
型
の
道
具
。
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パンデパンデパンデパンデ に

ー COVID-19 からの教訓 ー

パンデパンデパンデパンデパンデパンデパンデパンデパンデ
ミックミック

パンデパンデパンデ
ミック

パンデパンデパンデ
ミックミックミックミック

パンデパンデパンデ
ミック

パンデパンデパンデパンデパンデパンデ
ミック

パンデパンデパンデ
ミックミックミックミック

パンデパンデパンデ
ミック

パンデパンデパンデ
ミックミックミックミック 学校 
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イラスト：柴㟢 昌紀

を
真
剣
に
実
行
し
て
い
る
中
、
日
本
で
は
多
く

の
学
校
が
「
紙
の
宿
題
」「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の

配
付
」
と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
に
頼
っ
て
い
る
状
態

で
あ
る
こ
と
は
認
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
再
来
に
備
え
、
い
つ
で
も

オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
、
平
時

か
ら
構
築
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

６

　

ほ
か
に
も
整
備
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
数
多

く
あ
り
ま
す
。

１　

感
染
症
そ
の
も
の
を
教
え
る
授
業

２　

長
期
に
わ
た
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
で

の
子
供
た
ち
の
心
的
ケ
ア

３　

休
業
中
で
も
学
力
を
保
障
す
る
た
め

の
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
た
シ
ス
テ
ム

４　

休
業
中
で
も
取
り
組
め
る
具
体
的
な

「
教
材
」
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
そ
の
ア
ク

セ
ス
方
法

　

数
々
の
災
害
を
乗
り
越
え
て
き
た
日
本
。
日

本
の
教
育
の
力
を
今
こ
そ
結
集
し
、
さ
ら
に
前

進
し
た
い
、
そ
う
願
っ
て
の
特
集
で
す
。

（
本
誌
編
集
長　

谷 

和
樹
）

１

　

こ
れ
を
書
い
て
い
る
二
〇
二
〇
年
五
月
十
三

日
の
時
点
で
日
本
国
内
の
感
染
者
数
は
一
万
五

九
〇
八
人
、
死
者
は
六
八
七
人
に
な
り
ま
し
た
。

感
染
者
の
増
加
は
若
干
落
ち
着
い
た
と
は
い
え
、

ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
態
で
す
。
世
界
で
は

四
〇
〇
万
人
以
上
が
感
染
し
、
死
者
は
三
〇
万

人
に
達
す
る
勢
い
で
す
。

　

こ
の
特
集
記
事
が
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
感

染
が
さ
ら
に
収
束
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
心

か
ら
願
う
ば
か
り
で
す
。２

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
は
三
月
の
早
々
か
ら
「
学
校
・

学
級
・
家
庭
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い

て
の
コ
ン
テ
ン
ツ
」
を
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
で
公

開
し
ま
し
た
。
教
育
技
術
研
究
所
で
も
「
休
校

＆
新
年
度
準
備　

お
助
け
コ
ン
テ
ン
ツ
」
の
無

料
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

　

民
間
の
多
く
の
企
業
が
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
い
ち
早
く
提
供
し
、
休
校
中
の
子
供
た
ち
の

ケ
ア
に
役
立
つ
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

３

　

一
方
、
私
た
ち
の
現
場
で
あ
る
学
校
で
は
、

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
へ
の
戸
惑
い

や
、
地
域
に
よ
る
温
度
差
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

今
回
の
感
染
拡
大
を
機
に
、
改
め
て
「
シ
ス
テ

ム
」
を
見
直
す
必
要
も
出
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
大
き
な
災
害
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
感
染
症
が

広
範
囲
で
流
行
す
る
こ
と
）
は
、
い
ず
れ
ま
た
、

必
ず
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
し
た
と
き
に
備
え
、

今
回
の
経
験
を
生
か
し
た
対
策
を
、
平
時
か
ら

具
体
的
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
「
初
動
」
で
す
。

　

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問
の
向
山
行
雄
氏

は
、
学
校
の
臨
時
休
業
が
決
ま
っ
て
す
ぐ
に

「
臨
時
休
業
後
の
小
学
校
再
開
に
向
け
た
取
組

指
針
（
例
）」
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
二
日
後
に
は
「
学
校
再
開
時
の
学
級
で
の

緊
急
指
導
例
」
の
学
年
別
系
統
案
を
、
さ
ら
に

そ
の
四
日
後
に
は
「
小
学
校
の
臨
時
休
業
に
伴

う
﹃
リ
ス
ク
﹄
発
見
三
〇
項
目
確
認
シ
ー
ト

（
例
）」
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
、「
即
座
の
具
体
的
な
動
き
」
の

指
針
を
示
す
こ
と
が
、
極
め
て
重
要
で
す
。

４

　

休
校
中
、
多
く
の
学
校
が
児
童
・
生
徒
に
課

題
を
与
え
、
学
力
の
保
障
に
努
力
し
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
誰
も
経
験
し
て
い
な
い

ほ
ど
の
長
期
に
わ
た
っ
た
こ
の
休
業
で
、
本
当

に
子
供
た
ち
の
学
力
を
「
系
統
的
に
」
保
障
で

き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
取
り
分
け
、
家
庭
的
な

問
題
を
抱
え
た
子
供
た
ち
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
計

り
知
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
と
き
、
先
生
と
子
供
と
が
「
つ
な

が
っ
て
い
る
」
た
め
に
ど
ん
な
仕
組
み
が
必
要

な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
子
供
た
ち
一

人
一
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
努
力

を
、
ど
れ
く
ら
い
し
て
き
た
で
し
ょ
う
か
。

　

必
死
の
努
力
を
さ
れ
て
き
た
各
地
の
学
校
の

情
報
を
、
ぜ
ひ
共
有
し
、
次
へ
と
生
か
し
て
い

き
た
い
と
願
い
ま
し
た
。５

　

日
本
で
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
対
応
が
で
き
て

い
る
学
校
は
ご
く
一
部
で
す
。
端
末
さ
え
子
供

た
ち
に
行
き
渡
っ
て
い
な
い
状
況
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
諸
外
国
が
オ
ン
ラ
イ
ン
へ
の
シ
フ
ト

① 「学校休業」の初動で必要な情報 
 休業に伴うリスクと指針、そして必要な指導事例　ほか 
② 休業、欠席、時短における「学力の保障」をどう考えるのか 
③ 休業、欠席、時短における
 「授業時数」をどう考えるのか 
④ 休業中の本校の動き：危機管理例 
⑤ 感染症への備えを子供たちに
 どう教えるのか 
⑥ 子供たちへの心的ケアで大切なこと 
⑦ TOSSランド活用　
 新型コロナ対策に役立つ情報 
⑧ 家庭学習に実際に役立つアイデア一覧 
⑨ ふだんから「オンライン」授業を可能にする 
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１	

緊
急
事
態
宣
言
発
令

　

四
月
七
日
、
安
倍
首
相
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
踏
ま
え
、
緊
急
事
態
宣

言
を
発
令
し
た
。
対
象
地
域
は
東
京
都
な
ど
を

は
じ
め
、
七
都
府
県
。
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は

拡
大
す
る
可
能
性
も
あ
る
（
追
記
：
そ
の
後
、

全
国
に
拡
大
し
た
）。
期
間
は
、
四
月
七
日
～

五
月
六
日
ま
で
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
基

づ
く
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
は
初
め
て
の
こ
と

で
あ
る
。
対
象
地
域
の
多
く
で
は
休
校
措
置
が

取
ら
れ
た
。
そ
の
他
の
地
域
で
は
、
多
く
の
学

校
が
再
開
さ
れ
た
。
日
本
国
内
で
、
学
校
休
業

地
域
と
学
校
再
開
地
域
が
併
存
す
る
。

　

我
が
国
は
教
育
の
機
会
均
等
を
基
本
原
則
と

し
、
全
国
ど
こ
の
地
域
に
お
い
て
も
標
準
時
数

を
確
保
し
て
き
た
。
標
準
時
数
確
保
が
危
う
く

な
れ
ば
、
学
校
休
業
日
の
代
替
、
学
校
行
事
の

中
止
、
時
間
の
掛
か
る
体
験
的
な
活
動
の
縮
減

な
ど
の
措
置
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

２	

学
校
休
業
で
の
リ
ス
ク
発
見

　

私
は
、
三
月
十
五
日
に
、「
小
学
校
の
臨
時

休
業
に
伴
う
﹃
リ
ス
ク
﹄
発
見
三
〇
項
目
シ
ー

ト
」
を
作
成
し
、
全
国
連
合
小
学
校
長
会
に
送

付
し
た
。
以
下
は
シ
ー
ト
の
一
部
で
あ
る
。

⑴
児
童
の
生
活
面
で
の
状
況

□
生
活
習
慣
の
乱
れ
の
あ
る
児
童
が
、
二
割
程

度
以
上
散
見
さ
れ
る

□
休
業
前
に
比
べ
て
、
顔
色
、
表
情
、
体
重
等

の
外
見
的
な
変
化
の
あ
る
児
童
が
、
二
割
以

上
散
見
さ
れ
る

⑵
児
童
の
学
習
の
状
況

□
学
習
の
習
慣
や
耐
性
が
大
き
く
低
下
し
た
児

童
が
、
二
割
程
度
以
上
散
見
さ
れ
る

□
年
度
末
の
諸
行
事
の
中
止
に
多
大
な
不
満
を

持
つ
児
童
が
、
二
割
程
度
以
上
散
見
さ
れ
る

⑶
保
護
者
の
状
況

□
学
校
再
開
に
深
奥
な
不
安
を
感
じ
る
保
護
者

が
、
二
割
以
上
存
在
す
る
と
推
察
さ
れ
る

⑷
教
職
員
の
状
況

□
学
校
や
親
戚
等
に
重
篤
な
事
案
が
発
生
し
た

教
職
員
が
一
割
以
上
存
在
す
る
と
推
察
さ
れ
る

□
学
校
再
開
後
の
基
本
的
な
危
機
管
理
意
識
が

薄
い
教
職
員
が
、
二
割
以
上
存
在
す
る
と
推

察
さ
れ
る

⑸
学
校
の
管
理
体
制
の
状
況

□
学
校
再
開
時
の
初
動
体
制
︵
連
絡
、
勤
務
、

指
導
等
︶
の
整
備
が
、
九
割
未
満
で
あ
る

□
学
校
再
開
後
の
教
育
課
程
︵
未
履
修
の
扱
い
、

教
育
活
動
変
更
な
ど
︶
の
整
備
が
八
割
未
満

で
あ
る

⑹
そ
の
他

□
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
感
染
症
対
策
整
備

が
六
割
未
満
で
あ
る

□
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、

学
校
の
安
定
的
な
業
務
を
遂
行
す
る
と
い
う

理
解
が
、
六
割
未
満
で
あ
る

　

各
学
校
は
、
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
発
見
の
項

目
を
想
定
し
、
先
手
を
打
つ
必
要
が
あ
る
。

３	

学
校
再
開
後
の
指
導

　

学
校
再
開
に
当
た
っ
て
は
、
子
供
の
不
安
を

除
去
し
、
期
待
感
を
抱
か
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　

こ
の
原
稿
は
、
四
月
九
日
に
書
い
て
い
る
が
、

五
月
の
連
休
明
け
か
ら
、
多
く
の
地
域
で
学
校

再
開
が
で
き
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

　

学
校
の
再
開
に
当
た
っ
て
は
、
校
長
か
ら
の

全
体
へ
の
講
話
後
に
、
各
学
級
で
子
供
や
地
域

の
実
態
に
応
じ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

つ
い
て
の
授
業
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。
扱
う
教

科
な
ど
は
、
保
健
、
社
会
、
生
活
、
特
別
活
動
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

次
の
指
導
事
例
な
ど
も
参
考
に
し
て
、
発
達
段

階
に
応
じ
た
指
導
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

※紙幅の関係で表の一部を掲載した。「指導上の留意点」「資料等」を含めた表の全文は、
　「デジタル・トークライン」をご覧いただきたい。

新型コロナウイルス　小学校再開時の学級での緊急指導事例

学
年 配当時数等 ねらい 主な学習内容

１
年

・特別活動「学級活動」0.5時間
 ⑵ 日常の生活への適応と自己の

成長及び健康安全　ア　イ
・生活　内容１「楽しく安心して

遊びや生活をする」0.5時間

・安心して学校生活を開始で
きるようにする

・幼稚園や保育所での生活を
振り返る

・遊びやトイレの後の手洗い
の大切さを知る

２
年

・特別活動「学級活動」１時間
 ⑵ 日常の生活への適応と自己の

成長及び健康安全　ア　イ
・生活　内容１「学校生活を支え

ている人々や友達との関わり」
１時間

・新型コロナウイルスについ
てのおおよその内容が分か
り、安心して新学期の生活
を開始できる

・学校休業中の生活について
振り返る

・新型コロナウイルスの感染
の様子を知る

・手洗い、せきエチケット、
うがいなどの大切さを知る

３
年

・体育Ｇ「保健」⑴「健康の状態は、
　主体の要因や周囲の環境の要因

が関わっていること」１時間
・特別活動「学級活動」１時間
 ⑵ のウ心身の健康の保持増進　

１時間

・新型コロナウイルスの基礎
的な内容が分かる

・健康の大切さに気付き、自
己の健康の保持増進に進ん
で取り組むことができるよ
うにする

・新型コロナウイルスの感染
のメカニズムの基礎的な内
容を知る

・学級として感染防止に取り
組むための活動について話
し合う

４
年

・体育Ｇ「保健」⑴「健康の状態は、
　主体の要因や周囲の環境の要因

が関わっていること」１時間
・特別活動「学級活動」集団とし

ての目標や活動内容について合
意形成を図る　１時間

・新型コロナウイルスの基礎
的な内容と社会に及ぼす影
響が分かる

・健康の大切さに気付き、自
己の健康の保持増進に進ん
で取り組むことができるよ
うにする

・新型コロナウイルスの感染
のメカニズムの内容を知る

・学級として感染防止に取り
組むための活動について話
し合う

５
年

・体育Ｇ⑶「病気の予防には、病
原体が体に入るのを防ぐことや
病原体に対する体の抵抗力を高
めること」１時間

・特別活動「学級活動」１時間

・新型コロナウイルスから身
を守るための基礎的知識を
知る

・学校の一員として感染防止
活動に取り組むことができ
る

・新型コロナウイルスのパン
デミックの様子を知る

・学校として感染防止に取り
組むための活動について話
し合う

６
年

・特別活動「児童会活動」「学校生
活の充実と向上を図るための諸
問題の解決に向けて、計画を立
て（中略）自主的実践的に取り
組む」１時間

・社会「国民生活の安定と向上を
図る働き」２時間

・新型コロナウイルスから身
を守るための基礎的知識を
理解する

・学校の上級生として感染防
止活動に取り組むことがで
きる

・新型コロナウイルスのパン
デミックの様子を知り、自
分たちでできることについ
て話し合う

・感染防止のための国や地方
自治体の取組について話し
合う

令和２年４月８日　向山行雄（敬愛大学）
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休業に伴うリスクと
再開の指針
「我が国の学校教育の未曾有の危機である」という危機感を
抱くことが肝要だ。各学校は、学校休業中に生じるリスクを想定し、
先手必勝で対応する必要がある。学校再開時、新型コロナウイルス
について発達段階に応じた授業を期待したい。

「学校休業」の初
動で必要な情報　休業に伴うリスクと指針、そして必要な指導事例　ほか

①

向
むこう

山
やま

 行
ゆき

雄
お敬愛大学国際学部教授・こども教育学科長

全国連合小学校長会顧問
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１	

不
易
の
み
で
よ
い

　

結
論
は
次
だ
。

「
知
識
・
技
能
」
領
域
の
み
を
授
業
す
る
。

　

現
時
点
で
五
月
末
ま
で
の
休
校
、
夏
休
み
の
短
縮
、
九

月
入
学
な
ど
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
同
時
多
発
テ
ロ
が
起
こ
っ
た
と
き
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
子
供
の
学
力
が
大
き
く
低
下
し
た
と

い
う
。
日
本
も
同
じ
事
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
容
易

に
予
想
で
き
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
が
盛
ん
に
言
わ
れ
て
い
る
が
、

日
本
の
現
状
は
到
底
追
い
付
い
て
い
な
い
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

一
人
一
台
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
は
、
私
の
地
元
で
い
え

ば
熊
本
市
な
ど
、
ほ
ん
の
一
部
の
み
だ
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
最
低
限
の
学
力
を
保
障
す
る
に
は
、

ど
う
す
る
か
。

　

我
々
に
で
き
る
こ
と
は
、
二
つ
し
か
な
い
。

①
優
れ
た
教
材
の
活
用

②「
知
識
・
技
能
」
領
域
の
み
の
授
業

　

私
が
全
国
を
授
業
行
脚
し
た
中
で
、
確
信
を
も
っ
て
言

え
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
読
み
書
き
が
し
っ
か
り

定
着
し
て
い
る
学
級
で
国
語
Ｂ
問
題
の
授
業
を
行
う
と
、

テ
ス
ト
結
果
が
全
国
平
均
正
答
率
の
一
〇
～
二
〇
％
上
回

る
と
い
う
こ
と
だ
。
逆
に
読
み
書
き
が
十
分
に
定
着
し
て

い
な
い
学
級
で
は
、
B
問
題
の
授
業
を
行
っ
て
も
、
ほ
と

ん
ど
正
答
率
に
変
化
が
な
か
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
国
難
と
も
い
う
べ
き
非

常
事
態
の
中
で
は
、「
知
識
・
技
能
」
領
域
に
限
定
し
て

授
業
を
や
る
こ
と
を
最
優
先
に
す
べ
き
だ
。

２	

中
央
教
育
審
議
会
に
お
け
る
堀
田
龍
也
氏
の
提
案

　

令
和
二
年
四
月
の
中
教
審
教
育
課
程
部
会
は
、
書
面
審

議
と
な
っ
た
。
議
題
は
「
先
端
技
術
の
活
用
等
を
踏
ま
え

た
標
準
授
業
時
数
の
在
り
方
や
補
充
的
な
学
習
・
発
展
的

な
学
習
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
だ
。

　

そ
の
中
で
堀
田
龍
也
氏
（
東
北
大
学
大
学
院
教
授
）
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

学
習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
た
典
型
的
な
知
識
・
技

能
に
つ
い
て
の
学
習
動
画
を
国
が
組
織
的
に
整
備
す

る
方
策
を
講
じ
て
は
ど
う
か
。

「
教
材
」「
動
画
」「
授
業
」
の
三
点
セ
ッ
ト
で
対
応
！

　

三
月
二
日
以
降
授
業
を
し
て
い
な
い
。
四
月
八
日
の
始

業
式
・
入
学
式
・
学
級
活
動
及
び
四
月
十
三
日
の
学
級
活

動
は
確
保
し
た
。
し
か
し
、
教
科
の
授
業
は
な
し
だ
。
当

初
「
武
漢
ウ
イ
ル
ス
」
の
話
題
一
色
で
あ
っ
た
職
場
も
、

現
在
は
学
力
保
障
の
話
題
で
も
ち
き
り
で
あ
る
。

　

四
月
八
日
の
時
点
で
は
「
教
科
書
持
ち
帰
り
不
可
」
で

あ
っ
た
。
自
力
で
学
習
を
進
め
ら
れ
る
生
徒
と
進
め
ら
れ

な
い
生
徒
と
の
間
の
差
を
広
げ
な
い
た
め
の
配
慮
だ
。
だ

が
そ
の
指
示
も
急き
ゅ
う

遽き
ょ

撤
回
さ
れ
、
十
三
日
に
持
ち
帰
り
可

と
な
っ
た
。
授
業
時
数
不
足
を
見
据
え
て
の
策
で
あ
る
。

　

だ
が
、
教
科
書
だ
け
で
は
学
習
に
取
り
組
め
な
い
生
徒

も
大
勢
い
る
。
そ
こ
で
学
校
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
活
用
し

た
「
家
庭
学
習
の
手
助
け
」
が
始
ま
る
。
例
え
ば
、
教
育

委
員
会
や
各
学
校
が
作
成
し
た
学
習
プ
リ
ン
ト
な
ど
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
で
あ
る
。
こ
の
程
度
な
ら

ど
の
学
校
も
で
き
る
。
勤
務
校
で
は
教
員
有
志
で
自
身
の

出
演
し
な
い
授
業
動
画
を
撮
り
、
ア
ド
レ
ス
を
配
信
す
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
も
行
っ
て
い
る
。
別
に
、
授
業
で
扱
う
ワ
ー

ク
類
を
整
理
し
、
ど
の
部
分
な
ら
ば
自
力
で
進
め
ら
れ
る

か
を
吟
味
し
た
上
で
指
示
プ
リ
ン
ト
を
作
り
、
生
徒
個
々

に
ワ
ー
ク
類
を
取
り
に
来
さ
せ
る
こ
と
も
し
た
。
学
校
と

家
庭
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
が
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
状

況
で
、
で
き
る
こ
と
は
こ
の
程
度
だ
っ
た
。
全
国
の
仲
間

に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
取
組
が
紹
介
さ
れ
た
。

①
家
庭
学
習
サ
ー
ビ
ス
﹁
ｅ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
﹂※1
で
課
題
発
信

②
学
校
制
作
授
業
動
画
︵Y

ouTube
︶
配
信

③
学
校
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
在
校
生
向
け
サ
イ
ト
で
各
課
題

提
示

④ ﹁Zoom

﹂
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
実
施

⑤ ﹁
グ
ー
グ
ル
ド
ラ
イ
ブ
﹂を
用
い
た
プ
リ
ン
ト
・
動
画
配
信

⑥
環
境
の
整
わ
な
い
生
徒
は
動
画
視
聴
目
的
の
登
校
認
可

⑦
復
習
用
プ
リ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
郵
送

⑧
市
教
育
委
員
会
制
作
授
業
動
画
︵Y

ouTube

︶
配
信

⑨
映
像
授
業
サ
ー
ビ
ス
﹁TR

Y
 it

﹂
活
用

⑩
週
二
日
図
書
室
開
放
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
自
主
学
習

⑪ ﹁
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
﹂※2
活
用

⑫ ﹁G
 suite

﹂※3
導
入
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
実
施

　

自
治
体
に
よ
り
、
こ
れ
で
も
か
と
い
う
く
ら
い
違
う
。

毎
日
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
受
け
ら
れ
る
生
徒
と
、
教
師

自
作
の
プ
リ
ン
ト
を
渡
さ
れ
た
だ
け
の
生
徒
と
の
間
に
学

力
差
が
生
じ
る
の
は
、
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
だ
。

　

勝
負
は
学
校
再
開
後
の
授
業
で
あ
る
。
授
業
時
数
不
足

は
夏
・
冬
休
み
の
削
減
な
ど
で
対
応
す
る
。
要
は
内
容
で

あ
る
。
今
、
指
導
計
画
を
修
正
し
、
指
導
事
項
を
取
捨
選

択
、
連
結
し
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）、
指
導

事
項
を
模
擬
授
業
で
確
認
す
る
取
組
を
進
め
て
い
る
。
他

責
は
何
も
生
ま
な
い
。
で
き
る
こ
と
か
ら
な
す
し
か
な
い
。

緊急事態の今が
教師の働きどころである
置かれた状況で最大限の工夫をなすしかない。
無論、最重要は再開後の授業である。
例年以上に少ない時数でいかに学力を保障するか。
教師の働きどころである。

基礎・基本の定着だけでよい！
「知識・技能」に限定して、「教材」「動画」「授業」の
３点セットで対応する。

休業、欠席、時短における「学力の保障」をどう考えるのか

②②

長
は

谷
せ

川
がわ

 博
ひろ

之
ゆき

椿
つばき

原
はら

 正
まさ

和
かず

埼玉県熊谷市立奈良中学校 教授法創造研究所

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
立
ち
向
か
う
学
校 

ー 
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19 

か
ら
の
教
訓 

ー
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集

休業、欠席、時短における「学力の保障」をどう考えるのか

※1 https://katei.kodom
o.ne.jp/pc/student/kateitop/login

※2 https://studysapuri.jp/

※3 https://gsuite.google.com
/intl/ja/
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文
部
科
学
省
文
書
に
よ
る
と
、
今
回
の
臨
時
休
業
で
の

授
業
時
数
や
学
習
指
導
は
、
次
の
五
点
が
重
要
と
な
る
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
伴
う
臨
時
休
業
で
標
準

授
業
時
数
を
下
回
っ
て
も
、
学
校
教
育
法
施
行
規

則
に
反
し
な
い
。  ※

②
前
学
年
未
履
修
の
授
業
を
行
う
際
も
、
標
準
授
業
時

数
を
超
え
て
授
業
時
数
を
確
保
す
る
必
要
は
な
い
。

③
長
期
休
業
短
縮
・
土
曜
日
授
業
は
可
能
だ
が
、
児
童

生
徒
の
負
担
が
過
重
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

④
未
履
修
事
項
は
、
各
教
科
で
の
同
じ
系
統
性
の
内
容

の
際
、
扱
っ
て
も
よ
い
。

⑤
学
校
行
事
は
時
期
・
場
所
・
時
間
・
方
法
を
配
慮
。

　

そ
も
そ
も
、
授
業
時
数
は
標
準
を
下
回
っ
て
も
何
ら
問

題
は
な
い
。
平
成
三
十
年
段
階
で
「
災
害
や
流
行
性
疾
患

で
の
学
級
閉
鎖
等
に
よ
る
欠
時
」
で
の
標
準
時
間
数
以
下

は
、学
校
教
育
法
施
行
規
則
に
反
し
な
い
と
出
て
い
る
。
逆

に
学
級
閉
鎖
を
見
越
し
て
「
大
幅
に
計
画
を
し
な
い
よ
う
」

文
科
省
は
通
知
を
出
し
て
い
る
く
ら
い
だ
。
更
に
言
え
ば
、

六
月
再
開
、夏
休
み
八
月
一
日
～
八
月
二
十
三
日
、冬
休
み

十
二
月
二
十
六
日
～
一
月
六
日
、週
当
た
り
六
時
間
四
日
、

五
時
間
一
日
で
計
算
し
て
も
、年
間
授
業
は
九
百
七
十
八
時

間
で
、
標
準
時
数
よ
り
約
一
週
間
分
少
な
い
だ
け
で
あ
る
。

　

そ
れ
よ
り
重
要
な
の
は
次
の
部
分
だ
。

　

未
履
修
事
項
は
、
新
し
く
す
る
必
要
は
な
く
、
そ

の
教
科
の
同
じ
系
統
の
所
で
扱
っ
て
よ
い
。

　

要
す
る
に
授
業
の
工
夫
次
第
だ
。
四
年
の
立
方
体
の
学

習
が
未
履
修
の
場
合
は
、
五
年
の
「
体
積
」
で
扱
え
ば
い

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
時
間
数
確
保
で
は

な
く
、
学
習
内
容
を
習
得
で
き
た
か

ど
う
か
で
あ
る
。
更
に
詳
し
い
こ
と

は
左
の
表
に
ま
と
め
て
あ
る
。
よ

か
っ
た
ら
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ど
ん
な
と
き
で
も
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
に
定
め
ら

れ
て
い
る
「
標
準
時
数
」
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
。
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。

　

大
事
な
の
は
、「
標
準
時
数
」
を
確
保
す
る
こ
と
で
は

な
く
、
学
力
保
障
す
る
こ
と
だ
。

１	

﹁
最
低
﹂
で
は
な
く
﹁
標
準
﹂

　

学
校
教
育
法
施
行
規
則
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
る
。

　

第
五
十
一
条
（
前
略
）
別
表
第
一
に
定
め
る
授
業

時
数
を
標
準
と
す
る
。

「
最
低
と
す
る
」
と
は
書
い
て
お
ら
ず
、「
標
準
と
す
る
」

と
書
い
て
あ
る
。「
標
準
」
と
は
「
目
安
」
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
下
回
っ
て
も
問
題
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日
に
文
部
科
学
省

か
ら
出
さ
れ
た
「
平
成
三
十
年
度
公
立
小
・
中
学
校
等
に

お
け
る
教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
状
況
調
査
の
結
果
及
び

平
成
三
十
一
年
度
以
降
の
教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
に
つ

い
て
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

災
害
や
流
行
性
疾
患
に
よ
る
学
級
閉
鎖
等
の
不
測

の
事
態
に
よ
り
当
該
授
業
時
数
を
下
回
っ
た
場
合
、

下
回
っ
た
こ
と
の
み
を
も
っ
て
学
校
教
育
法
施
行
規

則
に
反
す
る
と
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く

　

今
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

￤

19
の
流
行
に
よ
る
臨
時
休
校
は
、

当
然
「
流
行
性
疾
患
に
よ
る
学
級
閉
鎖
等
の
不
測
の
事

態
」
で
あ
る
。
な
の
で
、
今
年
度
、
標
準
時
数
を
下
回
る

こ
と
が
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
わ
け
で
あ
る
。

２	

大
事
な
の
は
、﹁
時
数
﹂
で
は
な
く
﹁
学
力
﹂

　

で
は
、
時
数
が
、
全
然
足
り
な
く
て
も
良
い
の
か
と
い

う
話
に
な
る
が
、「
標
準
」
な
の
で
、
大
幅
に
下
回
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
問
題
は
、
そ
こ
で
は
な
い
。
令
和
二
年
三
月

二
十
四
日
に
文
部
科
学
省
か
ら
出
さ
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し
た
学
校
再
開
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

一
斉
臨
時
休
業
に
伴
い
、
児
童
生
徒
が
授
業
を
十

分
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

学
習
に
著
し
い
遅
れ
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

（
中
略
）
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
な
ど
配
慮
す
る
こ
と
。

　

つ
ま
り
、
標
準
時
数
達
成
が
目
的
で
は
な
く
、
学
力
保

障
の
た
め
に
必
要
な
時
数
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
だ
。

時数の問題ではなく、
学力保障の問題
標準時数を達成することが目的なのではなく、
学力保障のために時数の確保をする。

重要なのは、学習内容を楽しく、
確実に習得させる授業を
考えることである
標準授業時数を下回るのは何の問題もない。
計算すると５月いっぱい休業でも標準時数を確保できる。

休業、欠席、時短における「授業時数」をどう考えるのか休業、欠席、時短における「授業時数」をどう考えるのか

③③

小
こ

塚
づか

 祐
ゆう

爾
じ

川
かわ

原
はら

 雅
まさ

樹
き

神奈川県大和市立草柳小学校 兵庫県丹波篠山市立味間小学校

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
立
ち
向
か
う
学
校 

ー 
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参
考
文
書
：
平
成
30
年
度
公
立
小
・
中
学
校
等
に
お
け
る
教
育
課
程
の
編
成
・

 

実
施
状
況
調
査
の
結
果
及
び
平
成
31
年
度
以
降
の
教
育
課
程
の
編
成
・

 

実
施
に
つ
い
て
︵
平
成
31
年
３
月
29
日 

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
︶
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北
海
道
は
二
月
二
十
七
日
か
ら
臨
時
休
業
に
突
入
し
た
。

現
場
は
混
乱
し
て
い
た
。「
授
業
時
数
は
足
り
る
の
か
」「
通

知
票
は
ど
う
す
る
の
か
」「
未
習
内
容
は
？
」
な
ど
の
声

が
職
員
室
で
あ
が
っ
た
。
そ
し
て
休
業
中
の
「
分
散
登
校
」

と
い
う
誰
も
経
験
の
な
い
取
り
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
最
優
先
事
項
は
「
子
供
の
安
全
」
だ
。

　

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
臨
時
休
業
の
中
、
な
ぜ
リ
ス

ク
を
冒
し
て
ま
で
分
散
登
校
を
す
る
の
か
。
分
散
登
校
と

は
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
ど
の
よ
う
な
経

緯
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
ど
ん
な
リ
ス
ク
が
予
想

さ
れ
る
の
か
。
こ
れ
ら
を
整
理
し
て
教
職
員
に
周
知
し
な

く
て
は
い
け
な
い
。
一
丸
と
な
っ
て
子
供
の
安
全
を
守
る

た
め
、
教
務
主
任
と
し
て
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
仕
事
を

行
っ
た
。
当
時
の
私
の
仕
事
を
時
系
列
で
ま
と
め
た
。

三
月
一
日
︵
日
︶
夕
方
の
知
事
会
見
で
分
散
登
校
実
施
の

方
針
を
報
道
で
知
る
。

三
月
二
日
︵
月
︶
管
理
職
と
情
報
共
有
。
教
育
委
員
会
の

案
を
基
に
教
職
員
向
け
の
レ
ポ
ー
ト
三
ペ
ー
ジ
作
成
。

三
月
三
日
︵
火
︶
職
員
朝
会
で
全
教
職
員
に
周
知
。

　

特
に
心
掛
け
た
の
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
だ
。
誰
も
が
初
め

て
の
取
り
組
み
だ
。
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
な
け
れ
ば
対
応
で

き
な
い
。
イ
ラ
ス
ト
を
多
用
し
、
起
こ
り
得
る
リ
ス
ク
を

視
覚
化
し
た
。
こ
れ
を
周
知
す
る
こ
と
で
、
ど
の
段
階
が

危
険
な
の
か
、
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
、
共
通
の
認
識
を
も
つ
こ
と
が
で
き
、
準
備
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
学
ん
だ
こ

と
を
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
経
験
を
総
動
員
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に
尽
く
し
て
い
き
た
い
。

（
画
像
は
職
員
向
け
レ
ポ
ー
ト
）

　

休
業
要
請
が
政
府
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
二
月
二
十
八
日

午
後
六
時
だ
っ
た
。
職
員
か
ら
は
悲
鳴
に
近
い
声
が
上

が
っ
た
。
次
の
こ
と
を
教
頭
と
協
議
し
て
動
い
た
。

１	

学
習
課
題
の
作
成
方
法

	

健
康
観
察
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

次
の
週
の
朝
の
打
ち
合
わ
せ
で
、
す
ぐ
に
周
知
を
図
っ

た
。
何
よ
り
も
ス
ピ
ー
ド
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

方
針
を
示
す
こ
と
が
第
一
の
仕
事
に
な
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
今
後
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
が
見
え
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２	

型
を
示
し
て
イ
メ
ー
ジ
化
す
る

　

今
回
は
学
習
課
題
に
つ
い
て
、
各
教
科
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

を
つ
く
り
、表
示
し
た
「
型
」
を
示
し
た
。「
各
学
年
に
と
っ

て
必
要
と
思
わ
れ
る
学
習
課
題
」
を
入
れ
る
形
式
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
場
で
教
頭
と
一
覧
表
を
作
成
し
た
。
型
を

示
せ
ば
、
後
は
各
学
年
の
実
態
に
合
わ
せ
て
内
容
を
工
夫

し
て
入
れ
ら
れ
る
。
当
時
は
、
準
備
で
き
る
時
間
は
一
日

し
か
な
い
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。
職
員
は
す
ぐ
に
対
応
し
、

次
の
週
に
は
す
ぐ
に
配
付
で
き
る
状
態
に
な
っ
た
。
休
校

中
の
健
康
観
察
シ
ス
テ
ム
も
必
要
と
な
る
。
メ
ー
ル
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
て
配
信
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
も

「
型
」
で
あ
る
。

　

四
月
六
日
の
始
業
式
で
は
、
二
週
間
分
の
学
習
課
題
を

配
付
し
た
。
本
市
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
環
境
が
進
ん
で
い
る
の

で
、
学
習
サ
イ
ト
の
案
内
に
も
す
ぐ
に
対
応
し
て
く
れ
た
。

休
校
が
延
長
し
た
時
点
で
、
た
く
さ
ん
あ
っ
た
情
報
サ
イ

ト
の
「
型
」
を
精
査
し
て
、
各
学
年
で
「
お
す
す
め
サ
イ

ト
・
課
題
」
を
ア
ッ
プ
し
た
。

　

更
に
延
長
と
な
っ
た
た
め
「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」

（
光
村
教
育
図
書
）・「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」（
光
村
教

育
図
書
）
を
全
学
年
保
護
者
に
配
付
す
る
と
と
も
に
、
新

た
な
「
型
」
で
つ
く
っ
た
学
習
課
題
を
提
示
し
た
。「
型
」

が
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
さ
せ
て
い
く
。
配
付
方
法
も
「
型
」

で
示
し
た
（
写
真
）。

「スピード」「情報の整理」「ビジュアル化」
で初めての「分散登校」に全職員で備える

２月26日・臨時休業の要請、28日・北海道知事による緊急
事態宣言の発表、そして３月１日・分散登校実施の方針提示
という、誰も経験のない状況に対して、教務主任であった
私はTOSSで学んだことを総動員して対応した。

「型」がスピードを加速させる
突然の休校。
様々な対応には、「型」を示して共有化する。

休業中の本校の動き：危機管理例休業中の本校の動き：危機管理例

④④

塩
しお

谷
や

 直
なお

大
ひろ

並
なみ

木
き

 孝
たか

樹
き

北海道斜里町立斜里小学校 千葉県柏市立光ヶ丘小学校 校長
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１	

感
染
症
っ
て
何
？

　

目
に
見
え
な
い
と
て
も
小
さ
な
生
き
物
（
微
生
物
）
が
、

動
物
や
植
物
の
体
に
入
っ
て
起
こ
す
病
気
が
感
染
症
。

　

微
生
物
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
※1
、
細
菌
、
カ
ビ
や
キ
ノ
コ

の
仲
間
の
菌
類
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
も
の
が
あ
る
。

病
気
の
原
因
に
な
る
微
生
物
だ
け
で
は
な
く
、
人
に
役
立

つ
微
生
物
も
た
く
さ
ん
い
る
。

２	

ど
う
や
っ
て
う
つ
っ
て
い
く
？ 

　

代
表
的
な
感
染
経
路
を
子
供
た
ち
に
伝
え
よ
う
。

①
接
触
感
染　

皮
膚
が
触
れ
合
う
直
接
感
染
、
物
に
触
れ

る
こ
と
に
よ
る
間
接
感
染
が
あ
る
。
は
や
り
目
※2
な
ど
。

②
飛
ま
つ
感
染　

せ
き
や
く
し
ゃ
み
の
飛
ま
つ
に
よ
る
感

染
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
な
ど
。

③
空
気
感
染　

空
中
を
漂
う
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込

む
こ
と
に
よ
る
感
染
。
結
核
、
は
し
か
※3
な
ど
。

④
経
口
感
染　

食
中
毒
な
ど
、
口
か
ら
入
る
感
染
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
は
、
接
触
感
染
と
飛

ま
つ
感
染
が
主
な
感
染
経
路
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

感
染
者
が
せ
き
を
手
で
押
さ
え
、
手
に
付
い
た
ウ
イ
ル

ス
が
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
に
付
く
。
別
の
人
が
そ
れ
を
触
っ
て

ウ
イ
ル
ス
が
手
に
付
き
、
そ
の
手
で
目
や
鼻
、
口
を
触
っ

て
粘
膜
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
す
る
。

３	

う
つ
ら
な
い
た
め
、
う
つ
さ
な
い
た
め
に

　

感
染
経
路
を
知
れ
ば
対
策
を
理
解
で
き
る
。
三
密
を
避

け
る
の
は
、
飛
ま
つ
感
染
を
防
ぐ
た
め
。
手
洗
い
で
ウ
イ

ル
ス
を
洗
い
落
と
し
、
接
触
感
染
を
防
ぐ
。
洗
う
前
に
ウ

イ
ル
ス
が
鼻
な
ど
に
付
か
な
い
よ
う
、
顔
に
触
れ
な
い
。

　

う
つ
さ
な
い
た
め
の
対
策
と
し
て
、
マ
ス
ク
を
す
る
こ

と
や
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
重
要
性
が
分
か
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
は
脂
質
（
油
）
の
膜
が
あ
る
。

石
け
ん
は
膜
を
溶
か
す
の
で
有
効
と
言
わ
れ
て
い
る
。

４	

免
疫
力
を
高
め
よ
う

　

体
に
は
外
か
ら
入
り
込
ん
だ
敵
（
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な

ど
）
を
追
い
払
う
た
め
の
働
き
、
免
疫
が
あ
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
は
、
毒
を
弱
く
し
た
敵
を
体
に
入
れ
て
練
習

試
合
を
す
る
よ
う
な
も
の
。
本
物
が
来
た
と
き
す
ぐ
に
追

い
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

現
時
点
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン

は
ま
だ
な
い
。
自
分
の
免
疫
力
で
治
す
こ
と
に
な
る
。

　

十
分
な
睡
眠
や
栄
養
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
免
疫
力

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
規
則
正
し
い
生
活
や
適
度
な

運
動
の
大
切
さ
を
子
供
た
ち
に
伝
え
よ
う
。

　

な
お
、
抗
生
物
質
は
細
菌
に
は
効
く
が
、
ウ
イ
ル
ス
に

は
効
か
な
い
。（
風
邪
は
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
）

「３月のライオン」川本三姉妹と一緒に学ぼう、手の洗い方！
（ポスター用、塗り絵用など無料で公開している。
https://3lion.younganimal.com/poster.html）

※1 

生
物
学
的
な
分
類
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
は
生
物
に
含
ま
れ
な
い
。

※2 

病
名
は
通
称
。
正
式
に
は
流
行
性
角
結
膜
炎
。

※3 

病
名
は
通
称
。
正
式
に
は
麻
疹
。

「コロナいじめ」への
対応が重要である
休校明け、 休校後の子供たちへ伝える、感染症と人権のメッセージ。

感染症についての知識を
子供たちに
知は力なり。感染症の原因となるウイルスや微生物、
感染経路を知れば、感染防止対策を理解できる。

感染症への備えを子供たちにどう教えるのか感染症への備えを子供たちにどう教えるのか

⑤⑤

小
こ

嶋
じま

 悠
ゆう

紀
き

小
こ

森
もり

 栄
えい

治
じ

長野県長野市立川田小学校 日本理科教育支援センター
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Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

￤

19
が
全
世
界
を
震し
ん

撼か
ん

さ
せ
た
。
教
育
界

も
未
曽
有
の
事
態
で
あ
る
。

　

感
染
症
の
備
え
は
「
衛
生
面
」
と
「
精
神
衛
生
面
」
の

二
つ
が
重
要
で
あ
る
。

　

今
回
、
＂誰
も
が
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
る
＂感
染
症
が

広
ま
る
可
能
性
を
、
嫌
と
い
う
程
突
き
付
け
ら
れ
た
。

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
し
て
精
神
衛
生
上
の
指
導
、
つ
ま

り
「
コ
ロ
ナ
い
じ
め
」
に
ど
の
よ
う
に
立
ち
向
か
う
か
が

重
要
だ
。
家
族
が
罹り

患か
ん

し
て
し
ま
っ
た
子
供
も
い
る
だ
ろ

う
。
自
身
が
不
幸
に
も
罹
患
し
た
子
供
も
い
る
だ
ろ
う
。 

こ
れ
ら
が
発
端
で
い
じ
め
が
起
こ
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、
先
手
を
打
つ
。  

　

長
野
県
の
原
良
平
氏
が
、 

小
嶋
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
元
に

す
ば
ら
し
い
授
業
を
作
っ
て
く
れ
て
い
る
。
紹
介
す
る
。

　

最
初
に
コ
ロ
ナ
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
「
五
つ
の
重
要

な
観
点
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ど
れ
も
大
切
な
観
点
で
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
幾
つ
か

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

　

ま
ず
は
、「
う
た
が
わ
な
い
」
で
あ
る
。

　

せ
き
を
し
た
り
、
体
調
不
良
で
一
日
休
ん
で
し
ま
っ
た

り
す
る
こ
と
は
幾
ら
で
も
あ
る
。
そ
れ
を
コ
ロ
ナ
と
結
び

付
け
る
「
か
ら
か
い
」
が
増
え
る
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
な
ぜ
そ
れ
は
い
け
な
い
の
か
。
コ
ロ
ナ
は
現
時

点
で
完
治
薬
は
開
発
で
き
て
い
な
い
。
収
束
を
見
せ
て
も
、

か
か
ら
な
い
保
証
は
な
い
。
疑
う
と
い
う
行
為
が
は
び
こ

る
こ
と
で
、
体
調
不
良
を
言
い
出
し
に
く
く
な
り
、
感
染

の
原
因
と
な
っ
て
し
ま
う
。
子
供
た
ち
に
は
、
そ
の
意
味

も
込
め
て
「﹃
病
気
を
防
ぐ
力
＝
免
疫
力
﹄
が
下
が
る
ん

だ
よ
」 

と
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

次
に
、「
せ
め
な
い
」
で
あ
る
。

　

実
際
に
新
型
コ
ロ
ナ
に
罹
患
し
て
し
ま
っ
た
子
供
や
、

家
族
や
親
族
が
罹
患
し
て
し
ま
い
、
つ
ら
い
思
い
を
し
て

い
る
子
供
も
出
て
い
る
。
自
宅
を
特
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た

り
、
住
所
を
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
る
事
態
も
生
じ
た
。

　

学
校
で
も
、
同
様
の
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
と
は
言
い
切

れ
な
い
。

　

免
疫
力
に
加
え
、
こ
の
授
業
で
は
、
そ
の
よ
う
な
行
為

が
「
コ
ロ
ナ
に
勝
つ
た
め
に
役
に
立
つ
の
か
？
」
と
子
供

た
ち
に
判
断
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

ぜ
ひ
多
く
の
方
に
授
業
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
授

業
は
全
て
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
―Ｓ
Ｎ
Ｓ
」
で
無
料
公
開
さ
れ
て

い
る
。
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新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
、
休
校
に
な
る
。

　

こ
の
と
き
に
困
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ
っ
た
。

　

一
つ
は
、﹁
情
報
不
足
﹂
で
あ
る
。
休
校
す
る
に
当
た
っ

て
、
何
を
準
備
す
る
べ
き
な
の
か
？　

何
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
？　

こ
う
し
た
情
報
が
足
り
な
か
っ
た
。

　

教
育
委
員
会
か
ら
の
指
示
が
、
す
ぐ
に
は
下
り
て
こ
な

い
。
指
示
を
待
っ
て
い
て
は
迅
速
に
情
報
を
伝
え
ら
れ
な

い
。
そ
ん
な
と
き
に
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
が
活
用
で
き
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
に
は
、
全
国
の
先
生
方
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
情
報
が
集
ま
る
。
明
日
何
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
が
、
す
ぐ
に
検
索
で
き
る
。
例

え
ば
、﹁
新
型
コ
ロ
ナ
臨
時
休
校
中
に
す
べ
き
こ
と
一
覧
﹂

（https://land.toss-online.com
/lesson/ZD

bO
CiA

Y
O

bQ
IV

jU
LQ

hCA

）。

　

神
奈
川
県
の
小
塚
祐

爾
氏
の
コ
ン
テ
ン
ツ
で

あ
る
。「
す
ぐ
に
学
校

で
確
認
、
決
定
し
た
い

こ
と
」「
休
み
の
間
に

す
る
べ
き
こ
と
」
と

い
っ
た
情
報
が
列
挙
さ

れ
て
い
た
。
す
ぐ
に
役

立
っ
た
。

　

も
う
一
つ
は
、﹁
学
力
保
障
﹂
で
あ
る
。
休
校
す
る
に

当
た
っ
て
、
家
庭
学
習
を
ど
う
す
る
か
が
問
題
に
な
っ
た
。

ど
ん
な
宿
題
を
出
す
べ
き
か
？　

ど
れ
く
ら
い
の
量
に
す

る
べ
き
か
？　

こ
れ
も
情
報
が
足
り
な
か
っ
た
。

　

教
育
委
員
会
か
ら
の
指
示
は
、
各
学
校
の
実
態
へ
の
配

慮
か
ら
、
あ
る
程
度
曖
昧
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

す
ぐ
に
出
せ
る
宿
題
の
ス
ト
ッ
ク
が
な
い
。
そ
ん
な
と
き

に
も
、Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
た
い
。
例
え
ば
、﹁︻
臨

時
預
り 

活
動
メ
ニ
ュ
ー.pdf

︼
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
力
で
日
本

の
子
ど
も
た
ち
を
支
え
た
い
﹂。　

滋
賀
の
東
郷
晃
氏
の
コ

ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
。
主
要

教
科
は
も
ち
ろ
ん
、
音
楽
、

体
育
、
遊
び
な
ど
、
実
に

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
情
報

が
列
挙
さ
れ
て
い
た
。
こ

れ
も
す
ぐ
に
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
に
は

大
量
の
情
報
が
あ
る
。
ど

の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
選
ぶ
か
迷
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん
な
と

き
は
、﹁
人
気
﹂﹁
閲
覧
数
﹂
な
ど
で
並
べ
替
え
る
﹁
新
検
索

機
能
﹂
が
あ
る
。
使
い
こ
な
し
て
、
活
用
し
て
い
き
た
い
。

１	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
子
供
た
ち
が
失
っ
た
も
の

　

休
業
期
間
中
、
子
供
た
ち
は
三
つ
の
機
会
を
失
っ
た
。

　

一
つ
が
、
運
動
の
機
会
で
あ
る
。
幼
少
期
の
子
供
た
ち

に
と
っ
て
、
発
達
に
最
も
大
切
な
の
は
運
動
で
あ
る
。
外

出
規
制
が
そ
の
機
会
を
奪
っ
た
。
こ
れ
が
数
か
月
、
あ
る

い
は
一
年
続
く
と
な
る
と
、
ぞ
っ
と
す
る
。
私
の
長
男
は
、

た
っ
た
一
週
間
で
顔
面
に
麻ま

痺ひ

症
状
が
起
こ
っ
た
。
明
ら

か
に
外
に
出
ら
れ
な
い
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
表
れ
て
い
な
く
て
も
、
ど
の
子
供

に
も
多
く
の
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
前
提
で
、
教
師
は
子
供
を

迎
え
る
べ
き
だ
。

　

教
師
に
と
っ
て
は
指
導
時
間
が
な
く
、
学
習
の
積
み
残

し
に
気
が
行
く
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
最
も
大
切
な
の
は
、

こ
の
「
運
動
を
ど
う
保
障
す
る
か
」
で
あ
る
。

　

岡
山
市
で
は
、
週
に
一
回
程
度
の
登
校
日
が
設
け
ら
れ

た
。
私
が
や
っ
た
の
は
、
汗
を
い
っ
ぱ
い
か
く
よ
う
な
運

動
の
保
障
で
あ
る
。
力
い
っ
ぱ
い
走
り
回
る
よ
う
な
機
会

の
確
保
で
あ
る
。

　

登
校
し
て
も
、
し
ば
ら
く
は
体
力
が
付
い
て
こ
な
い
は

ず
だ
。
そ
の
よ
う
な
子
供
の
状
態
を
見
な
が
ら
学
習
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、
生
活
の
ル
ー
テ
ィ
ン
で
あ
る
。
決
ま
っ
た

時
間
に
寝
て
、
起
き
る
。
朝
食
を
食
べ
る
。
こ
の
よ
う
な

毎
日
の
生
活
が
ず
れ
込
ん
で
い
く
。
特
に
、
発
達
に
問
題

を
抱
え
た
子
に
影
響
が
大
き
い
。

　

体
力
低
下
の
ケ
ア
と
と
も
に
、
最
初
の
三
週
間
程
度
は
、

生
活
調
べ
な
ど
を
通
し
て
、
生
活
習
慣
を
元
に
戻
す
よ
う

な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

三
つ
目
は
、
人
と
の
関
わ
り
の
機
会
で
あ
る
。

　

休
校
期
間
中
、
家
族
以
外
の
誰
と
も
会
っ
て
い
な
い
と

い
う
子
が
何
人
も
い
た
。

　

あ
る
自
閉
症
の
女
の
子
は
、
集
団
の
中
に
入
れ
な
い
だ

け
で
な
く
、
自
分
に
近
寄
っ
て
く
る
人
に
対
し
て
、
拒
否

感
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
視
線
が
怖
い
。
近
づ
か

れ
る
の
が
怖
い
。
そ
の
よ
う
な
「
人
と
の
関
わ
り
」「
距

離
感
」
な
ど
が
ズ
レ
て
い
た
の
で
あ
る
。
段
階
を
追
っ
て

元
に
戻
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

２	

過
度
な
禁
止
を
な
く
す　

　

必
要
以
上
に
手
を
洗
う
。
何
か
し
た
ら
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
を
す
る
。
そ
の
よ
う
な
脅
迫
観
念
に
も
似
た
症
状
を
示

す
子
が
何
人
も
見
ら
れ
た
。

　

こ
れ
は
、マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
よ
る
「
行
き
す
ぎ
た
禁
止
」

の
影
響
で
あ
る
。「
○
○
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
フ

レ
ー
ズ
で
は
な
く
、「
○
○
し
た
ら
大
丈
夫
」
と
い
う
よ

う
な
「
正
の
フ
レ
ー
ズ
」
で
、
学
校
は
対
応
し
た
い
。

　

過
度
な
禁
止
は
、
子
供
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。

TOSSランドには、「情報不足」
「学力保障」の困り感を解決
するコンテンツが満載
検索機能も充実していて、より質の高いコンテンツとも
出会うことができる。活用していきたい。

新型コロナウイルスで
子供たちが失った３つの機会
新型コロナウイルスは、子供たちの成長にとって大切な機会を多く奪った。
そして、それは、発達途中の子供たちには大きな影響を及ぼす。
「学習をどうするか」ということはあちこちで議論されている。
しかし、最も大切なことは、身体や心のケアについてである。

子供たちへの心的ケアで大切なことTOSSランド活用　新型コロナ対策に役立つ情報

⑥⑦

水
みず

本
もと

 和
かず

希
き

小
お

野
の

 隆
たか

行
ゆき

神奈川県横浜市立美しが丘西小学校 岡山県岡山市立西小学校

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
立
ち
向
か
う
学
校 

ー 

C
O
V
I
D
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19 

か
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訓 

ー
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
次
の
記
事
が
話
題
に
な
っ
た
。

　

新
型
ウ
イ
ル
ス
で
﹁
教
育
が
止
ま
り
か
ね
な
い
﹂

日
本
。
止
め
な
い
中
国
。
浮
上
し
た
﹁
オ
ン
ラ
イ
ン

教
育
格
差
﹂　

︵https://w
w

w
.businessinsider.jp/post-

208890

︶　

　

ふ
だ
ん
か
ら
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
授
業
を
可
能
に
し
て
い

た
先
進
国
は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
臨
時
休
校
に
対
応
で
き
た
。

日
本
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
大
量
の
プ
リ
ン
ト
印
刷
、
ポ
ス

ト
投
函
、
電
話
連
絡
…
…
。
全
て
後
手
に
回
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

萩
生
田
光
一
文
部
科
学
大
臣
は
、
記
者
会
見
で
次
の
よ

う
に
言
っ
た
。

﹁
も
し
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
も
っ
と
早
く
進
ん
で
い
れ

ば
、
休
校
中
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
様
々
な
活
用

が
で
き
た
な
と
い
う
悔
し
い
思
い
も
し
て
お
り
ま
す
﹂

︵https://w
w

w
.m

ext.go.jp/b_m
enu/daijin/

detail/m
ext_00048.htm

l

︶

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」「
児
童
生
徒
一
人
当
た
り

一
台
の
端
末
の
配
備
」
が
や
っ
と
動
き
始
め
た
矢
先
の
出

来
事
だ
っ
た
か
ら
だ
。
今
回
の
臨
時
休
校
で
、
ふ
だ
ん
か

ら
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
授
業
を
や
っ
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ

を
多
く
の
教
師
が
感
じ
た
。

　

今
が
、
逆
に
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。

　

兵
庫
県
姫
路
市
で
は
、全
児
童
生
徒
と
教
員
に「Google

ア
カ
ウ
ン
ト
」
を
「
一
人
一
つ
」
配
付
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
さ
え
接
続
で
き
れ
ば
、
場
所
や
時

間
、
機
材
に
関
係
な
く
学
習
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も
パ

ソ
コ
ン
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が
可
能
に
な
っ
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
無
料
で
公
開
さ
れ
て
い
る
、
様
々
な
教

育
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い
家
庭
に
は
、
回
線
を
準
備
す
る
た
め

の
補
助
金
を
出
し
た
。市
内
の
学
校
に
は「Chrom

ebook

」

と
い
う
機
器
が
二
十
～
四
十
台
整
備
さ
れ
、
各
教
室
と
職

員
室
で
は
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
宅

に
機
材
が
な
い
児
童
生
徒
は
、
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
室
に
来

て
機
材
を
使
っ
て
い
い
こ
と
に
な
っ
た
。

　

臨
時
休
校
中
に
は
校
内
研
修
が
行
わ
れ
た
。

「Google M
eet

（
ビ
デ
オ
通
話
）」
の
ロ
グ
イ
ン
と
体
験
。

「Google Classroom

」
の
研
修
と
「G Suite

」
の
説
明
。

こ
れ
ら
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
授
業
を
実
現

す
る
た
め
の
研
修
だ
。
必
要
性
を
実
感
し
て
い
る
今
、
誰

も
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
在
宅
勤
務
で
も
、
必
要

な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

ピ
ン
チ
は
変
化
に
対
応
で
き
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。

　

上
記
が
、
文
部
科
学
省
が
示
し
た

「
臨
時
休
業
中
に
活
用
し
た
家
庭
学
習
」

の
分
類
で
あ
る
（
文
部
科
学
省
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
よ
り
抜
粋
）。
こ
れ
ら
の
方
法

か
ら
、
子
供
・
保
護
者
の
た
め
に
、
何

を
選
択
し
、
ど
う
提
示
し
た
か
。
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

１	

学
習
内
容
・
方
法
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に　

　

文
字
情
報
だ
け
で
な
く
、
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
・
動
画
な

ど
を
使
っ
て
よ
り
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
提
示
す
る
と
分
か
り
や

す
い
。
塩
谷
直
大
氏
の
実
践
は
東
北
大
学
の
堀
田
龍
也
氏

も
絶
賛
し
た
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
参
照
）。
こ

の
よ
う
に
一
目
で
分
か
る
工
夫
が
家
庭
学
習
で
は
必
要
だ
。

　

拙
実
践
で
は
、
筆
算
の
仕
方
を
動
画
で
撮
影
し
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
に
し
て
学
年
通
信
に
貼
り
付
け
た
。

保
護
者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取
れ

ば
そ
の
場
で
視
聴
で
き
る
。
Ｐ
Ｃ
な
し
、

Ｗ
ｉ
︲
Ｆ
ｉ
環
境
も
な
し
で
子
供
に
動
画

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
（
動

画
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
で
き
る

サ
イ
ト
「m

evie

」
で
検
索
）。

２	

学
習
計
画
は
日
付
＆
教
材
ご
と

　

時
間
割
の
よ
う
に
し
て
提
示
す
る
方
法
も
あ
る
が
、
家

庭
の
都
合
で
そ
の
と
お
り
に
い
か
な
い
場
合
も
あ
る
。
し

か
し
、
あ
る
程
度
の
枠
を
示
し
た
方
が
子
供
・
保
護
者
は

見
通
し
を
も
っ
て
学
習
に
取
り
組
め
る
。
お
薦
め
な
の
は

「
日
付
」
と
「
教
材
」
ご
と
に
枠
を
示
す
方
法
だ
（
タ
イ

ト
ル
横
画
像
参
照
）。「
国
語
」
と
い
う
「
教
科
」
よ
り
も

「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」※1
と
い
う
「
教
材
」
で
示
し
た

方
が
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
や
す
く
な
る
。
漢
字
の
覚
え
方
が

確
立
さ
れ
、
そ
の
方
法
が
明
記
さ
れ
て
い
る
「
あ
か
ね
こ

漢
字
ス
キ
ル
」、
質
問
な
し
で
も
す
っ
と
取
り
組
め
る
「
う

つ
し
ま
る
」※2
な
ど
、「
優
れ
た
教
材
」
が
必
須
と
な
る
。

３	

﹁
勉
強
の
方
法
﹂
と
し
て
大
切
な
三
つ
の
こ
と　

　

向
山
洋
一
氏
は
著
書
の
中
で
、
家
庭
で
の
「
勉
強
の
方

法
」
に
関
し
て
大
切
な
こ
と
を
三
つ
挙
げ
て
い
る
。

一
、
机
の
前
に
す
わ
る
習
慣
を
つ
け
る

二
、「
勉
強
の
や
り
方
」
を
身
に
つ
け
る

三
、
で
き
る
科
目
は
ど
こ
ま
で
も
進
ん
で
し
ま
え
。
逆

に
分
か
ら
な
い
科
目
は
分
か
る
と
こ
ろ
ま
で
戻
れ
。

（﹃
向
山
洋
一
全
集
12 

家
庭
教
育
の
指
針
﹄

向
山
洋
一
著　

明
治
図
書
）

　

こ
れ
が
家
庭
学
習
の
要
点
で
あ
る
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

の
時
代
に
も
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
家
庭
学
習
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

とにかく使って「慣れる」　
「①どのツールを」「②どの場面で」「③どのように活用」
すれば便利なのか、直感的に判断できる能力が必要だ。
失敗も含めて、たくさん使った体験と知識が直感を磨く。

よりシンプルに、よりビジュアルに、
より分かりやすい「家庭学習の提示法

の工夫」
長期にわたる臨時休校。家庭での学習は“戦争”だ。
家庭学習によって「子供 VS 親」の構図を引き起こさない
ためにはどうするか。

家庭学習に実際に役立つアイデア一覧ふだんから「オンライン」授業を可能にする

⑧⑨

許
ほ

 鍾
じょん

萬
まん

田
た

中
なか

 浩
ひろ

幸
ゆき

兵庫県姫路市立英賀保小学校 兵庫県赤穂市立城西小学校

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
立
ち
向
か
う
学
校 
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※デジタル・トークラインに掲載。

※1 

※2 

と
も
に
光
村
教
育
図
書
発
行
。

　
　

 

お
申
込
み
は
教
育
技
術
研
究
所
ま
で
。

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564
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る
﹂
と
い
う
こ
と
を
必
死
に
伝
え

よ
う
と
す
る
。
前
に
出
て
く
る
子

も
い
る
︶

教
師
：
な
る
ほ
ど
！　

同
じ
向
き
に

す
る
の
で
す
ね
。

　

鉛
筆
の
端
と
向
き
を
そ
ろ
え
て
、

ど
ち
ら
が
長
い
か
確
認
す
る
。
そ
の

後
、
自
分
の
鉛
筆
を
使
っ
て
友
達
と

ど
ち
ら
が
長
い
か
比
べ
合
い
を
す
る
。

　

巻
い
た
紙
テ
ー
プ
と
折
り
曲

げ
た
紙
テ
ー
プ
で
比
べ
る
。

発
問
2 

①
黄
色　

②
水
色
、
ど
ち

ら
が
長
い
で
し
ょ
う
か
。

　

鉛
筆
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
子

供
の
発
言
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
の

で
は
な
く
、
わ
ざ
と
間
違
え
る
こ
と

で
思
考
を
促
す
。
直
接
比
較
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
子
供
が
見
付
け
て
い
く
。

①
端
を
そ
ろ
え
る

②
向
き
を
同
じ
に
す
る

③
紙
テ
ー
プ
を
伸
ば
す

　

鉛
筆
で
比
べ
る

発
問
1 

赤
と
青
、
ど
ち
ら
の
鉛
筆

が
長
い
で
し
ょ
う
か
。

教
師
：
青
の
方
が
上
の
方
ま
で
あ
る

か
ら
長
い
よ
ね
。

児
童
：
全
部
見
え
な
い
か
ら
、
分
か

ら
な
い
よ
。

教
師
：︵
手
を
開
い
て
見
せ
て
︶
見

せ
た
よ
。

　
　

や
っ
ぱ
り
、
青
が
上
の
方
ま
で

あ
る
か
ら
長
い
ね
。

子
供
：
下
が
そ
ろ
っ

て
な
い
か
ら
、
分

か
ら
な
い
よ
。

教
師
：
こ
う
す
る
ん

だ
よ
ね
︵
と
言
っ

て
わ
ざ
と
異
な
る

方
法
で
提
示
す
る
︶。

教
師
：
先
生
は
、
や
っ

ぱ
り
青
が
長
い
と

思
う
な
。

子
供
：
違
う
！　

そ
う
じ
ゃ
な
い
！

︵
子
供
な
り
に
﹁
向
き
を
そ
ろ
え

発問１  赤と青、どちらの鉛筆が長いで
しょうか。

発問２  ①黄色　②水色、どちらが長い
でしょうか。

東京都大田区立東糀谷小学校

下
しも

山
やま

 てるみ

「どちらがながい」
「変化のある繰り返し」で、
教師がわざと間違えることで、
子供たちが必要なことに気付
いていく。

（
向
山
氏
の
発
問
）

　
　

そ
う
だ
と
思
う
人
は
○
。
そ
う

で
は
な
い
と
思
う
人
は
×
を

ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

　

私
の
ク
ラ
ス
で
は
○
が
十
五
人
、

×
が
三
人
だ
っ
た
。

説
明 

じ
ゃ
あ
、
ど
う
な
の
か
が
分

か
る
実
験
を
し
ま
す
。

　

お
も
む
ろ
に
天
び
ん
を
出
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
、最
後
に
ね
ず
み
の
分

の
粘
土
を
載
せ
た
ら
一
気
に
天
び
ん

が
振
れ
る
か
ど
う
か
確
か
め
て
お
く
。

　

そ
う
し
て
、
お
じ
い
さ
ん
の
分
の

粘
土
か
ら
天
び
ん
の
皿
に
置
い
て
い

く
。
び
く
と
も
し
な
い
。
お
ば
あ
さ

ん
を
付
け
足
す
。
び
く
と
も
し
な
い
。

孫
も
犬
も
猫
も
び
く
と
も
し
な
い
。

　

で
も
、
ね
ず
み
を
載
せ
た
ら
、
ふ

わ
～
と
天
び
ん
が
動
き
出
し
た
。

「
わ
‼
」
と
子
供
た
ち
の
歓
声
。
こ

の
段
階
で
「
み
ん
な
の
力
が
集
ま
っ

た
か
ら
、
抜
け
た
ん
だ
！
」
と
い
う

声
が
出
て
く
る
。

　

こ
う
し
て
、
こ
の
話
の
「
主
題
」

が
子
供
た
ち
か
ら
発
見
さ
れ
る
。

指
示
1 

教
科
書
を
読
み
ま
す
。

発
問
1 

﹁
う
ん
と
こ
し
ょ
、
ど
っ

こ
い
し
ょ
。﹂
は
何
回
出
て
き
ま

す
か
。（
六
回
で
あ
る
）

発
問
2 

そ
れ
ぞ
れ
、
誰
が
言
っ
た

せ
り
ふ
な
の
か
を
考
え
ま
し
ょ

う
。

指
示
2 

気
付
い
た
こ
と
を
発
表
し

ま
し
ょ
う
。

「
階
段
み
た

い
だ
！
」

「
お
じ
い
さ

ん
は
毎
回
出

て
く
る
」

な
ど
、
意
見

が
出
る
。

発
問
3 

ね

ず
み
が
引
っ

張
っ
て
か

ぶ
が
抜
け

た
ん
だ
か

ら
、
ね
ず

み
が
一
番

力
が
強
い

ん
だ
よ
ね
。

発問  ねずみが引っ張ってかぶが抜けた
んだから、ねずみが一番力が強いん
だよね。（向山氏の発問）

大阪府泉佐野市立第三小学校

勇
いさみ

 和
かず

代
よ

「おおきなかぶ」は
絶対向山実践の
追試をしよう！
過去３回担任したどの１年生で
も熱狂したのが、「天びん」を
使ったこの授業！

（天びんを用意できない場合に、
見せられる実験動画あり）

光村図書・１年上・p.68-79

出典：『現代教育科学』誌　
出典：1997年４月号　向山洋一氏論文

〈実験動画〉

１回目　おじいさん
２回目　おじいさん、おばあさん
３回目　おじいさん、おばあさん、まご
４回目　おじいさん、おばあさん、まご、いぬ
５回目　おじいさん、おばあさん、まご、いぬ、ねこ
６回目　おじいさん、おばあさん、まご、いぬ、ねこ、ねずみ
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2年

２	

１
０
０
円
玉
、
何
枚
？

　

10
円
玉
と
同
じ
よ
う
に
進
め
る
。

　

教
科
書
の
解
説
を
書
き
換
え
る
。

指
示
2 

１
０
０
円
玉
は
何
枚

と
数
え
ま
す
。

「
こ
」
を
「
ま
い
」
に
書
き
直
さ
せ

て
か
ら
読
ま
せ
る
。

「
１
０
０
円
玉
で
考
え
る
と
、
１
０

０
円
玉
が
４
ま
い
と
２
ま
い
で

…
…
」

　

式
を
書
い
た
後
、
縦
を
そ
ろ
え
て

書
か
せ
る
。

指
示
3 

１
０
０
玉
が
何
枚
か

で
考
え
ま
す
。
数
字
が
縦
に

そ
ろ
う
よ
う
に
書
き
な
さ
い
。

「
０
０
と
ま
い
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す

か
？
」

　

１
０
０
０
︱
２
０
０
の
場
合
、「
０

０
」と「
枚
」を
そ
ろ
え
る
こ
と
で
、お

金
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
る
か
を
判

断
す
る
。支
援
の
必
要
な
子
に
は
、お

金
の
絵
を
描
い
て
解
か
せ
れ
ば
い
い
。

１	

10
円
玉
、
何
個
？

　

教
科
書
の
図
を
見
な
が
ら
解
か
せ

る
。
教
科
書
の
解
説
を
そ
の
ま
ま
読

ま
せ
る
。

「
10
円
玉
で
考
え
る
と
、
10
円
玉
が

８
こ
と
３
こ
で
11
こ
で
す
。
80
＋
30

…
…
」

　

そ
の
ま
ま
読
ん
だ
後
、
ノ
ー
ト
に

表
現
さ
せ
る
。

　

式
を
書
い
た
後
、
縦
を
そ
ろ
え
て

書
か
せ
る
。

指
示
1 

10
円
玉
が
何
個
か
で

考
え
ま
す
。
数
字
が
縦
に
そ

ろ
う
よ
う
に
書
き
な
さ
い
。

　

次
の
順
で
書
か
せ
る
。

①
式
を
書
く
。

②
10
円
玉
が
何
個
＋
何
個
を
書
く
。

③
10
円
玉
が
何
個
に
な
る
か
を
書
く
。

④
答
え
を
書
く
。　

　

自
力
で
解
く
際
に
①
④
②
③
の
順

で
書
く
子
が
で
る
。
縦
が
そ
ろ
っ
て

い
れ
ば
問
題
な
い
。
お
金
の
数
で
イ

メ
ー
ジ
で
き
て
い
る
。

指示１  10円玉が何個かで考えま
す。数字が縦にそろうように書
きなさい。

指示２  100円玉は何枚と数えま
す。

長野県長野市立東条小学校

小
こ

松
まつ

 裕
ひろ

明
あき

お金で考えさせる
100円玉の数がイメージでき
ているか。ノートの書き方で
見分ける。

啓林館・２年上・p.84-85

指
示
2 

二
通
り
の
意
味
に
な
る
よ

う
に
、
句
読
点
を
使
っ
て
ノ
ー
ト

に
書
き
な
さ
い
。

　

二
通
り
の
文
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
こ
こ
か
ら
は
、
き
も
の
を
ぬ
い
で

く
だ
さ
い
。」

「
こ
こ
か
ら
、
は
き
も
の
を
ぬ
い
で

く
だ
さ
い
。」

　

黒
板
に
教
師
が
書
く
。
そ
の
際
、

「
、」
や
「
。」
を
正
し
く
書
け
る
よ

う
、
マ
ス
の
黒
板
を
使
う
。

　

次
の
問
題
を
黒
板
に
書
く
。

　

黒
い
目
の
き
れ
い
な
女
の
子

が
遊
ん
で
い
る
。

発
問 

ど
ん
な
女
の
子
で
す
か
。

指
示
3 

二
通
り
の
意
味
に
な
る
よ

う
に
、
句
読
点
を
使
っ
て
ノ
ー
ト

に
書
き
な
さ
い
。

「
黒
い
、
目
の
き
れ
い
な
女
の
子
が

遊
ん
で
い
る
。」

「
黒
い
目
の
、
き
れ
い
な
女
の
子
が

遊
ん
で
い
る
。」

　

本
実
践
は
森
竹
高
裕
氏
の
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

　

句
読
点
を
打
つ
位
置
に
よ
っ
て
、

全
く
違
う
意
味
の
文
に
な
る
。
教
室

が
と
て
も
盛
り
上
が
る
実
践
だ
。
ま

ず
、
黒
板
に
文
を
書
く
。

　

う
ん
こ
の
ホ
テ
ル
に
は
プ
ー

ル
が
あ
る
よ
。

指
示
1 

読
ん
で
ご
ら
ん
な
さ
い
。 

　

や
ん
ち
ゃ
な
男
の
子
が
真
っ
先
に

答
え
る
。

「
う
ん
こ
の
ホ
テ
ル
に
は
、
プ
ー
ル

が
あ
る
よ
」

　

恐
ら
く
大
爆
笑
だ
ろ
う
。
苦
笑
い

の
子
も
い
る
だ
ろ
う
。

説
明 

﹁
う
ん
こ
の
ホ
テ
ル
﹂
で
は

な
く
普
通
の
ホ
テ
ル
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

何
名
か
指
名
す
る
。
正
解
は
次
の

と
お
り
だ
。

「
う
ん
、
こ
の
ホ
テ
ル
に
は
プ
ー
ル

が
あ
る
よ
。」

　

大
い
に
褒
め
、
続
け
て
出
題
す
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
き
も
の
を
ぬ
い

で
く
だ
さ
い
。

指示  「うんこのホテルにはプール
があるよ。」

 　読んでごらんなさい。
説明  「うんこのホテル」ではなく、

普通のホテルにしてください。

兵庫県加古川市立平岡小学校

溝
みぞ

端
はた

 久
く

輝
き

子
こ

「丸、点、かぎ」
句読点を打つ位置によって意
味が全く異なる文を、次々と
出題して理解させる。

光村図書・２年上・p.85

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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元・広島県公立小学校教諭

笠
かさ

井
い

 美
み

香
か

５
月
、
６
月
の
表
が
あ
り
ま
す
。

　

ひ
な
た
さ
ん
、
だ
い
ち
君
の
吹
き

出
し
を
読
み
、
め
あ
て
、
㋐
の
問
題

も
読
む
。
い
よ
い
よ
三
つ
の
表
を
一

つ
に
ま
と
め
る
。

指
示
2 

け
が
調
べ
︵
４
月
︶
の
表
、

先
生
と
同
じ
よ
う
に
丸
で
囲
み

な
さ
い
。

　

上
図
の
よ
う
に
囲
ま
せ
る
。

指
示
3 

下
の
表
、
４
月
も
丸
で
囲

み
な
さ
い
。

　

下
の
表
も
囲
ま
せ
る
。
そ
し
て
、

指
示
4 

線
で
結
び
な
さ
い
。

　

こ
れ
で
下
の
表
へ
の
記
入
が
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
。
数
字
を
書
き
写
さ

せ
た
の
ち
、

指
示
5 

５
月
も
あ
り
ま
す
。
同
じ

よ
う
に
や
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

同
じ
よ
う
に
「
丸
で
囲
む
」「
線

で
結
ぶ
」
と
い
う
作
業
を
子
供
た
ち

に
や
ら
せ
る
。

　

説
明
な
し
。
こ
れ
で
三
つ
の
表
を

一
つ
の
表
に
ま
と
め
る
こ
と
を
理
解

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
葉
を
削

り
、
作
業
で
理
解
さ
せ
よ
う
。

「
丸
で
囲
み
な
さ
い
」「
線
で
結
び

な
さ
い
」

　

言
葉
を
削
り
、
作
業
に
置
き
換
え

る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の
理
解
は
進

む
。

︿
問
題
﹀

　

下
の
表
は
、
３
年
生
が
４
月
、

５
月
、
６
月
に
学
校
で
け
が
を

し
た
場
所
と
人
数
を
表
し
た
も

の
で
す
。

　

３
か
月
で
け
が
を
し
た
人
数

を
、
場
所
ご
と
に
調
べ
ま
し
ょ
う
。

指
示
1 

け
が
調
べ
︵
４
月
︶
の
表
。

指
で
押
さ
え
な
さ
い
。

　

扱
う
表
に
注
目
さ
せ
る
た
め
に
、

指
で
押
さ
え
さ
せ
る
。

説
明
1 

場
所
。
人
数
。
校
庭
、14
人
。

発
問 

体
育
館
は
？

　

︵
子
供
：
６
人
で
す
︶

　

同
じ
よ
う
に
「
ろ
う
下
」「
教
室
」

「
そ
の
他
」
の
人
数
も
、
子
供
た
ち

に
テ
ン
ポ
良
く
言
わ
せ
る
。

説
明
2 

同
じ
よ
う
に
、
け
が
調
べ

指示①  丸で囲みなさい。

指示②  線で結びなさい。

指示③  同じようにやってごらんなさい。

青森県十和田市立四和小学校

黒
くろ

滝
たき

 誠
まこ

人
と

説明なし！　
３つの表を１つに
まとめる
理解させたいことは、言葉を
削り、作業に置き換えよう。

啓林館・３年上・p.84

よ
り
、
ど
う
い
う
効
果
が
あ
る
の
か

も
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。
最
後
に
、

「
同
じ
と
こ
ろ
」
と
「
違
う
と
こ
ろ
」

を
一
つ
ず
つ
書
け
た
子
か
ら
、
教
師

の
所
へ
持
っ
て
来
さ
せ
、
○
を
し
て

黒
板
に
書
か
せ
る
。「
書
け
な
い
人

は
、
黒
板
を
見
て
写
し
て
も
良
い
し
、

黒
板
を
お
手
本
に
し
て
書
い
て
も
良

い
で
す
よ
」
と
言
う
。

　

こ
の
指
示
は
、「
向
山
型
＂最
新
＂

作
文
指
導
」（
最
初
は
一
本
の
鉛
筆

の
描
写
を
さ
せ
、
次
は
二
本
の
鉛
筆

（
同
質
）
を
比
較
さ
せ
、
さ
ら
に
は

鉛
筆
と
消
し
ゴ
ム
（
異
質
）
を
比
較

さ
せ
る
作
文
指
導
）
を
応
用
し
た
も

の
で
あ
る
。
以
下
は
向
山
洋
一
氏
の

作
文
指
導
の
指
示
で
あ
る
。

　　

筆
箱
か
ら
鉛
筆
一
本
取
っ
て
、

そ
の
鉛
筆
に
つ
い
て
で
き
る
だ

け
長
く
文
を
書
き
な
さ
い
（
①

描
写
）。
も
う
一
本
と
っ
て
、
比

べ
て
書
き
な
さ
い
。
同
じ
こ
と

と
、
違
う
こ
と
を
分
け
て
ね
（
②

同
質
比
較
）。

　

こ
の
単
元
で
は
、
二
つ
の
文
章
を

比
較
さ
せ
、「
伝
え
た
い
こ
と
」
を

ど
の
よ
う
な
取
り
上
げ
方
を
し
、
ど

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
か
（
表
現

方
法
の
工
夫
）
を
読
み
取
ら
せ
る
。

　

ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
を
よ
く

読
み
、
何
が
書
い
て
あ
る
の
か
、
ペ

ア
や
少
人
数
で
た
く
さ
ん
出
さ
せ
る

（
①
描
写
）。
そ
の
後
、
指
示
を
出
す
。

指
示 

二
つ
の
「
ほ
け
ん
だ
よ

り
」
の
同
じ
と
こ
ろ
と
違
う

と
こ
ろ
を
見
付
け
て
、
箇
条

書
き
に
し
な
さ
い
。
同
じ
と

こ
ろ
、
違
う
と
こ
ろ
を
分
け

て
ね
（
②
同
質
比
較
）。

　

同
じ
と
こ
ろ
は
三
つ
、
違
う
と
こ

ろ
は
た
く
さ
ん
出
て
く
る
の
で
、
箇

条
書
き
に
さ
せ
る
。
ま
た
、
同
じ
と

こ
ろ
と
違
う
と
こ
ろ
が
交
わ
ら
な
い

よ
う
に
、
ノ
ー
ト
の
ペ
ー
ジ
を
変
え

る
な
ど
の
工
夫
を
さ
せ
る
。　

　

ま
た
、
文
章
の
違
い
だ
け
で
は
な

く
、
イ
ラ
ス
ト
や
図
、
絵
と
表
・
グ

ラ
フ
の
違
い
を
取
り
上
げ
た
こ
と
に

指示  ２つの「ほけんだより」の
同じところと違うところを見付
けて、箇条書きにしなさい。同
じところ、違うところを分けてね。

「『ほけんだより』を
読みくらべよう」
事柄の取り上げ方や説明の工
夫を読み取るために、２つの
文章を比較する。

東京書籍・３年上・p.104-110
（旧教科書）

※教科書をもとにかき起こしました。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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「
そ
の
下
に
0.1
と
書
き
な
さ
い
。
小

数
点
が
そ
ろ
う
よ
う
に
し
ま
す
」

　

０
．０
１
、
０
．０
０
１
も
書
か
せ

る
。

「
０
．０
０
１
の
右
に
﹃
が
﹄
と
書

き
な
さ
い
」

「
０
．０
０
１
が
何
個
で
す
か
？
」

（
４
個
で
す
）

「﹃
４
個
﹄
と
書
き
な
さ
い
」

「
１
が
何
個
」
か
ら
書
か
せ
る
方
が

よ
さ
そ
う
だ
が
、
こ
こ
は
書
き
や
す

さ
を
優
先
し
て
下
か
ら
書
か
せ
る
。

　

練
習
問
題
の
「
９
．７
０
６
 ※
」
や

「
６
．０
７
８
」
で
も
同
じ
よ
う
に
書

か
せ
る
。

　

仕
組
み
を
問
わ
れ
て
い
な
く
て
も
、

習
熟
を
図
る
た
め
、
こ
の
型
で
書
か

せ
る
。

　

な
お
、
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
と
き

は
、
教
育
技
術
研
究
所
で
扱
っ
て
い

る
「
ジ
ャ
ン
ボ 

ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」
を
使
う
と
よ
い
。
見

た
ま
ま
を
写
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

低
位
の
子
に
も
取
り
組
み
や
す
い
。

　

こ
の
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
位
を

そ
ろ
え
る
こ
と
で
あ
る
。
小
数
点
を

そ
ろ
え
る
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。

　

仕
組
み
を
問
わ
れ
る
問
題
。
大
小

を
比
較
す
る
問
題
。
た
し
算
と
ひ
き

算
。
全
て
、
小
数
点
を
そ
ろ
え
る
こ

と
が
重
要
に
な
る
。
小
数
の
仕
組
み

を
答
え
る
問
題
を
例
に
取
る
。

　

例
え
ば
、
次
の
問
題
だ
。

　

４
．３
８
４
の
位
取
り
を
調
べ

ま
し
ょ
う
。

　

４
．３
８
４
は
、
１
、
0.1
、
０
．

０
１
、
０
．０
０
１
を
、
そ
れ
ぞ

れ
何
こ
集
め
た
数
で
す
か
。

　

こ
れ
を
、
位
を
そ
ろ
え
て
書
か
せ

る
。

　

教
科
書
に
は
位
取
り
の
図
が
あ
る

の
で
、
可
能
で
あ
れ
ば
「
教
科
書
の

図
を
写
し
な
さ
い
」
と
指
示
す
る
。

　

そ
れ
が
難
し
そ
う
な
ら
ば
、
一
時

に
一
事
で
指
示
を
す
る
。

「
４
．３
８
４
と
書
き
な
さ
い
」

「
４
の
下
に
１
と
書
き
な
さ
い
」

指示  位をそろえて書きなさい。
小数点をそろえて書きなさい。

千葉県我孫子市立我孫子第三小学校

河
こう

野
の

 健
けん

一
いち

「小数のしくみ」は、
位をそろえることを
徹底する
いろいろな問題で、位をそろ
えて書かせる。それが習得に
つながる。

け
た
子
か
ら
発
表
さ
せ
て
い
く
。
人

に
よ
っ
て
違
っ
て
当
た
り
前
で
あ
る

こ
と
を
、
こ
こ
で
押
さ
え
る
。

・
学
校
に
行
け
る
こ
と
が
当
た
り
前

で
は
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

・
ラ
ン
ド
セ
ル
が
こ
ん
な
に
大
切
だ

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

３	

考
え
た
こ
と
を
一
つ
書
く

　

考
え
た
こ
と
を
一
つ
だ
け
書

き
な
さ
い
。

と
指
示
を
出
す
。

・
も
っ
と
真
剣
に
勉
強
を
し
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。

・
持
ち
物
を
大
切
に
使
お
う
と
思
い

ま
し
た
。

　

ど
ん
な
考
え
で
も
認
め
て
、
思

い
っ
き
り
褒
め
る
。

４	

別
の
本
を
読
ん
で
紹
介
す
る

　

そ
れ
ぞ
れ
に
別
の
本
を
読
ま
せ
、

紹
介
文
を
書
か
せ
た
ら
、
本
を
持
た

せ
な
が
ら
友
達
に
紹
介
さ
せ
る
。

１	

あ
ら
す
じ
を
一
文
で
書
く

　

ま
ず
は
教
科
書
に
載
っ
て
い
る

「
ラ
ン
ド
セ
ル
は
海
を
こ
え
て
」
を

全
員
に
読
ま
せ
る
。
読
ん
だ
後
、

　

ノ
ー
ト
に
一
文
で
、
あ
ら
す

じ
を
書
き
な
さ
い
。

「
～
～
～
～
お
話
で
す
。」
と
い

う
語
尾
に
し
ま
し
ょ
う
。

と
指
示
を
出
す
。

　

書
け
た
子
か
ら
、
次
々
と
発
表
を

さ
せ
る
。

・
日
本
で
使
わ
れ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
が

外
国
に
送
ら
れ
る
お
話
で
す
。

・
日
本
の
ラ
ン
ド
セ
ル
が
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
で
再
び
使
わ
れ
て
い
る

お
話
で
す
。

２	

分
か
っ
た
こ
と
を
一
つ
書
く

　

こ
の
お
話
を
読
ん
で
、
初
め

て
分
か
っ
た
こ
と
を
一
つ
だ
け

書
き
な
さ
い
。

と
指
示
を
出
す
。
同
じ
よ
う
に
、
書

指示  ノートに一文であらすじを書きな
さい。

〈紹介文の型〉
　第１文目
　→本のあらすじを一文で書く。
　第２文目
　→分かったことを一つだけ書く。
　第３文目
　→考えたことを一つだけ書く。

京都府京都市立深草小学校

安
やす

江
え

 愛
あい

「事実にもとづいて書
かれた本を読もう」
紹介文の型を示す。
まずは一文ずつ書いて、練習
する。

光村図書・４年上・p.102-113

イラスト：ナカジマ ヤヨイ

※旧教科書では下巻の内容だったため、
　ノートは11/30となっている。

東京書籍・４年上・p.80
（旧教科書４年下・p.36）

※ 

旧
教
科
書
掲
載
の
問
題
。
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な
ぜ
そ
の
言
葉
が
入
る
の
で
す

か
？　

別
の
言
葉
に
置
き
換
え
た

り
、
言
葉
の
意
味
を
基
に
し
た
り

し
て
考
え
な
さ
い
。
国
語
辞
典
を

使
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

別
の
言
葉
に
置
き
換
え
る
こ
と
に

つ
い
て
。
例
え
ば
、「
測
る
」
は
「
測

定
す
る
」、「
計
る
」
は
「
計
時
す
る
」

と
い
っ
た
言
葉
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

　

教
科
書
に
は
、「
製
糸
工
場
の
技

術
が
向
上
す
る
。」
と
い
う
文
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。「
工
場
」
は
「
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
」、「
向
上
」
は
「
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
」
と
い
っ
た
英
語
に
置
き
換

え
ら
れ
る
。

　

言
葉
の
意
味
を
基
に
す
る
こ
と
に

つ
い
て
。「
熱
い
」
は
物
が
熱
い
と

い
う
意
味
。「
暑
い
」
は
気
温
が
高

い
と
い
う
意
味
。「
厚
い
」
は
分
厚

い
と
い
う
意
味
。

　

こ
の
一
連
の
活
動
を
、
同
訓
音
異

義
語
に
つ
い
て
考
え
る
契
機
と
さ
せ

た
い
。

　

教
科
書
に
は
、
幾
つ
か
問
題
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
時
間
を
掛
け
ず
、

指
示
を
出
し
て
い
く
。

　

最
初
は
、「
熱
い
・
暑
い
・
厚
い
」

が
「
辞
書
・
お
茶
・
夏
」
の
そ
れ
ぞ

れ
ど
れ
と
つ
な
が
る
か
と
い
う
問
題

で
あ
る
。

　

ど
の
言
葉
と
つ
な
が
り
ま
す

か
。

　

線
で
つ
な
ぎ
な
さ
い
。

　

次
に
、「
差
す
・
指
す
」「
付
く
・

着
く
」「
測
る
・
計
る
・
量
る
」
は

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
文
に
当
て
は
ま
る
か

と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

ど
の
漢
字
を
使
っ
た
言
葉
が
入

り
ま
す
か
。

　

教
科
書
に
書
き
込
み
な
さ
い
。

　

答
え
合
わ
せ
を
す
る
。
こ
こ
ま
で

は
、
そ
れ
ほ
ど
時
間
を
掛
け
な
い
。

　

こ
こ
か
ら
時
間
を
掛
け
て
考
え
さ

せ
た
い
。

指示１  どの言葉とつながります
か。線でつなぎなさい。

指示２  どの漢字を使った言葉が
入りますか。教科書に書き込み
なさい。

指示３  なぜその言葉が入るので
すか？　別の言葉に置き換えた
り、言葉の意味を基にしたりし
て考えなさい。

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

 陽
あきら

Japanese

国語
5年

同訓音異義語の学習
を知的に！
同訓音異義語は、別の言葉に置き
換えさせたり、言葉の意味を考え
させたりする。全ての問題で作業
する必要はなく、考える習慣を付
けさせることが大切である。

光村図書・５年・p.78-79
「同じ読み方の漢字」

測る 計る

測定 計時

工場 向上

ファクトリー レベルアップ

　

次
の
問
題
を
読
ま
せ
る
。
こ
れ
も

同
様
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
っ
て
い
く
。

　

今
度
は
、
小
数
が
か
け
る

数
に
も
か
け
ら
れ
る
数
に
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
で
は
計
算
し
に
く
い
の
で
、

１
ｍ
２
．１
４
㎏
の
１
０
０

倍
の
２
１
４
㎏
の
パ
イ
プ
だ

と
考
え
ま
し
た
。

　

更
に
3.8
ｍ
で
は
な
く
10
倍

の
38
ｍ
と
考
え
ま
し
た
。

　

本
当
は
１
ｍ

２
．１
４
㎏
の
パ

イ
プ
な
の
で
１

０
０
で
わ
れ
ば

い
い
し
、
長
さ

も
3.8
ｍ
な
の
で
、

こ
れ
も
10
で
わ

れ
ば
元
の
重
さ

に
戻
る
と
考
え

ま
し
た
。
１
０

０
で
わ
っ
て
、

更
に
10
で
わ
る
。
つ
ま
り
、
１
０
０

０
で
わ
れ
ば
元
の
重
さ
に
戻
り
ま
す

ね
。

　

臨
時
休
校
対
策
の
時
短
授

業
の
提
案
だ
。
上
の
文
章
問

題
を
読
ま
せ
て
か
ら
語
る
。

　

2.3
ｍ
買
っ
た
の
で
は
、
小

数
な
の
で
計
算
し
に
く
い
と

考
え
、
2.3
ｍ
で
は
な
く
、
10

倍
の
23
ｍ
買
っ
た
と
考
え
ま

し
た
。
計
算
す
る
と
代
金
は

１
８
４
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
当
は
2.3
ｍ
買
え
ば
よ
い

の
で
、
ま
た
10
で
わ
れ
ば
元

の
代
金
に
戻
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

１
８
４
０
円
を
10
で
わ
っ
て
１
８

４
円
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、

ス
ト
ー
リ
ー
を

語
り
な
が
ら
、

計
算
方
法
を
教

え
て
い
く
。

　

計
算
の
意
味

理
解
と
、
計
算

方
法
を
同
時
に

扱
う
の
だ
。

　

こ
の
方
法
で
時
短
を
図
っ
て
は
ど

う
か
。

説明  2.3ｍ買ったのでは、小数な
ので計算しにくいと考え、2.3
ｍではなく、10倍の23ｍ買っ
たと考えました。

元・東京都公立小学校教諭

村
むら

野
の

 聡
さとし

臨時休校明けは時短
で授業を進める
問題場面のストーリーを語り
ながら、計算方法を教える。

東京書籍・５年上・p.41-45
「小数のかけ算」
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「
ど
う
し
て
分
か
っ
た
の
？
」
※
す

ご
く
驚
き
な
が
ら
。

（
教
科
書
に
書
い
て
あ
り
ま
す
）

「
す
ご
い
な
ぁ
～
。
教
科
書
を
見
て

い
る
子
は
賢
い
！
」

　

悪
い
例
と
良
い
例
の
違
い
は
何
か
。

　

学
習
内
容
と
学
習
方
法
の
違
い
で

あ
る
。
前
者
は
学
習
内
容
だ
け
を
教

え
て
い
る
。
後
者
は
、「
分
か
ら
な

い
こ
と
は
教
科
書
か
ら
探
す
」
と
い

う
学
習
方
法
も
教
え
て
い
る
。

　

学
習
方
法
を
教
え
る
の
が
、
向
山

型
だ
。
学
習
方
法
を
教
え
れ
ば
、
子

供
た
ち
は
ど
ん
ど
ん
自
分
た
ち
で
学

習
を
進
め
て
い
く
。
一
学
期
後
半
に

は
、
教
師
が
発
問
す
る
と
、
子
供
た

ち
は
、
す
ぐ
に
教
科
書
か
ら
探
す
。

こ
の
あ
と
、「
平
均
値
と
は
何
で
す

か
」「
資
料
の
値
の
平
均
を
何
と
い

い
ま
す
か
」
と
往
復
で
尋
ね
る
。

　

図
形
単
元
な
ら
ば
、「
こ
れ
も
三

角
形
で
す
か
」
と
少
し
だ
け
違
う
形

を
か
い
て
、
揺
さ
ぶ
る
と
き
も
あ
る
。

　

向
山
型
算
数
の
「
用
語
」
指
導
も

奥
深
い
。

「
資
料
の
調
べ
方
」。
五
つ
の
用
語

が
加
わ
っ
た
。
ド
ッ
ト
プ
ロ
ッ
ト
、

平
均
値
、
中
央
値
、
最
頻
値
、
階
級
。

　

用
語
を
ど
の
よ
う
に
教
え
る
の
か
。

　

子
供
が
「
教
科
書
か
ら
用
語

を
探
す
」
よ
う
に
教
え
る
。

　

例
え
ば
、
平
均
値
。
教
科
書
で
は
、

ま
ず
、
各
ク
ラ
ス
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

投
げ
の
平
均
を
求
め
さ
せ
て
い
る
。

次
に
、「
資
料
の
値
の
平
均
を
平
均

値
と
い
い
ま
す
。」
と
説
明
が
書
か

れ
て
い
る
。

︿
悪
い
例
﹀

「
１
組
の
平
均
は
何
ｍ
で
し
た
か
？
」

（
26
ｍ
で
す
）

「
こ
の
よ
う
に
資
料
の
値
の
平
均
を

平
均
値
と
い
い
ま
す
」

︿
良
い
例
﹀

「
１
組
の
平
均
は
何
ｍ
で
し
た
か
？
」

（
26
ｍ
で
す
）

「
26
ｍ
の
よ
う
に
資
料
の
値
の
平
均

を
、
何
と
い
い
ま
す
か
」

（
平
均
値
で
す
）

発問  26ｍのように、資料の値の平均
を、何と言いますか。

山口県下関市立小月小学校

林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

「資料の調べ方」
新しい５つの用語
向山型は学習方法を教える指
導法である。
用語も教えるのではなく、教
科書から探させる。

啓林館・６年・p.72-87

で
す
。

「
月
」「
蛍
」「
雨
」
で
あ
る
。

発
問
3 

三
つ
の
中
で
一
つ
仲
間
外

れ
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
で
す
か
。

「
月
」「
蛍
」
は
光
、「
雨
」
は
音
。

ま
た
は
前
者
は
黄
色
、
後
者
は
白
な

ど
仲
間
分
け
し
て
も
面
白
い
。

発
問
4 

夏
の
夜
と
言
っ
た
ら
、
三

つ
の
中
で
ど
れ
が
一
番
美
し
い

で
す
か
。

　

こ
れ
も
理
由
を
発
表
さ
せ
る
。

　

さ
ら
に
「
秋
は
夕
暮
れ
」
を
扱
う
。

指
示
4 

﹁
烏か
ら
す

﹂﹁
雁か
り

﹂
を
○
で
囲
み

ま
す
。

指
示
5 

前
半
は
﹁
烏
﹂﹁
雁
﹂
の

二
つ
。
後
半
も
二
つ
出
て
き
ま

す
。
○
で
囲
み
ま
す
。
両
方
と
も

漢
字
一
文
字
で
す
。

「
風
」「
虫
」
で
あ
る
。

発
問
5 

﹁
烏
、
雁
の
姿
﹂
そ
れ
に

対
し
て
﹁
風
、
虫
の
音
﹂。
秋
の

夕
暮
れ
と
し
て
美
し
い
の
は
ど

ち
ら
で
す
か
。

　

こ
れ
も
理
由
を
発
表
さ
せ
る
。
自
分

の
考
え
を
発
表
す
れ
ば
よ
し
と
す
る
。

「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
を
扱
う
。
朝
の

会
や
国
語
の
時
間
で
暗
唱
さ
せ
て
お

く
と
よ
い
。
ほ
ぼ
全
員
が
暗
唱
で
き

た
こ
の
時
期
に
内
容
を
扱
う
。

指
示
1 

﹁
春
は
あ
け
ぼ
の
﹂
を
一
回

読
ん
だ
ら
座
り
ま
す
。
全
員
、起
立
。

指
示
2 

色
が
二
つ
出
て
き
ま
す
。

○
で
囲
み
ま
す
。

　

子
供
は
「
白
」「
紫
」
を
○
で
囲
む
。

発
問
1 

そ
れ
ぞ
れ
何
の
色
で
す
か
。

「
空
」「
雲
」
の
色
で
あ
る
。
次
に

メ
イ
ン
の
発
問
を
す
る
。

発
問
2 

﹁
春
は
あ
け
ぼ
の
が
い
い
﹂

と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も

﹁
空
の
白
﹂﹁
雲
の
紫
﹂
ど
ち
ら
が

春
と
し
て
美
し
い
で
す
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
理
由
を
発
表
さ
せ
る
。

こ
う
す
る
こ
と
で
「
春
の
色
」
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

同
様
に
「
夏
は
夜
」
も
読
ま
せ
る
。

指
示
3 

﹁
夏
は
夜
が
い
い
﹂
と

言
っ
て
具
体
的
に
三
つ
挙
げ
て

い
ま
す
。
一
つ
目
は
﹁
月
﹂
で
す
。

あ
と
二
つ
は
何
で
す
か
。
○
で
囲

み
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
一
文
字

指示１  「春はあけぼの」を一回読
んだら座ります。全員、起立。

指示２  色が２つ出てきます。
 ○で囲みます。
発問  「白」「紫」、春のあけぼのに

ふさわしいのはどちらですか。

埼玉県さいたま市立宮原小学校

竹
たけ

岡
おか

 正
まさ

和
かず

「春はあけぼの」を
扱う
討論が盛り上がる。
それぞれの季節の文章で大切
な言葉を取り上げる。
その中で「季節にぴったりく
る言葉はどれか」を考えさせ
るのだ。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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理科

「基礎・基本の授業例」と「主体的・対話的で深い学びの授業例」

主体

的・対
話的で深い学び 基礎・基本

理科

③

②

４	

運
動
場
で
水
た
ま
り
が

	

で
き
る
場
所
を
予
想

発
問
2 

水
は
低
い
所
に
流
れ
、

集
ま
る
。
で
は
雨
の
日
、
運

動
場
の
ど
こ
に
水
た
ま
り
が

で
き
る
か
？

　

水
た
ま
り
が
で
き
る
と
予
想
し
た

場
所
を
メ
モ
し
、理
由
も
書
く
。ラ
ッ

プ
の
芯
と
ビ
ー
玉
で

低
い
場
所
を
探
す
道

具
を
作
り
、
活
用
し

て
も
よ
い
。
作
り
方

は
左
の
動
画
か
ら
。

　

雨
が
降
っ
た
ら
、

実
際
に
水
た
ま
り
の

出
来
具
合
を
調
べ
る
。

本
実
験
の
様
子
は
、

左
下
の
動
画
で
紹
介

し
て
い
る
。

　

次
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
が
出
る
。

理
由
も
ノ
ー
ト
に
書
く
。

①
土
地
を
斜
め
に
す
る
。

↓
水
は
低
い
方
に
流
れ
る
か
ら
。

②
家
の
場
所
を
高
く
す
る
。

↓
水
は
低
い
方
に
流
れ
る
か
ら
。

③
家
の
周
り
に
溝
を
作
る
。

↓
溝
に
水
が
た
ま
り
家
は
大
丈
夫
。

３	

実
際
に
や
っ
て
み
る

　

時
間
を
た
っ
ぷ
り
と
り
、
様
々
な

方
法
を
試
す
。
気
付
い
た
こ
と
や
発

見
を
ノ
ー
ト
に
た
く
さ
ん
書
か
せ
、

気
付
き
を
交
流
。
低
い
所
に
水
は
流

れ
、
集
ま
る
こ
と
に
気
付
く
。

１	

家
の
模
型
が

	

水
に
つ
か
る
実
験

　

下
図
の
よ
う

に
、
運
動
場
の

土
を
中
心
が
低

く
な
る
よ
う
敷

き
詰
め
る
。
そ

こ
に
家
を
置
き
、

発
問
す
る
。

　

真
ん
中
の
低
い
所
に
家
が
あ

る
。
じ
ょ
う
ろ
で
雨
を
降
ら
せ

る
と
家
は
ど
う
な
る
か
。

　

じ
ょ
う
ろ
で
水
を
か
け
る
と
、
家

は
十
秒
で
水
に
つ
か
っ
て
し
ま
う
。

２	

家
が
水
に
つ
か
ら
な
い
た
め

	

の
工
夫
を
班
で
考
え
る

発
問
1 

水
を
十
秒
か
け
て
も
、

家
が
つ
か
ら
な
い
た
め
に
土
地

の
形
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
？

４年新単元「雨水
のゆくえと地面の
様子」の主体的・
対話的で深い学び
水たまりを作らない工夫を
考えることから、身の回り
の水がたまりやすい場所に
気付かせる。

大阪府貝塚市立二色小学校

蔭
かげ

西
にし

 孝
たかし

東京書籍・４年・p.62-64

で
確
認
で
き
る
。

︿
ま
と
め
﹀
粒
が
大
き
い
方
が
水

が
染
み
込
む
の
が
速
い
の
で
、

砂
場
に
は
水
た
ま
り
が
で
き
に

く
い
。

４	

身
の
回
り
の
工
夫
に
気
が
付
く

　

駐
車
場
に
砂
利
を
敷
く
理
由
を
問

う
。
水
た
ま
り
が
で
き
に
く
い
か
ら

だ
。
砂
利
で

先
ほ
ど
の
実

験
を
す
る
と
、

あ
っ
と
い
う

間
に
染
み
込

み
、
驚
く
。

　

ほ
か
に
も

神
社
の
境
内

や
庭
園
な
ど

に
砂
利
が
敷

か
れ
て
い
る
。

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
砂
場
の
砂
と
、
運

動
場
の
土
を
入
れ
る
。
写
真
の
よ
う

に
ス
タ
ン
ド
に
プ
ラ
カ
ッ
プ
を
置
き
、

水
が
落
ち
る
よ
う
紙
コ
ッ
プ
で
高
く

す
る
。
ス
タ
ン
ド
は
ア
ル
コ
ー
ル
ラ

ン
プ
で
使
っ
て
い
た
も
の
が
使
え
る
。

︿
予
想
﹀
ど
ち
ら
が
速
く
染
み
込
む

の
か
を
予
想
さ
せ
る
。

︿
実
験
﹀「
入
れ
る
土
や
砂
の
量
」「
水

の
量
や
入
れ
る
速
さ
」
を
同
じ
に
す

る
こ
と
を
確
認
し
、

実
験
す
る
。
実
験

の
詳
細
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
動
画

１	

問
題
を
つ
か
む

　

単
元
の
始
め
に
、
雨
の
日
の
運
動

場
で
気
が
付
い
た
こ
と
を
発
表
す
る
。

気
付
き
の
中
か
ら
、
次
の
こ
と
を
取

り
上
げ
て
授
業
を
展
開
す
る
。

　

な
ぜ
砂
場
に
水
た
ま
り
が
な

い
の
か
。

２	

粒
の
大
き
さ
に
注
目
す
る

　

運
動
場
の
土
と
砂
場
の
砂
を
採
取
。

採
取
は
教
師
が
行
う
。
運
動
場
の
土

は
表
面
を
と
る
と
大
き
な
粒
ば
か
り

に
な
る
た
め
、
表
面
の
小
石
を
除
い

て
、
採
取
す
る
。

　

各
班
で
触
り
な
が
ら
、
二
つ
の
違

い
を
ノ
ー
ト
に
書
く
。

︿
予
想
さ
れ
る
児
童
の
答
え
﹀

・
色
が
違
う

・
粒
が
砂
場
の
方
が
大
き
い
。

　

気
付
き
を
交
流
後
、
次
の
よ
う
に

問
う
。

　

粒
が
大
き
い
と
水
が
染
み
込

み
や
す
い
の
か
。

３	

実
験
を
す
る

︿
準
備
﹀
透
明
の
プ
ラ
コ
ッ
プ
の
底

に
水
が
抜
け
る
穴
を
あ
け
、
底
に

ガ
ー
ゼ
を
敷
く
。
そ
れ
を
二
つ
用
意

４年新単元「雨水
のゆくえと地面の
様子」の基礎・
基本
粒の大きさによる染み込
み方の違いへの問題意識
をしっかりともたせる。

大阪府貝塚市立二色小学校

蔭
かげ

西
にし

 孝
たかし

①

▲底に穴のある籠を使う。

土砂
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既習の表現を楽しく
授業する工夫
東京書籍６年生「NEW 
HORIZON  Elementary 6」
のUnit3「Let's go to Italy.」
は、５年生で既習の内容で
ある（「We Can! 1」Unit 6

「I want to go to Italy.」）。
既習の内容を授業するには、
子供たちを飽きさせない、
ワクワクさせる工夫が大切
である。

愛知県小牧市立本庄小学校

松
まつ

原
ばら

 幸
こう

司
じ

6年英語 1年道徳
１　事前に調べ、知識を増やす
　本単元のような「行ってみたい国」を話題
にした学習は、どの学年でも盛り上がる。し
かし、子供たちが諸外国をテーマにして会話
するには、知識が不足していることがよくあ
る。子供たちが知っている国や地域、その情
報を事前に増やすことで、楽しく会話する意
欲をもたせる。教科書には「世界遺産につい
て知る」ページもある。書籍やインターネッ
トで、事前に諸外国のことを調べ、会話の幅
を広げたい。
２　楽しい活動で、やり取りを長くつなげる
　例えば、「仲間集めゲーム」にやり取りを
入れ、会話を長くつなげさせる。
　まず、教師が、教科書に出てくる４つの国
を選び、行きたい国を決めさせる。（例：中国・
イタリア・アメリカ・オーストラリア）
児童Ａ：Where do you want to go?
児童Ｂ：I want to go to Italy.
児童Ａ：Why? 
児童Ｂ：Because I like Colosseum.
児童Ｂ：Where do you want to go?
児童Ａ：I want to go to Italy.
児童Ｂ：Why? 
児童Ａ：Because I want to eat pizza. 
　行きたい国が同じであれば、グループにな
り、違えば「Bye.」で別れる。やり取りを４文
の往復にして、やり取りの表現に慣れさせる。
　その後、同じグループでフリートークをさ
せて、４文以上のやり取りをさせたい。
例：Do you like ～?　Do you have ～?
　　Do you want ～?　Can you ～?
　　What ～ do you like?
３　旅行社のパンフレットで、より具体的に
　今回の教科書の活動には、旅行案内カード
を作り、友達に紹介する活動が入っている。
複数の旅行社パンフレットを準備するのがお
勧めである。具体物があるだけで、子供たち
の興味を引き付けられる。ALTに協力して

もらい、その出身地を紹介してもらうことも
効果的である。使う表現例は以下のとおりで
ある。
Italy is a nice country. You can see the 
Colosseum. You can eat pizza. It＇s delicious.
　身近な人が具体物を紹介することで、子供
たちをワクワクさせる。協力が得られない場
合は、教師が紹介する。他学級の先生にお願
いしてもよい。
４　２つに分けて討論する
「海外旅行で行くならどちらに行きたいか」
のテーマで討論をさせる。国を２つに絞り

（中国とイタリアなど）、２つのグループに分
ける（男女で分ける・教室を半分に分ける・
実際の希望で分ける）。
　子供たちの実態に合わせ、ペアやグループ
など、まずは少人数で討論させる。質問をさ
せたり、その国の良さを主張させたりして、
相手を説得することを意識させたい。

　学習指導要領対応　 道徳・英語・プログラミングの授業実践新

東京書籍・6年・p.22-29

い
ま
し
た
。
し
ょ
う
君
に
明
日
も

が
ん
ば
ろ
う
と
言
っ
た
か
ら
で
す
。

︿
自
分
が
す
ご
い
派
﹀

・
け
ん
た
君
と
比
べ
る
と
、
自
分
の

方
が
す
ご
い
で
す
。
足
が
痛
く

な
っ
て
も
頑
張
り
ま
す
。

・
友
達
と
一
緒
な
ら
頑
張
れ
る
か
ら

で
す
。

⑷
﹁
努
力
の
つ
ぼ
﹂
の
話
を
す
る

︿
概
略
﹀

＂
何
か
を
頑
張
る
と
き
に
は
、
神
様

か
ら
与
え
ら
れ
た
つ
ぼ
に
努
力
を
貯

め
て
い
く
。
し
か
し
、
大
き
さ
は
人

そ
れ
ぞ
れ
で
、
努
力
量
も
早
さ
も
違

う
。
貯
ま
る
と
努
力
し
て
い
た
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
＂

　

こ
の
話
を
し
、
次
の
よ
う
に
問
う
。

発
問
7 

み
ん
な
が
今
も
っ
て
い
る

努
力
の
つ
ぼ
は
何
で
す
か
。

・
逆
上
が
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

・
ひ
き
算
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

低
学
年
の
道
徳
は
、
生
活
体
験
を

引
き
出
す
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
一

年
生
だ
か
ら
こ
そ
、
道
徳
的
価
値
の

基
盤
を
築
き
た
い
。

⑵
状
況
設
定
の
確
認

発
問
1 

け
ん
た
君
は
何
の
練
習
を

始
め
ま
し
た
か
。︵
な
わ
と
び
︶

発
問
2 

け
ん
た
君
は
ど
う
し
て

帰
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
か
。︵
足

が
痛
く
な
っ
た
、
嫌
に
な
っ
た
、

く
じ
け
た
︶

発
問
3 

け
ん
た
君
は
家
で
ど
ん
な

気
分
で
し
た
か
。︵
そ
わ
そ
わ
︶

発
問
4 

し
ょ
う
君
は
練
習
を
や
め

た
の
で
す
か
。︵
や
め
て
な
い
、

続
け
た
︶

発
問
5 

一
人
で
練
習
を
続
け
る

し
ょ
う
君
を
見
て
、
け
ん
た
君
は

何
と
言
い
ま
し
た
か
。︵
明
日
も

特
訓
し
よ
う
︶

⑶
主
発
問
を
行
う

発
問
6 

あ
な
た
と
け
ん
た
君
な
ら
、

ど
ち
ら
が
す
ご
い
で
す
か
。

︿
主
人
公
が
す
ご
い
派
﹀

・
自
分
と
比
べ
る
と
、
け
ん
た
君
の

方
が
す
ご
い
で
す
。
体
育
の
あ
っ

た
そ
の
日
か
ら
練
習
を
始
め
て

い
た
か
ら
で
す
。

・
け
ん
た
君
は
、
ず
っ
と
気
に
し
て

１	

低
学
年
道
徳
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

	

﹁
生
活
体
験
に
戻
ら
せ
る
こ
と
﹂

　

一
年
生
に
「
努
力
の
大
切
さ
」
を

伝
え
た
い
。
し
か
し
、
教
科
書
ど
お

り
の
授
業
だ
け
で
は
一
年
生
に
努
力
の

大
切
さ
を
理
解
さ
せ
る
の
は
難
し
い
。

　

一
年
生
に
道
徳
的
価
値
を
理
解
さ

せ
る
た
め
に
は
、

自
分
の
生
活
体
験
に
戻
ら
せ
る

こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

２	

﹁
な
わ
と
び
﹂
を
こ
う
授
業
す
る

︿
あ
ら
す
じ
﹀

　

な
わ
と
び
が
苦
手
な
け
ん
た
。
放

課
後
、
仲
良
し
の
し
ょ
う
君
と
公
園

で
練
習
を
開
始
す
る
。
し
か
し
、
け

ん
た
は
う
そ
を
つ
い
て
帰
っ
て
し
ま

う
。
そ
の
後
、
け
ん
た
は
母
に
買
い

物
を
頼
ま
れ
出
掛
け
た
。
途
中
、
公

園
で
は
、
ま
だ
し
ょ
う
君
が
練
習
を

し
て
い
た
。
け
ん
た
は
し
ょ
う
君
に

「
明
日
も
特
訓
し
よ
う
」
と
言
っ
た
。

　

と
い
う
主
人
公
の
心
の
動
き
が
描

か
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

⑴
教
材
文
の
読
み
聞
か
せ

　

教
師
が
読
み
聞
か
せ
る
。
状
況
設

定
や
主
人
公
の
行
動
に
関
わ
る
と
こ

ろ
の
み
、
や
や
ゆ
っ
く
り
と
区
切
り

な
が
ら
読
む
。

低学年に「努力の
大切さ」を教える
授業
自分の生活体験に戻って考
えさせることで、主体的に
努力の大切さを考えさせる
ことができる。

兵庫県伊丹市立南小学校

三
さえ

枝
ぐさ

 亜
あ

矢
や

子
こ

廣済堂あかつき・１年・
ｐ.98 ～ 101「なわとび」

︿
参
考
文
献
﹀

・﹃
道
徳
教
科
書
フ
ル
活
用
！　

楽
し
い
道
徳
の
授
業
プ
ラ
ン
﹄︵
堀
田
和
秀
著　

学
芸
み
ら
い
社
︶

・
努
力
の
壺
低
学
年
向
き
参
考
サ
イ
ト

  

︵https://plaza.rakuten.co.jp/ham
ag/diary/200603280000/

︶
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　学習指導要領対応　 道徳・英語・プログラミングの授業実践新

教科で使える
プログラミング実践

誰でもできる！　
家でもできる！　
動画読解でプログ
ラミング教育
堀田龍也氏の紹介している方
法をプログラミング教育で追
試した。子供たちに「動画か
ら学ぶスキル」を身に付けさ
せることができる、優れた方
法だと実感した。

北海道斜里町立斜里小学校

塩
しお

谷
や

 直
なお

大
ひろ

で
魚
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
た
。
大

喜
び
し
て
い
た
。
こ
の
授
業
で
教
師

は
ス
ク
ラ
ッ
チ
の
使
い
方
を
教
え
て

い
な
い
。
子
供
た
ち
は
操
作
の
仕
方

を
動
画
か
ら
学
ん
だ
の
だ
。
動
画
教

材
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
学
校
や
家

庭
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
デ
ジ
タ
ル

ト
ー
ク
ラ
イ
ン
で
授
業
動
画
を
視
聴

で
き
る
）

文
章
だ
け
で
は
な
く
イ
ラ
ス
ト
も
描

い
て
ま
と
め
て
い
た
。

指
示
2 

ペ
ア
で
ノ
ー
ト
を
見
せ
な

が
ら
、
ま
と
め
た
こ
と
を
交
流
し

な
さ
い
。

　

交
流
す
る
こ
と
で
、
よ
り
理
解
が

深
ま
る
。

４	

ス
ク
ラ
ッ
チ
に
挑
戦

　

動
画
読
解
の
後
に
、
実
際
に
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
さ
せ
る
。「
Ｗ

ｈ
ｙ
？　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
の
番

組
ペ
ー
ジ
に
は
「
番
組
の
ス
ク
ラ
ッ

チ
」
と
い
う
リ
ン
ク
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
へ
行
く
と
番
組
で
紹
介

さ
れ
て
い
た
ス
ク
ラ
ッ
チ
を
操
作
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

「
海
の
世
界
～
壊

れ
た
魚
を
動
か

せ
」
を
体
験
さ
せ

た
。

　

子
供
た
ち
は
、

番
組
で
紹
介
さ
れ

て
い
た
と
お
り
に
、

「
命
令
ブ
ロ
ッ
ク
」

強
し
ま
し
ょ
う
。

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

ｆ
ｏ
ｒ　

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ

ｌ
」
の
動
画
に
は
「
構
造
」
が
あ
る
。

ど
の
部
分
に
ど
ん
な
情
報
が
あ
る
の

か
、
一
つ
一
つ
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、

テ
ン
ポ
良
く
教
え
て
い
く
。「
再
生

ボ
タ
ン
」「
チ
ャ
プ
タ
ー
」「
再
生
時

間
」「
バ
ナ
ー
」
な
ど
で
あ
る
。
用

語
を
教
え
る
こ
と
で
、「
予
想
」
も

ス
ム
ー
ズ
に
な
る
と
考
え
た
。

発
問 

こ
の
動
画
は
ど
ん
な
内
容
だ

と
思
い
ま
す
か
。
予
想
し
て
ノ
ー

ト
に
書
き
な
さ
い
。

「
構
造
」
を
教
え
て
い
る
か
ら
、
す

ぐ
に
書
く
こ
と
が
で
き
た
。

「
ス
ク
ラ
ッ
チ
の
使
い
方
を
教
え
て

く
れ
る
内
容
」「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

の
基
本
を
教
え
て
く
れ
る
内
容
」
と

書
い
て
い
た
。
予
想
を
書
い
た
後
は
、

動
画
を
視
聴
さ
せ
る
。
十
分
間
の
動

画
を
笑
顔
で
視
聴
し
て
い
た
。

指
示
1 

今
見
た
動
画
の
内
容
や
感

想
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
な
さ
い
。

「
ス
ク
ラ
ッ
チ
が
や
っ
て
み
た
く
な

り
ま
し
た
」「
命
令
の
ブ
ロ
ッ
ク
の

意
味
が
分
か
り
ま
し
た
」
の
よ
う
に

一
回
放
送
分
を
選
択
し
た
。
ノ
ー
ト

に
日
付
を
書
か
せ
る
。
番
組
の
画
面

（
左
参
照
）
を
見
せ
る
。
ま
だ
視
聴

さ
せ
な
い
。

説
明 

動
画
の
内
容
を
予
想
す
る
た

め
に
、
画
面
の
﹁
構
造
﹂
を
お
勉

う
な
「
動
画
か
ら
情
報
を
読
み
取
り
、

学
ぶ
方
法
」
は
子
供
た
ち
に
教
え
ら

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
動
画
か
ら
情
報

を
読
み
取
る
、
こ
の
「
動
画
読
解
」

と
も
呼
べ
る
方
法
は
、
学
校
の
授
業

で
も
実
践
で
き
る
優
れ
た
方
法
だ
。

私
は
こ
の
堀
田
氏
の
方
法

を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

に
取
り
入
れ
た
。

３	

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

	

番
組
で
実
践

　

動
画
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

ｆ

ｏ
ｒ　

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
」

に
あ
る
「
Ｗ
ｈ
ｙ
？　

プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
と
い
う

番
組
だ
。
初
め
て
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
取
り
組

む
三
年
生
と
六
年
生
に
実

践
し
た
（
臨
時
休
業
中
で

自
宅
に
い
た
私
の
長
男
と

長
女
で
あ
る
）。

　

初
め
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
に
取
り
組
む
の
で
、

私
の
方
で
、
初
級
編
の
第

１	

﹁
お
う
ち
で
学
ぼ
う　

Ｎ
Ｈ
Ｋ

	

ｆ
ｏ
ｒ　

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
﹂

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
四
月
現

在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
全
都
道
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言
が

出
さ
れ
て
い
る
。
全
国
の
学
校
で
長

期
の
臨
時
休
業
が
相
次
ぎ
、
子
供
た

ち
の
学
習
を
保
障
す
る
重
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
始

め
て
、
す
ぐ
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
「
お
う
ち

で
学
ぼ
う
」 ※
と
い
う
ペ
ー
ジ
を
立
ち

上
げ
た
。
様
々
な
教
育
用
動
画
を
子

供
た
ち
自
身
が
自
宅
で
視
聴
し
、
家

庭
学
習
に
取
り
組
め
る
と
い
う
内
容

だ
。
堀
田
龍
也
氏
（
東
北
大
学
大
学

院
情
報
科
学
研
究
科
・
教
授
）
は
、

こ
の
ペ
ー
ジ
で
次
の
よ
う
な
方
法
を

紹
介
し
て
い
る
。

２	
堀
田
氏
の
動
画
学
習
方
法

　

六
段
階
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

①
ノ
ー
ト
を
用
意
す
る

②
番
組
を
選
ぶ

③
番
組
内
容
を
予
想
す
る

④
動
画
を
視
聴
す
る

⑤
内
容
や
感
想
を
ま
と
め
る

⑥
ノ
ー
ト
を
見
せ
な
が
ら
伝
え
る

　

こ
の
方
法
は
ど
ん
な
種
類
の
教
科

で
も
適
用
で
き
る
。
現
在
、
日
本
で

は
教
育
用
の
動
画
が
数
多
く
存
在
す

る
が
、
堀
田
氏
が
紹
介
し
て
い
る
よ

※ https://w
w

w
.nhk.or.jp/school/ouchi/
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中１「比例・反比
例」と最先端自動
車を結び付ける
単元末の「利用の問題」で
身近な場面と数学を繋ぐ。

中

学校
の授業実践

数学

富山県富山市立城山中学校

大
おお

森
もり

 雄
ゆう

一
いち

中学校の授業実践

中

学校
の授業実践

国語

あ
と
で
答
え
を
変
え
て
も
構
い
ま
せ

ん
」「
理
由
が
書
け
た
ら
、
持
っ
て

来
な
さ
い
」

　

最
初
に
持
っ
て
来
た
五
、
六
名
を

大
き
く
褒
め
て
、
板
書
さ
せ
る
。
そ

し
て
、
生
徒
に
発
表
さ
せ
る
。

「
㋐
で
す
。
理
由
は
、
燃
費
の
差
は

少
し
で
、
価
格
は
か
な
り
違
う
か
ら

で
す
」

「
す
ご
い
。
一
〇
〇
点
！
」

「
㋑
で
す
。
理
由
は
、
価
格
は
60
万

円
し
か
違
わ
な
い
が
、
燃
費
１
㎞
ご

と
に
３
円
違
う
か
ら
で
す
」

「
す
ば
ら
し
い
。
一
五
〇
点
！
」

　

個
別
評
定
し
て
い
き
、
具
体
的
数

値
を
出
し
て
説
明
し
て
い
た
り
、
一

歩
突
っ
込
ん
で
計
算
し
た
り
し
て
い

る
生
徒
の
点
数
を
上
げ
て
い
く
。
㋐
、

㋑
そ
れ
ぞ
れ
20
万
㎞
走
る
と
、
掛

か
っ
た
お
金
が
同
じ
に
な
る
こ
と
に

触
れ
ら
れ
て
い
れ
ば
、
花
マ
ル
で
あ

る
。
二
酸
化
炭
素
排
出
量
な
ど
も
紹

介
す
る
と
、
水
素
自
動
車
の
価
値
も

分
か
り
、
更
に
発
展
的
な
学
習
が
で

き
る
。

個
別
評
定
で
、
挑
戦
心
を
あ
お
る

問
題
2 

Ａ
さ
ん
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
自
動
車
㋐
と
電
気
自
動
車
㋑

の
ど
ち
ら
を
買
お
う
か
悩
ん
で

い
ま
す
。
皆
さ
ん
な
ら
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
自
動
車
㋐
と
電
気
自
動

車
㋑
、
ど
ち
ら
を
購
入
し
ま
す

か
。
理
由
も
含
め
て
書
き
な
さ

い
。
た
だ
し
、
燃
費
︵
電
費
︶
と

価
格
と
い
う
言
葉
を
必
ず
使
う

こ
と
。

　

身
近
な
こ
と
と
結
び
付
け
る
た
め

に
、
購
入
す
る
こ
と
を
前
提
に
考
え

さ
せ
る
。
㋐
、
㋑
ど
ち
ら
が
答
え
で

も
正
答
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
ど
ち
ら

を
購
入
す
る
か
先
に
決
め
さ
せ
る
。

「
全
員
起
立
。
㋐
、
㋑
。
ど
ち
ら
か

決
め
た
人
は
座
り
な
さ
い
。
た
だ
し
、

　

各
単
元
の
最
後
、「
利
用
の
ペ
ー

ジ
」
で
は
、
身
の
回
り
と
数
学
を
結

び
付
け
る
問
題
に
取
り
組
ま
せ
る
。

問
題
1 

次
の
表
は
、
ガ
ソ
リ
ン
と

自
家
発
電
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
㋐
、
電
気
で

動
く
電
気
自
動
車
㋑
、
水
素
で
動

く
最
先
端
の
水
素
自
動
車
㋒
の

自
動
車
に
お
け
る
燃
費
と
価
格

を
表
し
た
も
の
で
す
。
㋐
～
㋒
の

自
動
車
が
ｘ
㎞
走
る
と
き
、
ｙ
円

か
か
る
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ｙ
を

ｘ
の
式
で
表
し
な
さ
い
。

　

イ
ラ
ス
ト
を
見
せ
な
が
ら
説
明
す

る
こ
と
で
、
問
題
を
捉
え
や
す
く
な

る
。

　

生
徒
の
実
態
を
見
て
、
難
し
い
場

合
は
、
㋐
を
例
題
に
し
て
、
㋑
、
㋒

を
生
徒
に
取
り
組
ま
せ
る
。

自動車の種類 燃費（電費） 価格

ハイブリッド
自動車㋐

１km走るのに
８円かかる

3,400,000円

電気自動車㋑ ６km走るのに
30円かかる

4,000,000円

水素自動車㋒ ５km走るのに
40円かかる

7,000,000円

電気自動車水素自動車

ハイブリッド自動車

暑中見舞い・年賀状・
お礼状

「手紙は４パーツ」
「個性を出すのは主

文だけ」を教える
手紙は前文、主文、末文、
後付けの４パーツ。
工夫できるのは主文だけ。
作文するところは少ないと
分かると、手紙への抵抗感
が薄れる。

北海道小樽市立忍路中学校

山
やま

本
もと

 雅
まさ

博
ひろ

指
示
3 

テ
キ
ス
ト
。
二
四
ペ
ー
ジ
。

お
礼
状
の
下
書
き
。

説
明
3 

前
文
か
ら
書
き
ま
す
。

発
問
11 

最
初
に
何
と
書
く
の
で
す

か
？
︵
拝
啓
︶

発
問
12 

次
に
？
︵
盛
夏
の
候
、

⋮
⋮
︶

発
問
13 

次
に
？
︵
先
日
は
⋮
⋮
︶

　

主
文
を
工
夫
さ
せ
る
。
早
く
書
け

た
生
徒
に
は
発
表
さ
せ
る
と
よ
い
。

苦
手
な
生
徒
へ
の
例
示
に
な
る
。

　

国
語
が
得
意
で
は
な
い
生
徒
も
写

真
の
よ
う
に
書
け
る
よ
う
に
な
る
。

発
問
7 

自
分
で
工
夫
し
て
書
く
の

は
？
︵
主
文
︶

︿
評
価
﹀
そ
の
と
お
り
。

説
明
1 

年
賀
状
も
手
紙
で
す
。

発
問
8 

パ
ー
ツ
幾
つ
？
︵
四
つ
︶

発
問
9 

決
ま
っ
た
書
き
方
は
？

︵
前
文
。
末
文
。
後
付
け
︶

発
問
10 

自
分
の
工
夫
は
？︵
主
文
︶

　

個
性
を
出
せ
る
の
は
主
文
だ
け
。

作
文
す
る
と
こ
ろ
は
実
は
少
な
い
の

だ
と
分
か
る
と
、
抵
抗
感
が
薄
ま
る
。

　

職
場
体
験
の
お
礼
状
も
同
様
だ
。

説
明
2 

職
場
体
験
。
貴
重
な
経
験

で
し
た
ね
。
時
間
を
割
い
て
教
え

て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
、
お
礼
状

を
書
く
の
が
社
会
人
の
礼
儀
で

す
。お
礼
状
も
手
紙
で
す
。四
パ
ー

ツ
で
す
。

指
示
1 

手
紙
テ
キ
ス
ト
。
一
〇

ペ
ー
ジ
。
暑
中
見
舞
い
。

指
示
2 

暑
中
見
舞
い
を
読
み
ま
す
。

さ
ん
は
い
。（
前
文
か
ら
読
ま
せ
る
）

発
問
1 

前
文
。
主
文
。
末
文
。
後

付
け
。
手
紙
は
幾
つ
の
パ
ー
ツ

で
、
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

︵
四
つ
︶

︿
評
価
﹀
そ
の
と
お
り
。
四
つ
で
す
。

発
問
2 

一
つ
目
は
何
文
？︵
前
文
︶

発
問
3 

二
つ
目
は
？
︵
主
文
︶

発
問
4 

三
つ
目
は
？
︵
末
文
︶

発
問
5 

四
つ
目
は
？
︵
後
付
け
︶

︿
評
価
﹀
そ
の
と
お
り
。

発
問
6 

決
ま
っ
た
書
き
方
を
す
る

の
は
ど
こ
？
︵
前
文
。
末
文
。
後

付
け
︶

主
文

後
付
け

末
文

主
文

前
文

後
付
け

末
文

前
文

後
付
け

末
文

主
文

前
文



算
数

木き

村む
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を
か
い
て
数
字
を
入
れ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

教
科
書
九
六
ペ
ー
ジ
の
式
に
は
○
が
な
い
。

さ
く
ら
ん
ぼ
な
ら
○
が
あ
る
方
が
自
然
だ
。

　

子
供
た
ち
は
挿
絵
と
ブ
ロ
ッ
ク
で
２
と
１
に

分
け
て
き
た
の
で
、
さ
く
ら
ん
ぼ
に
も
２
と
１

と
書
き
込
め
る
。
教
科
書
よ
り
も
早
い
段
階
で

さ
く
ら
ん
ぼ
を
導
入
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
方

が
自
然
な
流
れ
に
な
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　

次
の
問
題
８
＋
５
の
扱
い
方
は
、
こ
の
流
れ

に
乗
る
。
以
下
は
木
村
の
案
で
あ
る
。

　

①
８
＋
５
＝
□
。
下
に
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
っ

て
８
と
５
。
右
側
に
ブ
ロ
ッ
ク
が
５
個
あ

り
ま
す
。
そ
れ
を
二
つ
に
分
け
ま
す
。
分

け
る
所
で
縦
線
を
入
れ
て

ご
ら
ん
な
さ
い
。（
２
と
３

だ
ね
）
さ
く
ら
ん
ぼ
を
書

い
て
み
よ
う
。
８
＋
５
は

幾
つ
で
す
か
。
お
勉
強
し

た
答
え
方
で
言
っ
て
み
よ

う
。（
８
と
２
で
10
。
10
と

３
で
13
で
す
）

込
み
だ
。
プ
ラ
ス
二
〇
点
。　

教
科
書
は
一
年

生
に
と
っ
て
情
報

量
が
多
す
ぎ
る
。

指
や
ノ
ー
ト
で
隠

さ
せ
、
上
か
ら
順

に
見
せ
た
か
っ
た
。

　

愛
知
県
の
岩
井

氏
。「
３
個
か
ら

２
個
あ
げ
た
か
ら
、

線
を
引
い
て
さ
く

ら
ん
ぼ
に
し
ま

す
」

　

こ
の
段
階
で
の
さ
く
ら
ん
ぼ
は
岩
井
氏
一
人
。

二
〇
点
。

　

向
山
氏
は
８
＋
３
＝
11
と
答
え
を
確
定
さ
せ

て
か
ら
、
さ
く
ら
ん
ぼ
を
か
か
せ
て
い
る
。

　

８
＋
３
の
３
、
こ
れ
を
２
つ

に
分
け
ま
し
た
ね
（
板
書
）。
８

と
３
、
こ
の
３
を
２
つ
に
分
け

ま
し
た
。
幾
つ
と
幾
つ
に
分
け

た
の
で
す
か
。
こ
の
よ
う
に
さ
く
ら
ん
ぼ

１	

挿
絵
で
実
力
が
分
か
れ
る

　

教
科
書
、
ノ
ー
ト
、
百
玉
そ
ろ
ば
ん
と
、
子

供
の
視
線
や
作
業
を
散
ら
す
と
混
乱
す
る
。
ま

ず
は
教
科
書
を
シ
ン
プ
ル
に
扱
い
た
い
。

　

挿
絵
の
扱
い
が
一
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
。

　

神
奈
川
県
の
小
河
原
氏
。「
車
の
絵
が
あ
る

ね
。
全
部
で
何
台
か
な
。
数
え
て
ご
ら
ん
」 

　

こ
れ
だ
け
か
？　

こ
の
部
分
三
〇
点
中
五
点
。

　

千
葉
県
の
金
崎
氏
。「﹃
８
だ
い
﹄
を
○
で
囲

み
ま
す
。
８
と
書
き
ま
す
」 

　

数
を
「
固
ま
り
」
と
見
る
「
○
で
囲
む
作
業
」

は
重
要
。
一
五
点
。

　

埼
玉
県
の
津
田
氏
。「
駐
車
場
に
停
ま
っ
て

い
る
車
は
何
台
か
な
」（
８
台
）「
停
ま
っ
て
い

る
車
を
鉛
筆
で
ぐ
る
っ
と
囲
ん
で
あ
げ
よ
う
」

「
３
台
や
っ
て
き
ま
し
た
。
駐
車
場
に
入
れ
て

あ
げ
よ
う
」。
２
台
を
囲
み
、
空
い
て
い
る
駐

車
場
に
入
れ
さ
せ
る
。「
何
台
入
れ
た
か
な
」（
２

台
！
）「
８
と
２
で
？
」（
10
！
）「
停
め
ら
れ
な

か
っ
た
車
が
あ
る
ね
。
１
台
だ
。
10
と
１
で
？
」

（
11
）「
そ
の
と
お
り
。
全
部
で
11
台
だ
ね
」

　

８
台
と
３
台
を
囲
ま
せ
た
方
が
多
か
っ
た
。

津
田
氏
だ
け
が
２
台
を
囲
ま
せ
た
。
も
ち
ろ
ん

意
味
が
あ
る
。
二
五
点
。

　

向
山
型
算
数
セ
ミ
ナ
ー
で
こ
こ
を
授
業
し
た

向
山
洋
一
氏
も
８
と
２
を
囲
ま
せ
た
の
で
あ
る
。

　

駐
車
場
に
８
台
、
あ
と
か
ら
３
台
来
ま
し

た
。
駐
車
場
に
２
台
入
る
と
10
台
、
残
り
が

１
台
と
な
り
ま
す
。
駐
車
場
の
８
台
を
大
き

く
赤
鉛
筆
で
囲
ん
で
ご
ら
ん
な
さ
い
。
後
か

ら
来
た
３
台
の
う
ち
の
、
駐
車
場
に
入
れ
る

２
台
、
そ
れ
も
囲
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

向
山
氏
が
す
ご
い
の
は
直
後
の
説
明
だ
。

　

自
動
車
は
何
台
で
す
か
、
と
い
う
と
き

に
、
次
の
よ
う
な
答
え
方
を
し
ま
す
。　

　

８
と
２
で
10
。
10
と
１
で
11
で
す
。

　

自
動
車
は
何
台
で
す
か
？　

さ
ん
は
い
。

（
８
と
２
で
10
。
10
と
１
で
11
で
す
）
は
い
、

こ
の
よ
う
な
お
勉
強
を
し
ま
す
。

（
向
山
型
算
数
セ
ミ
ナ
ー
岩
手

二
〇
〇
二
年
九
月
）

　

挿
絵
だ
け
で
授
業
の
核
心
を
サ
ラ
リ
と
授
業

し
た
の
だ
。
こ
の
答
え
方
が
基
本
型
で
あ
る
。

２	

立
式
で
説
明
し
な
い
・
教
え
な
い

　

立
式
。
説
明
し
な
い
、
教
え
な
い
。

　

山
形
県
の
佐
藤
氏
。「
式
は
、
た
し
算
と
ひ

き
算
の
ど
ち
ら
で
す
か
。
お
隣
と
相
談
し
て
ご

ら
ん
な
さ
い
」

　

向
山
型
は
相
談
さ
せ
な
い
。

　

北
海
道
の
赤
塚
氏
。「
式
を
書
き
な
さ
い
」「
こ

の
問
題
は
簡
単
で
す
。
簡
単
な
理
由
を
言
え
る

人
？
」
指
名
（
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
か
ら
）。

　

そ
う
、
そ
う
や
っ
て
教
科
書
を
見
ら
れ
る
子

を
育
て
る
の
だ
。「
ひ
な
た
」
さ
ん
の
吹
き
出

し
を
見
付
け
た
子
も
褒
め
た
い
。

３	

さ
く
ら
ん
ぼ
に
、
ど
う
つ
な
げ
る
か

　

教
科
書
は
①
自
動
車
と
い
う
具
体
物
を
、
②

赤
玉
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
と
い
う
半
具
体
物
で
操
作

し
、
③
数
字
と
い
う
抽
象
物
で
計
算
す
る
ス

テ
ッ
プ
を
踏
む
。
そ
の
ス
テ
ッ
プ
が
一
年
生
に

と
っ
て
分
か
り
や
す
く
な
け
れ
ば
駄
目
だ
。

　

神
奈
川
県
の
宮
森
氏
。「
車
が
ブ
ロ
ッ
ク
に

変
身
し
ま
す
」

　

た
っ
た
一
言
だ
が
、
一
年
生
の
思
考
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
む
。
プ
ラ
ス
一
〇
点
。

　

宮
森
氏
。「
８
は
あ
と
幾
つ
で

10
に
な
り
ま
す
か
」（
２
）「
付
い

て
言
い
ま
す
。
８
は
あ
と
２
で
10
。

３
を
２
と
１
に
分
け
る
」（
図
の

よ
う
に
３
を
２
と
１
で
区
切
る
）

「
10
と
１
で
11
」

　

ブ
ロ
ッ
ク
に
線
を
入
れ
さ
せ
た
。

プ
ラ
ス
二
五
点
。

　

神
奈
川
県
の
篠
崎
氏
。
ス
ッ
キ
リ
し
た
書
き

挿
絵
と
さ
く
ら
ん
ぼ
で
力
量
の
差
が
見
え
た

三
十
八
人
が
挑
戦
し
た
。
百
玉
（
二
十
玉
）
そ
ろ
ば
ん
中
心
の
授
業
も
あ
っ
た
が
、

教
科
書
の
教
え
方
を
重
視
し
た
。

挿
絵
、
唱
え
方
、
さ
く
ら
ん
ぼ
計
算
へ
と
貫
く
シ
ン
プ
ル
な
展
開
が
ポ
イ
ン
ト
。

木
村 

重
夫

東
京
都
・
日
本
文
化
大
學 

講
師

向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問 向山型に挑戦！

啓林館・１年
p.94-96
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小嶋の特別支援教育　校内研修完全再現
コピーフリー　すぐに印刷して配れる！

小嶋 悠紀（こじま ゆうき）

←この連載が読める『教育
トークライン』誌（教育技術
研究所）のお申込みはこちら

特別支援教育について詳しく学べる→
『TOSS特別支援教育』誌（教育技術
研究所）のお申込みはこちら

から見た特別支援教育医師の目

Q1　

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
如
・
多
動
症
）
や

自
閉
症
の
方
と
、
健
常
で
相
手
の
気
持

ち
に
沿
っ
た
発
言
が
で
き
な
い
人
の
見

分
け
方
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

A1　

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
の
絵
画
配
列
に
違
い
が
表
れ
ま

す
。
集
団
で
う
ま
く
い
か
な
い
、
人
間
関
係

で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
様
子
は
、
付
き
合
っ
て
い

く
中
で
分
か
っ
て
き
ま
す
。

　
　

Ｎ
Ｇ
な
の
は
病
名
だ
け
で
支
援
し
て
し
ま

う
こ
と
。
本
人
を
見
て
、
一
緒
に
過
ご
し
な

が
ら
支
援
方
法
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

Q2　

小
学
生
で
疎
外
感
を
受
け
て
い
る
子
に

つ
い
て
、
ど
う
支
援
し
た
ら
よ
い
で
す
か
。

A2　

疎
外
感
が
実
際
に
あ
る
こ
と
な
の
か
、
本

人
の
妄
想
で
は
な
い
か
を
見
極
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
子
の
ペ
ー
ス
を
つ
か
ま
せ

て
あ
げ
て
、「
自
分
だ
け
で
は
な
く
、
ほ
か

の
子
も
あ
る
こ
と
だ
よ
」
と
い
う
言
葉
掛
け

で
安
心
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

Q3　

な
く
し
た
物
を
う
ま
く
探
せ
な
い
で
す
。

ど
の
よ
う
な
支
援
方
法
が
必
要
で
す
か
。

A3　

そ
の
部
分
は
治
り
に
く
い
で
す
が
、
も
し

支
援
を
行
う
な
ら
、
物
に
対
し
て
優
先
順
位

を
決
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。「
こ
れ
は

絶
対
に
必
要
（
例
え
ば
、
財
布
や
携
帯
電
話

な
ど
）」
を
決
め
て
し
ま
う
こ
と
が
大
事
で

す
。
ま
た
、
置
く

場
所
を
決
め
る
の

も
よ
い
と
思
い
ま

す
。
視
覚
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
も
お
勧
め
で
す
。

Q4　
「
人
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
言
わ
れ

る
と
自
傷
し
て
し
ま
う
子
」
へ
の
支
援

方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A4　

一
人
の
力
で
頑
張
る
の
で
は
な
く
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
も
大
事
で
す
。

　
　

自
傷
自
体
は
自
分
の
イ
ラ
イ
ラ
を
解
消
さ

せ
る
た
め
の
行
動
で
あ
る
の
で
、
自
傷
行
為

を
別
の
行
動
に
変
え
な
が
ら
、
そ
の
行
動
さ

え
も
肯
定
し
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

安原 昭博
安原こどもクリニック
院長

安
原
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
安や

す

原は
ら 

昭あ
き

博ひ
ろ

　
　
構
成
：
笹さ

さ

野の 

達た
つ

哉や

Ｙ
Ｃ
Ｃ
も
こ
も
こ
香
里
園
教
室

神
経
発
達
症
の
生
活
面
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
集

二
〇
一
八
年
四
月
十
八
日
、
安
原
ド
ク
タ
ー
学
習
会
、
質
疑
応
答
よ
り
。

安原ドクターの
コメントを基にして
笹野が作成した視覚
トレーニング教材

※笹野作成の視覚トレーニング教材の例
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小お

野の 

隆た
か

行ゆ
き

「普通学級」で効果のある特別支援教育スキル小野が答える

岡
山
県
岡
山
市
立
西
小
学
校

プロが教える
プロが教える 教室でできる

小
児
心
療
科 

医
師
　
小こ

柳や
な
ぎ 

憲け
ん

司し

不登校支援

小柳 憲司
長崎県立こども医療福
　祉センター副所長
長崎大学医学部・教育
　学部非常勤講師
長崎医療技術専門学校
　非常勤講師

１	

不
登
校
の
個
別
性
と
共
通
点

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
不
登
校
に

は
様
々
な
要
因
が
関
わ
っ
て
お
り
、
個
別
性
が

大
き
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
不
登
校
に
は

共
通
点
も
あ
る
。
不
登
校
に
陥
っ
た
子
供
は
皆
、

学
校
に
行
け
な
い
自
分
に
ど
こ
か
で
不
安
や
い

ら
立
ち
を
感
じ
て
い
る
。「
自
分
は
駄
目
な
人

間
だ
」「
も
う
立
ち
直
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
」

「
み
ん
な
か
ら
ど
ん
ど
ん
遅
れ
て
し
ま
う
」「
誰

も
自
分
の
こ
と
な
ん
か
相
手
に
し
て
く
れ
な
く

な
る
」
と
い
う
自
責
感
や
絶
望
感
、
孤
独
感
な

ど
の
思
い
に
と
ら
わ
れ
、
基
本
的
な
安
心
感
や

自
己
肯
定
感
が
ど
ん
ど
ん
失
わ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
不
登
校
か
ら
復
活
す
る
過
程

と
は
、
こ
の
よ
う
な
自
己
否
定
的
な
感
情
を
い

か
に
克
服
し
、
前
向
き
に
生
き
て
い
け
る
よ
う

に
な
る
か
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

２	

﹁
こ
こ
ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
﹂
と
は

　

不
登
校
の
子
供
と
関
わ
る
た
め
に
は
、
そ
の

子
供
の
こ
こ
ろ
の
状
態
を
理
解
す
る
必
要
が
あ

る
。
自
信
を
失
い
元
気
が
な
く
な
っ
て
い
る
状

態
な
の
か
、
そ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
回
復
し
つ
つ

あ
る
の
か
、
そ
の
よ
う
な
子
供
の
こ
こ
ろ
の
状

態
を
理
解
す
る
た
め
に
有
用
な
概
念
が
「
こ
こ

ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
で
あ
る
。
人
は
考
え
た
り

活
動
し
た
り
す
る
の
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
、

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
活
動
に
よ
っ
て
消
費
さ
れ
、

休
息
や
楽
し
む
こ
と
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る
。

活
動
量
が
多
す
ぎ
た
り
、
う
ま
く
休
息
で
き
な

か
っ
た
り
す
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
貯
水
タ
ン

ク
の
水
が
減
っ
て
い
く
よ
う
に
徐
々
に
減
少
し

て
し
ま
う
（
右
下
図
）。
そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
一
定
量
を
割
り
込
む
と
、
様
々
な
症
状
が
出

現
す
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

実
際
に
測
定

で
き
る
わ
け

で
は
な
い
が
、

そ
の
よ
う
に

理
解
す
る
こ

と
で
、
子
供

の
現
在
の
こ

こ
ろ
の
状
態

を
推
し
量
る

こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
程
度
に
よ
っ
て
適

切
な
対
応
も
変
わ
っ
て
い
く
。

３	

エ
ネ
ル
ギ
ー
状
態
に
応
じ
た
対
応

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
少
し
だ
け
低
下
し
た
状
態
で

あ
れ
ば
、
気
分
転
換
に
数
日
長
め
に
休
み
を
取

る
だ
け
で
も
回
復
で
き
る
。
し
か
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
低
下
が
中
度
に
な
る
と
、
不
安
や
イ
ラ

イ
ラ
な
ど
情
緒
の
不
安
定
さ
が
出
現
す
る
た
め
、

活
動
量
を
抑
え
な
が
ら
時
間
を
か
け
て
少
し
ず

つ
回
復
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

低
下
が
重
度
に
な
る
と
、
抑
う
つ
感
が
強
ま
る

た
め
、
し
ば
ら
く
は
完
全
な
休
養
が
必
要
と
な

る
。
子
供
の
状
態
を
よ
く
観
察
し
、
対
応
を
検

討
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

不
登
校
と
「
こ
こ
ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

不
登
校
と
は
、
こ
こ
ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
下
し
た
状
態
で
あ
る
。

1	

け
ん
か
両
成
敗
が
基
本

　

け
ん
か
両
成
敗
は
、
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
で
何
度
も
紹
介
し
て
き
た
。

　

大
ま
か
な
流
れ
を
示
す
。

①
二
人
を
呼
ん
で
、
話
を
聞
く
。

②
自
分
の
行
為
に
点
数
を
付
け

さ
せ
る
。

③
悪
か
っ
た
こ
と
だ
け
を
謝
ら

せ
る
。

④
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
で
お
し

ま
い
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
す
。

　

①
で
は
、
話
を
聞
く
前
に
目
的
を

確
認
す
る
。「
解
決
す
る
た
め
に
話

し
合
い
ま
す
」
と
。
目
的
は
解
決
な

の
だ
か
ら
、
話
の
仕
方
、
聞
き
方
を

教
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
小
さ
な
声
で
話
さ
せ
る
。

そ
の
こ
と
で
、
お
互
い
の
興
奮
を
抑

え
る
効
果
が
あ
る
。

　

次
に
、
聞
く
子
に
は
途
中
で
口
を

挟
ま
せ
な
い
。
こ
れ
を
許
す
と
、
け

ん
か
は
更
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
す
る
。

　

②
は
、
趣
意
説
明
と
聞
く
順
番
が

重
要
で
あ
る
。「
自
分
が
全
部
悪
か
っ

た
ら
０
点
。
全
然
悪
く
な
か
っ
た
ら

一
〇
点
。
半
分
く
ら
い
な
ら
五
点
」

　

こ
の
よ
う
に
基
準
を
示
す
の
で
あ

る
。
こ
こ
ま
で
で
前
半
。

　

後
半
は
、点
数
を
聞
く
順
番
。し
っ

か
り
反
省
し
て
、
点
数
を
低
く
言
い

そ
う
な
子
か
ら
言
わ
せ
る
。

　

子
供
が
「
三
点
で
す
」
と
言
っ
た

な
ら
ば
、「
七
点
分
も
反
省
し
て
い

る
ん
だ
な
あ
」
と
力
強
く
褒
め
る
。

そ
の
こ
と
で
、
後
か
ら
言
う
子
も
少

し
点
数
を
低
く
言
う
。

　

そ
し
て
、
③
の
悪
か
っ
た
こ
と
だ

け
謝
ら
せ
る
。
こ
こ
ま
で
が
基
本
。

２	

自
閉
症
の
子
に
＋
α
の
指
導

　

自
閉
症
の
子
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の

子
は
、
こ
の
対
応
で
カ
バ
ー
で
き
る
。

　

た
だ
、
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
子
の
場

合
、
次
の
よ
う
な
＋
α
の
指
導
が
必

要
に
な
る
。

　

相
手
が
い
い
よ
と
言
っ
て
、

初
め
て
謝
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

相
手
が
許
し
て
い
な
い
の
に
、「
俺

は
謝
っ
た
か
ら
い
い
だ
ろ
」
と
い
う

子
を
多
く
見
て
き
た
。

　

ど
こ
ま
で
謝
る
の
か
。
ど
こ
ま
で

や
っ
た
ら
終
わ
り
な
の
か
と
い
う
見

通
し
を
も
た
せ
る
必
要
が
あ
る
。

３	

絵
で
因
果
関
係
を
理
解
さ
せ
る

　

こ
こ
ま
で
は
、
言
葉
で
指
導
す
る

パ
タ
ー
ン
を
示
し
た
。
こ
れ
で
難
し

い
子
の
場
合
は
、
絵
を
使
う
と
い
い
。

　

四
コ
マ
漫
画
の
よ
う
に
、
簡
単
な

絵
を
使
っ
て
、
け
ん
か
に
な
っ
た
経

緯
を
絵
で
確
認
し
て
い
く
の
だ
。

　

Ａ
君
が
こ
う
言
っ
た
。
す
る
と
、

Ｂ
君
は
こ
う
言
い
返
し
た
。
す
る
と
、

Ａ
君
は
、
腹
が
立
っ
て
体
を
押
し
た
。

Ｂ
君
は
や
り
返
し
て
蹴
っ
た
。

　

因
果
関
係
を
確
認
し
な
が
ら
、
こ

れ
を
時
系
列
で
絵
に
描
い
て
い
く
。

吹
き
出
し
や
思
っ
た
こ
と
も
か
き
加

え
る
。
そ
の
絵
を
使
っ
て
、「
け
ん

か
に
な
っ
た
理
由
は
何
か
」「
自
分

が
よ
く
な
か
っ
た
と
こ
ろ
は
ど
こ

か
」「
ど
う
す
れ
ば
け
ん
か
に
な
ら

ず
に
済
ん
だ
か
」
を
考
え
て
い
く
。

　

教
師
は
一
つ
一
つ
認
め
て
褒
め
て

い
け
ば
よ
い
。
そ
の
上
で
、
悪
か
っ

た
と
こ
ろ
を
謝
っ
て
解
決
し
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
指
導
を
通
し
て
、
子
供

た
ち
は
処
理
の
仕
方
を
学
ん
で
い
く
。

自
閉
傾
向
の
あ
る
子
供
が
納
得
で
き
る
ト
ラ
ブ
ル
・
け
ん
か
の
さ
ば
き
方

け
ん
か
両
成
敗
＋
α
で
納
得
さ
せ
る

け
ん
か
の
裁
き
方
は
教
師
に
必
須
の
技
能
で
あ
る
。
全
て
の
教
師
が
学
ぶ
べ
き
内
容
で
あ
る
。

け
ん
か
両
成
敗
を
基
本
と
し
て
、
子
供
が
納
得
す
る
形
で
指
導
を
終
え
る
。

そ
れ
が
子
供
自
身
の
ス
キ
ル
獲
得
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

※
小
柳
憲
司
著
﹃
身
体
・
行
動
・
こ
こ
ろ
か
ら
考
え
る 

　

子
ど
も
の
診
か
た
・
関
わ
り
か
た
﹄︵
新
興
医
学
出
版
社
︶

　

好
評
発
売
中
！
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五
、六
年
生
で
行
う
文
字
指
導
は
、「
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
ス
キ
ル
」（
教
育
技
術
研
究
所
）で

「
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
単
語
や
文
を
な
ぞ
り
書
き
し
た
り
書
き
写
し
た
り

す
る
活
動
」
が
五
年
生
か
ら
入
っ
て
く
る
。
こ
の
際
、
四
線
付
き
の
お
手
本
を

見
な
が
ら
書
き
写
す
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

小こ

林ば
や
し 

智と
も

子こ

東
京
都
公
立
小
学
校
教
諭

　

二
〇
二
〇
年
か
ら
五
、
六
年
生
の

外
国
語
の
授
業
で
「
読
む
こ
と
」「
書

く
こ
と
」
を
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
前
の
二
年
間
の
移
行
期
間
で
、

段
階
的
に
「
読
む
こ
と
」「
書
く
こ

と
」
の
指
導
を
行
っ
て
き
た
。「
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
ス
キ
ル
」
は
、
ユ
ー

ス
ウ
ェ
ア
や
音
声
の
デ
ー
タ
が
無
料

で
使
え
て
、
と
て
も
便
利
で
あ
る
。

　

四
線
の
上
に
載
っ
て
い
な
い
単
語

を
見
な
が
ら
書
き
写
す
と
、
正
し
く

書
き
写
せ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　

左
は
実
際
に
あ
っ
た
間
違
い
の
例

で
あ
る
。

「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
ス
キ
ル
」
で
は
、

四
線
付
き
の
お
手
本
を
見
な
が
ら
書

き
写
し
て
い
く
た
め
、
間
違
い
が
ぐ

ん
と
減
る
。

トークライン
読者限定

お得情報!!
くわしくは、下を

ご覧ください。

TOSSオリジナル教材
https://www.tiotoss.jp/ 期間：2020年6月15日～ 9月14日

TOSSオリジナル教材ウェブサイトの
「タイアップ企画」からご注文ください。
関連商品のプレゼントなど、様々な特典
をご用意しております。７、８、９月号
でご紹介する商品は、下記の３か月間
ずっとご注文いただけます。
早めの準備をしたい方や、短い期間では
忙しくてつい買いそびれてしまう方にも
安心してお買い求めいただけます。
『教育トークライン』誌とともに、“クラス
全員が熱中する教材”もぜひご利用ください。 ８月号で紹介！

トレースくん　4,500円（税込）
パスワード：ecsqd9
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「おてほんくん　日本地図」

７月号で紹介！
アルファベットスキル　350円（税込）
パスワード：d6hbkd
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「アルファベットスキル
音声CD」

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材ウェブサイトのタイアップ商
品ページにある限定コードの枠に半角英数字でご入
力ください。
※パスワードには有効期間がございますので、ご
　注意ください。

授業が激変！ TOSS指導法最前線

クラス全員が熱中するこの教材！

み
ん
な
大
好
き

「
わ
く
わ
く
ず
か
ん 

し
ょ
く
ぶ
つ
は
か
せ
」（
正
進
社
）

探
検
の
お
供
・
必
須
ア
イ
テ
ム
。

高た
か

野の 

宏ひ
ろ

子こ

新
潟
県
三
条
市
立
長
沢
小
学
校

探
検
の
必
須
ア
イ
テ
ム

　

二
年
生
を
担
任
し
た
。
生
活
科
で
、

季
節
を
探
し
に
校
庭
に
出
る
。
そ
の

と
き
の
必
須
ア
イ
テ
ム
が
「
わ
く
わ

く
ず
か
ん 

し
ょ
く
ぶ
つ
は
か
せ
」

だ
。
学
級
の
備
品
と
し
て
、
生
活
科

の
予
算
で
人
数
分
購
入
し
た
。
と
て

も
気
に
入
っ
て
マ
イ
ず
か
ん
を
購
入

し
た
子
が
何
人
も
い
た
。
魅
力
は
た

く
さ
ん
あ
る
が
三
つ
紹
介
す
る
。

魅
力
１　

場
所
が
分
か
る
目
次

　

巻
末
の
索
引
、
こ
れ
は
普
通
で
あ

る
。
表
紙
を
め
く
る
と
植
物
が
発
見

で
き
る
場
所
が
書
い
て
あ
る
。
①
野

原
や
山　

②
学
校
の
周
り　

③
花
壇

や
校
庭
、
畑
な
ど　

の
三
つ
。
探
検

す
る
場
所
に
合
わ
せ
て
そ
の
ペ
ー
ジ

を
開
く
。
と
て
も
探
し
や
す
い
。

魅
力
２　

写
真
で
な
く
イ
ラ
ス
ト

　

図
鑑
に
よ
く
あ
り
が
ち
な
の
が
写

真
だ
が
、
意
図
的
に
イ
ラ
ス
ト
だ
。

よ
さ
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。
①
色

や
特
徴
が
よ
く
分
か
る　

②
背
景
が

な
い
の
で
植
物
そ
の
も
の
が
際
立
つ
。

発
達
に
凸
凹
の
あ
る
子
供
に
と
っ
て

背
景
は
余
計
な
情
報
だ
。
写
真
の
細

部
に
こ
だ
わ
り
、
植
物
に
注
目
で
き

な
い
子
も
い
る
。

魅
力
３　

コ
ン
パ
ク
ト
で
情
報
満
載

　

冊
子
は
小
さ
く
薄
く
軽
い
。
だ
か

ら
ど
こ
へ
で
も
持
っ
て
行
け
る
。
で

も
内
容
は
濃
く
深
く
楽
し
い
。
植
物

遊
び
な
ど
、
み
ん
な
夢
中
に
な
っ
た
。

　

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

『教育トークライン』
教育技術研究所
タイアップ企画！

&
エネルギー資源について考え
近未来の発電方法を知る
エネルギー資源は本当に増えているのか考える。
コンテンツ：「エネルギー学習スキル」（2019年度改訂版）p.11「世界のエネルギー資源確認埋蔵量」

吉
よし

原
わら

 尚
なお

寛
ひろ

千葉県匝瑳市立野栄中学校

発問１  60年前の1960年、石油の可採年数は今よりも長いか、短いか。（子供から、「長い」「短
い」両方の意見が出る）。正解は短い。今から60年前の方が石油可採年数は短かったのです。

発問２  どうして石油の可採年数は０にならないのでしょうか？　理由をノートに書きます。
（「石油が見付かった」「使う量が減った」「新しい発電方法が見付かった」が出る）。どれも、
正解です。油田の発見、省エネによる電気使用量の減少、発電方法の開発などが考えられます。

説明  今日は新しい発電方法を紹介します。「核融合発電」、この発電方法だと１gの気体で石
油８t分のエネルギーを作ることができます。石油８t分のエネルギーとはひと月400kwh
の家庭だとおよそ８年分の電気消費量です。そして、この発電方法がすごいのは、発電の
材料となる気体を海水から取り出すことができるため枯渇する心配がないのです。

語り  限りある資源を大切にしながら、人類が安定した生活を送ることができるようなエネ
ルギーの開発をしていくのが、皆さんの世代の役目です。

【エネルギーセミナー開催予定・テキストの申込み方法】全国大会：2021年１月予定　　　
申込み：エネルギー教育全国協議会　http://www.eneducation.jp/sym/index.html
テキスト申込み先：エネルギー教育全国協議会事務局　美崎　misaki@tiotoss.jp

※消費増税などの影響で、期間中に値上げする可能
性がございます。何とぞ、ご承知おきください。

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

TOSSテキスト
を活用した授業実践報告
TOSSテキスト
を活用した授業実践報告

９月号で紹介！
TOSSかけ算九九計算尺セット
「かけ算九九の助」　350円（税込）
パスワード：1xae73
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「一筆箋　算数の授業」
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デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説

copy free

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い 

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
中な

か
　た
に谷 

康や
す
　ひ
ろ博

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

保
護
者
へ
の
対
応
の
こ
と
で
管
理
職
か
ら

叱
責
を
受
け
て
い
る

イラスト：木村 雄介

　
学
級
が
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
せ

ん
。
保
護
者
か
ら
は
、
時
間
を
問

わ
ず
電
話
が
あ
っ
た
り
理
不
尽
と

も
取
れ
る
要
求
が
あ
っ
た
り
し
ま

す
。
管
理
職
に
相
談
し
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

具
体
的
な
対
応
が
は
っ
き
り
せ
ず
、

話
を
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、
心
が
重

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
時
折
、

管
理
職
か
ら
は
、「
言
っ
た
と
お
り

に
対
応
し
て
い
な
い
」
と
叱
責
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
分
の

力
不
足
は
分
か
っ
て
い
る
つ
も
り

な
の
で
す
が
、
苦
し
い
で
す
。
ど

う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

保
護
者
対
応
に
つ
い
て
、
法
的
に
は
、

勤
務
時
間
内
で
の
対
応
で
充
分
で
す
。

　

勤
務
時
間
外
で
の
電
話
対
応
に
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
。
管
理
職
か
ら
勤
務
時

間
外
の
電
話
対
応
を
強
い
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
の
な
ら
、
法
的
に
問
題
が
あ
り

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
管
理
職
に

改
善
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
例

え
ば
、
管
理
職
に
対
し
て
、「
保
護
者

へ
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
言
う

こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

　

最
近
の
学
校
で
は
、
勤
務
時
間
外
の

電
話
に
は
、
留
守
番
電
話
で
の
対
応
が

広
ま
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

　

一
方
で
、
こ
の
相
談
の
先
生
は
、「
自

分
の
力
不
足
は
分
か
っ
て
い
る
つ
も
り

な
の
で
す
」
と
も
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
「
力
不
足
」
に
つ
い
て
は
、
自

分
の
努
力
で
補
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
サ
ー
ク

ル
の
例
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
自
主
的

に
参
加
し
、
研
さ
ん
を
積
ん
で
ほ
し
い

で
す
。

　

次
回
の
事
件
例
。
回
答
は
次
号
。

　

六
年
生
の
児
童
が
、
あ
る
男
児
か

ら
日
常
的
に
嫌
が
ら
せ
を
受
け
て
い

ま
す
。
先
日
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
暴
言
で
、

学
校
に
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
事
実
確
認
を
し
た
後
に
、

加
害
男
児
か
ら
、
暴
言
を
受
け
た
児

童
に
対
し
て
謝
罪
を
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
暴
言
を
受
け
た
児
童
の
保

護
者
は
、
加
害
児
童
の
保
護
者
に
も

謝
罪
を
さ
せ
る
べ
き
だ
と
、
学
校
に

訴
え
て
き
て
い
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

研
究
主
任
日
記
　

学
校
の
教
育
活
動
を
創
造
す
る

校
内
研
究
は
、
日
々
の
授
業
改
善
が
目
的
で
あ
る
。

日
々
使
え
る
も
の
を
研
究
し
、
授
業
し
な
け
れ
ば
、

授
業
の
上
達
は
な
い
。
同
じ
視
点
で
教
材
研
究
し
、

指
導
案
を
シ
ン
プ
ル
に
す
る
こ
と
で
、
共
有
化
が
図
れ
る
。

千ち

葉ば 

雄ゆ
う

二じ

東
京
都
小
平
市
立
小
平
第
四
小
学
校

を
参
観
す
る
か
ら
だ
。

　

授
業
改
善
を
行
う
際
に
、
教
材
研

究
の
共
有
化
を
し
た
。

　

校
内
研
究
の
際
に
、
指
導
案
の
ほ

か
に
「
教
材
研
究
シ
ー
ト
」
と
し
て
、

「
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
は
何
か
」

「
本
時
の
主
な
手
立
て
は
何
か
」
な

ど
を
示
し
、
Ａ
４
一
枚
で
授
業
の
ポ

イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
。

　

本
時
案
で
は
、「
考
え
る
視
点
」「
交

流
す
る
視
点
」「
活
用
す
る
視
点
」

の
手
立
て
を
載
せ
た
。

　

左
に
「
教
材
研
究
シ
ー
ト
」、
右

に
「
本
時
案
」
を
載
せ
て
あ
る
。

　

研
究
発
表
会
で
は
、
配
付
の
指
導

案
も
シ
ン
プ
ル
に
し
た
。

　

校
内
研
究
で
は
、
研
究
主
任
が
で

き
る
だ
け
ゴ
ー
ル
を
思
い
描
く
こ
と

だ
。

　

特
に
、
研
究
発
表
な
ど
を
計
画
し

て
い
る
場
合
は
、
当
日
の
発
表
会
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

　

研
究
発
表
で
は
、
様
々
盛
り
込
み

た
い
の
は
分
か
る
。

　

し
か
し
、
参
観
者
か
ら
す
る
と
、

ラ
ー
メ
ン
屋
の
「
全
部
の
せ
」
の
よ

う
に
な
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
好
き
な
人
も
い
る
が
、

少
数
派
だ
。
シ
ン
プ
ル
を
心
掛
け
る

べ
き
で
あ
る
。

　

参
観
者
は
、
今
年
度
の
担
当
学
年
、

興
味
が
あ
る
教
科
で
、
当
日
の
授
業

教材研究シート 本時案

プリントは、デジタル・トー
クラインからダウンロードで
きます。

「研究の視点については、リーフレットをご覧ください。また、補助資料が、各教室前に置いてありますので、ご参
照ください。後日、ＨＰにもアップしますので、ダウンロードしてお使いいただけます」
　もっと知りたい人のために、このような手立てを取って、研究発表会を行った。
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クラウドを活用した
時間短縮の仕事術

子供も教師も 
元気になる 

学級経営のコツ

働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

タブレットPCで
授業準備が楽に 
なる
楽しく遊び感覚で空間図
形を作れて、時短になる
アプリ紹介。

神奈川県海老名市立柏ケ谷中学校

町
まち

田
だ

 貴
たか

司
し

ネ
ッ
ト
上
に
「GeoGebra

」
で
使

え
る
図
形
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ

ら
を
利
用
し
て
、
自
分
で
加
工
す
れ

ば
、
授
業
準
備
時
間
の
短
縮
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
空
間
図
形
だ
け
で
な
く

平
面
図
形
や
関
数
に
も
使
え
る
の
が

「GeoGebra

」
の
強
み
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
が
「GeoGebra

」
を

使
え
る
環
境
さ
え
そ
ろ
え
ば
、
時
間

短
縮
だ
け
で
な
く
、
理
解
が
深
ま
る
。

４	

ア
プ
リ
で
時
短

「
一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
時
代
」
は

す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
。
そ
れ
ま

で
に
、
様
々
な
ア
プ
リ
を
使
い
こ
な

せ
る
よ
う
に
な
ろ
う
。
そ
れ
が
授
業

の
準
備
時
間
短
縮
に
つ
な
が
る
。

誰
で
も
直
方
体
が
一
分
で

作
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
角
す
い
や

円
す
い
も
自
在
に
作
れ
る
。

　

投
影
図
だ
っ
て
簡
単
だ
。

　

授
業
の
冒
頭
で
、
黒
板
に
映
し
た

直
方
体
が
回
転
す
る
と
、「
お
ー
、

す
ご
い
」
と
、
子
供
た
ち
か
ら
歓
声

が
沸
く
。
そ
し
て
、
す
ぐ
に
子
供
が

使
い
た
く
な
る
。

３	

更
な
る
広
が
り

　

更
に
、
自
分
で
作
ら
な
く
て
も
、

　

中
学
一
年
の
単
元
、
空
間
図
形
は
、

数
学
で
は
珍
し
く
、
物
が
必
要
な
単

元
だ
。
特
に
角
柱
や
円
す
い
な
ど
は
、

一
人
に
一
個
、
手
元
に
あ
る
と
空
間

図
形
の
理
解
が
深
ま
る
が
、
時
間
も

掛
か
り
、
物
が
な
い
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
物
を
用
意
す
る
代
わ
り

に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
で
空
間
図
形

に
触
れ
さ
せ
て
み
よ
う
。

１	

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
が
一
人
一
台

　

コ
ロ
ナ
騒
動
で
、
各
学
校
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
が
加
速
度
的
に
広
が
っ
て
い

る
。教
師
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
使
っ

て
授
業
が
で
き
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
今
の
う
ち
か
ら
タ
ブ
レ
ッ

ト
Ｐ
Ｃ
を
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
学

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

授
業
で
ア
プ
リ
を
使
お
う
。

　

今
回
は
、
中
学
一
年

の
空
間
図
形
の
単
元

で
使
え
る
ア
プ
リ
の

一
つ
、「GeoGebra

」
を
紹
介
す
る
。

２	

ア
プ
リ
で
授
業
が
盛
り
上
が
る

「GeoGebra

」
は
フ
リ
ー
ソ
フ
ト

で
、
ネ
ッ
ト
上
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
。「GeoGebra

」
を
使
う
と
、

　

空
間
図
形
が
簡
単
に
で
き
る
。

　

こ
の
ソ
フ
ト
は
使
い
慣
れ
た
ら
、

ば
か
り
い
る
と
…
…
。
怖
い
こ
と
だ
。

３	

高
学
年
女
子
は
う
わ
さ
話
で

　

褒
め
言
葉
は
、
直
接
本
人
に
言
う

場
合
と
間
接
的
に
言
う
場
合
が
あ
る
。

　

仲
の
良
い
友
達
や
兄
弟
に
「
弟
、

よ
く
勉
強
し
て
い
る
よ
」「
お
姉
ち
ゃ

ん
、
下
級
生
に
優
し
い
ん
だ
よ
。
す

ご
い
よ
ね
」
な
ど
と
「
う
わ
さ
話
」

と
し
て
一
声
掛
け
る
。

　

直
接
褒
め
ら
れ
て
も
効
果
的
だ
が
、

間
接
的
に
聞
く
「
良
い
う
わ
さ
話
」

も
ま
た
効
果
的
で
あ
る
。

　

特
に
高
学
年
女
子
は
、
う
わ
さ
話

が
大
好
き
だ
。

「
千
葉
先
生
が
ね
、
フ
ミ
ち
ゃ
ん
の

こ
と
褒
め
て
い
た
よ
」

「
え
、
何
て
言
っ
て
た
⁉
」

　

教
師
か
ら
「
品
の
い
い
う
わ
さ

話
」
を
流
す
よ
う
に
す
る
と
よ
い
。

　

そ
し
て
、
教
師
は
、
と
に
か
く
、

こ
と
あ
る
ご
と
に
褒
め
て
い
き
た
い
。

「
褒
め
よ
う
」
と
思
っ
て
ア
ン
テ
ナ

を
張
っ
て
い
る
と
、
褒
め
る
チ
ャ
ン

ネ
ル
が
脳
に
で
き
て
く
る
。

　

褒
め
る
こ
と
で
、
学
級
の
シ
ス
テ

ム
が
良
い
方
向
に
強
化
さ
れ
て
い
く
。

２	

や
ん
ち
ゃ
君
は
ス
ト
レ
ー
ト
に

　

個
別
で
褒
め
る
と
き
は
、「
あ
な

た
の
こ
こ
が
す
ご
い
」
と
い
う
こ
と

を
再
認
識
、
ま
た
は
、
新
発
見
さ
せ
、

気
付
か
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

個
別
に
褒
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

子
供
に
自
信
が
付
く
わ
け
だ
。

　

例
え
ば
、
絵
本
作
家
の
五
味
太
郎

氏
は
、
図
画
工
作
の
時
間
に
、「
う

～
ん
。
何
か
い
い
。
と
に
か
く
い
い
」

と
先
生
に
言
わ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

教
師
に
褒
め
ら
れ
た
気
が
し
た
と

言
う
。
そ
し
て
、
そ
の
道
に
足
を
踏

み
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

個
別
に
発
せ
ら
れ
た
褒
め
言
葉
は
、

そ
の
子
の
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
。

　

教
師
に
褒
め
ら
れ
て
、
将
来
の
道

が
定
ま
っ
た
人
は
た
く
さ
ん
い
る
。

　

個
別
に
褒
め
て
、
錯
覚
さ
せ
る
よ

う
に
自
信
を
も
た
せ
ら
れ
れ
ば
、
す

て
き
な
こ
と
だ
。
し
か
し
、
叱
っ
て

１	

全
体
の
前
で
褒
め
る
の
は
？

　

教
師
が
全
体
の
前
で
褒
め
て
い
る

の
は
、
ク
ラ
ス
を
よ
り
良
く
す
る
た

め
だ
。「
こ
ん
な
子
が
増
え
て
ほ
し

い
」
と
い
う
集
団
形
成
を
狙
っ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。

「
ふ
み
え
ち
ゃ
ん
、
す
ご
い
な
あ
。

も
う
三
行
も
ノ
ー
ト
に
書
い
て
い
る
」

　

教
師
の
言
葉
は
、
子
供
た
ち
の
発

言
や
行
動
を
評
価
し
、
価
値
付
け
て

い
る
。

　

授
業
中
は
、
教
え
た
こ
と
や
指
示

し
た
こ
と
に
対
し
て
、
き
ち
ん
と

や
っ
て
い
る
子
を
ど
ん
ど
ん
褒
め
て

ほ
し
い
。
学
習
規
律
が
、
心
地
良
い

褒
め
言
葉
に
よ
っ
て
浸
透
し
て
い
く
。

そ
し
て
、
具
体
的
な
場
面
で
強
化
さ

れ
る
。
子
供
た
ち
は
、「
か
お
る
君

の
よ
う
に
発
言
す
れ
ば
い
い
の
か
」

「
い
ち
か
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
、
丁
寧

に
書
け
ば
い
い
の
か
」
な
ど
、
教
師

の
褒
め
言
葉
に
よ
っ
て
、
良
い
イ

メ
ー
ジ
を
描
け
る
。

　

生
活
指
導
の
場
面
で
も
同
じ
だ
。

　

ほ
う
き
の
使
い
方
、
遊
び
方
、
係

活
動
の
や
り
方
な

ど
、
教
師
が
教
え

て
褒
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
具
体
的

な
場
面
で
学
習
さ

れ
る
の
だ
。

褒めるチャンネル
を脳に作る
笑顔で教えて褒める。
集団形成と個性伸長を意図
的に行いたい。

東京都小平市立小平第四小学校

千
ち

葉
ば

 雄
ゆう

二
じ

イラスト：井手本 美紀
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TOSS授業技量検定
に挑戦！

授業技量向上の法則 働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

１	

初
任
時
代
の
日
記
指
導

　

初
担
任
と
し
て
挑
ん
だ
黄
金
の
三
日
目
。
教

育
技
術
研
究
所
か
ら
購
入
し
た
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

ノ
ー
ト
」
を
、
日
記
用
と
し
て
全
員
に
配
る
。

翌
日
、
一
名
を
除
き
全
員
が
提
出
。
以
降
、
一

人
、
二
人
は
忘
れ
る
日
も
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ

全
員
の
提
出
が
続
く
。

　

し
か
し
、翌
週
以
降
、徐
々
に
提
出
数
が
減
っ

て
き
た
。
出
し
て
い
る
生
徒
を
褒
め
て
も
、
出

さ
な
い
生
徒
を
注
意
し
て
も
、
減
少
を
止
め
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

出
さ
な
い
生
徒
が
半
数
を
超
え
た
あ
た
り
か

ら
、
提
出
数
は
激
減
し
た
。
夏
休
み
を
待
た
ず
、

提
出
数
０
の
日
が
や
っ
て
き
た
。

　

考
え
ら
れ
る
原
因
は
、
次
だ
。

「
日
記
を
見
て
ほ
し
い
」
と
思
わ
れ
る
教

師
に
な
れ
な
か
っ
た
こ
と
。

　

今
思
い
返
し
て
み
る
と
、
日
々
の
生
徒
と
の

関
わ
り
は
薄
か
っ
た
。

　

目
立
っ
て
頑
張
っ
た
生
徒
だ
け
を
褒
め
て
い

た
。
陰
で
頑
張
っ
て
い
る
生
徒
の
存
在
に
気
付

き
、
褒
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

　

だ
か
ら
、
コ
メ
ン
ト
の
内
容
も
あ
り
き
た
り

だ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
、
私
自
身
が
満
足
に
日
記
を
書
い

た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
私
が
、
人
の
言

葉
を
借
り
て
日
記
の
価
値
を
語
っ
た
と
し
て
も
、

生
徒
の
心
に
は
響
か
な
い
。
思
春
期
真
っ
た
だ

中
の
中
高
生
な
ら
ば
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

２	

自
分
の
行
動
を
変
え
て
い
く

　

自
分
自
身
が
日
記
を
書
く
こ
と
か
ら
始
め
た
。

書
く
こ
と
の
大
変
さ
、
続
け
る
こ
と
の
難
し
さ

を
知
っ
た
。
何
よ
り
、
書
く
価
値
を
実
感
し
た
。

　

休
み
時
間
や
部
活
動
な
ど
、
生
徒
と
一
緒
に

い
る
時
間
、
会
話
を
す
る
時
間
を
増
や
し
た
。

近
く
に
寄
っ
て
こ
な
い
生
徒
に
は
、
こ
ち
ら
か

ら
積
極
的
に
寄
っ
て
い
っ
た
。

　

日
記
を
提
出
し
な
い
生
徒
、
書
い
て
は
来
る

が
一
言
、
二
言
の
生
徒
に
対
し
、
と
や
か
く
言

う
こ
と
を
止
め
た
。
そ
れ
以
上
に
日
々
の
関
わ

り
を
増
や
し
た
。

　

生
徒
と
の
関
わ
り
を
増
や
す
こ
と
で
、
褒
め

た
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
見
え
て
き
た
。

　

コ
メ
ン
ト
も
、
生
徒
の
名
前
を
含
め
、
可
能

な
限
り
長
く
書
い
た
。　

　

気
が
付
く
と
、
三
月
末
ま
で
日
記
の
や
り
取

り
が
続
く
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
た
。

　

提
出
さ
れ
る
日
記
の
数
は
、
生
徒
か
ら
の
信

頼
や
尊
敬
を
測
る
、
一
つ
の
指
標
に
な
る
。

上う
え

田だ 

浩ひ
ろ

人と

北
海
道
浦
河
高
等
学
校

日
記
を
見
せ
た
く
な
る
教
師
を
目
指
し
て

長
谷
川
博
之
氏
と
生
徒
の
日
記
の
や
り
取
り
。
教
師
と
生
徒
の
深
い
交
流
に
憧
れ
、
初
担
任
以
降
、
毎
年

日
記
の
や
り
取
り
を
行
っ
て
い
る
。
初
め
は
順
調
で
も
、
提
出
さ
れ
る
日
記
の
数
が
徐
々
に
減
っ
て
い
く
。

「
も
っ
と
学
べ
」
と
い
う
神
様
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。

現
実
を
受
け
入
れ
、
自
ら
を
磨
き
続
け
る
こ
と
が
、
日
記
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
気
付
い
た
。

いつまでも成長
したい
検定は、自分の実力をメ
タ認知※できるすごいシ
ステム。謙虚にならざる
を得ない。挑戦するだけ
立派！　楽しく教師修業
を続けよう。

神奈川県厚木市立依知小学校

二
に

瓶
へい

 祐
ゆう

子
こ

陸
文
化
か
ら
影
響
を
受
け
、
そ
し
て

今
や
、「CO

O
L　

JA
PA

N

」
と
し

て
世
界
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。
代
案
を
聞
き
な
が

ら
「
面
白
い
！　

も
っ
と
調
べ
て
み

た
い
」
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
た
。
子

供
が
授
業
中
、
し
ゃ
べ
っ
た
り
、
違

う
こ
と
し
た
り
す
る
の
は
自
分
の
せ

い
だ
！　

つ
ま
ら
な
い
か
ら
だ
！

３	

教
師
修
業
は
果
て
し
な
く

　

今
は
担
任
を
も
つ
こ
と
は
な
く

な
っ
た
。
し
か
し
、
特
別
支
援
に
つ

い
て
、教
科
の
知
識
、最
先
端
の
様
々

な
情
報
を
欲
し
て
い
る
。「
教
師
修

業
は
果
て
し
な
く
」
ま
だ
ま
だ
興
味

は
尽
き
な
い
。

　

検
定
に
ポ
チ
ッ
と
申
し
込
ん
だ
後
、

日
々
に
忙
殺
さ
れ
、
後
悔
す
る
こ
と

も
あ
る
。
し
か
し
、
何
歳
に
な
っ
て

も
、
検
定
を
受
け
る
と
成
長
が
実
感

で
き
る
。

　

定
年
ま
で
あ
と
数
年
の
私
を
熱
中

さ
せ
て
く
れ
る
。
そ
れ
が
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

授
業
技
量
検
定
で
あ
る
。

寧
な
つ
も
り
の
余
計
な
お
世
話
＂
で

授
業
が
つ
ま
ら
な
く
な
る
こ
と
を
、

意
識
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

Ｄ
表
を
ク
リ
ア
し
て
初
の
Ｃ
表
は
、

一
年
生
の
教
科
書
を
使
っ
た
算
数

「
ず
を
つ
か
っ
て
か
ん
が
え
よ
う
」

の
文
章
題
指
導
。
子
供
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
文
章
題
指
導
に
つ
い
て
ま

と
め
た
。

「
頭
に
絵
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と

が
肝
」
と
主
張
に
書
い
た
の
に
、
実

際
の
授
業
は
教
科
書
の
絵
を
用
い
て

作
業
さ
せ
る
内
容
だ
っ
た
。
自
ら
の

指
導
案
に
違
和
感
を
も
ち
つ
つ
、
主

張
と
授
業
の
ず
れ
に
気
付
か
な
か
っ

た
と
こ
ろ
を
、
鈴
木
良
幸
氏
に
ズ

バ
ッ
と
一
言
で
指
摘
さ
れ
た
。
指
導

案
は
検
定
用
、
授
業
は
校
内
の
研
究

授
業
で
や
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
も
や

も
や
が
、
吹
っ
切
れ
た
。

　

検
定
の
指
導
案
を
谷
氏
に
見
て
も

ら
う
機
会
が
あ
っ
た
。「
江
戸
時
代

の
版
画
が
西
洋
に
影
響
を
与
え
た
」

と
い
う
内
容
だ
っ
た
の
だ
が
、
谷
氏

の
代
案
は
壮
大
だ
っ
た
。
日
本
が
大

１	

検
定
で
い
じ
け
る

　

定
年
ま
で
、
あ
と
数
年
を
残
す
身

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
今
も
検
定
に

挑
戦
し
続
け
て
い
る
。
検
定
は
若
者

の
た
め
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
が
始
ま
っ

た
頃
、「
誰
で
も
初
段
は
取
れ
る
」
と

向
山
洋
一
氏
は
、
力
強
く
言
っ
て
い

た
。
当
時
、
何
回
受
検
し
て
も
、
二

十
五
級
か
ら
全
く
上
が
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
う
ち
に
、
検
定
ど
こ
ろ
か
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
か
ら
も
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
た
。

２	

検
定
で
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

「
こ
れ
で
は
子
供
た
ち
に
申
し
訳
な

い
」
と
思
い
、
三
年
前
か
ら
再
び
検

定
を
受
け
始
め
た
。

　

経
験
年
数
に
応
じ
て
実
力
を
付
け

た
の
か
と
思
い
き
や
、
自
然
に
参
加

者
の
中
を
歩
け
な
い
。
参
加
者
に
向

け
た
マ
イ
ク
を
持
つ
手
が
震
え
る
な

ど
、
全
く
児
童
役
に
対
応
で
き
な
い

一
方
的
な
授
業
に
な
っ
た
。
し
か
し

検
定
後
の
挫
折
感
と
と
も
に
自
分
を

メ
タ
認
知
し
「
ま
た
受
け
た
い
！
」

と
い
う
心
地
良
さ
が
残
っ
た
。
検
定

で
自
ら
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
あ
る
。

　

Ｄ
表
検
定
の
再
出
発
の
授
業
は
音

楽
。
歌
と
振
り
付
け
で
輪
唱
を
教
え

る
授
業
。
説
明
せ
ず
、
指
示
だ
け
で

組
み
立
て
る
授
業
を
学
ん
だ
。
＂丁

※ 

自
分
自
身
の
思
考
、
行
動
、
感
情
な
ど
を
客
観
的
に
認
識
し
、
制
御
す
る
こ
と
。
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谷
たに

 和
かず

樹
き

授業の ベーシック
　スキル
ベーシックベーシック
　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル
ベーシック
　スキル

授業技量向上の法則

１	

向
山
洋
一
氏
、新
卒
時
代
に
出で

逢あ

っ
た
冊
子

　

雪
小
三
人
会
で
向
山
氏
に
見
せ
た
﹃
国
民
教
育

研
究
№
22
「
日
本
の
地
理
」
農
業
編
﹄（
青
森
県
国

民
教
育
研
究
所
編
）。
何
せ
向
山
氏
の
新
卒
時
で
あ

る
。
教
職
員
組
合
関
係
で
入
手
し
た
か
も
し
れ
な

い
。
か
す
か
に
覚
え
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

一
二
〇
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
小
冊
子
で
あ
る
が
、
こ

の
う
ち
「
青
森
の
リ
ン
ゴ
」
の
章
が
一
〇
ペ
ー
ジ

あ
っ
た
。
う
ち
「
リ
ン
ゴ
の
栽
培
の
歴
史
」
が
二

ペ
ー
ジ
あ
り
、
こ
れ
が
向
山
氏
の
リ
ン
ゴ
生
産
高

実
践
の
原
典
か
と
思
っ
た
 ※
。

﹃
向
山
の
教
師
修
業
十
年
﹄（
向
山
洋
一
著　

学
芸

み
ら
い
社
）
五
五
～
五
八
ペ
ー
ジ
に
書
か
れ
て
い

る
、
補
教
に
行
っ
た
と
き
の
授
業
実
践
で
あ
る
。

「
な
ぜ
青
森
県
の
リ
ン
ゴ
生
産
が
日
本
一
な
の
か
」

の
授
業
で
あ
る
。
そ
こ
に
気
候
以
外
の
大
事
な
条

件
と
し
て
の
、
大
土
地
所
有
制
、
大
地
主
、
日
清

日
露
戦
争
、
対
露
貿
易
、
青
森
港
な
ど
に
つ
い
て

向
山
氏
が
説
明
を
し
て
い
る
。

　

私
は
、そ
れ
を
読
み
返
し
て
、や
は
り
、こ
の
「
リ

ン
ゴ
栽
培
の
歴
史
」
が
原
典
だ
と
思
っ
た
。
そ
の

冊
子
に
は
、
大
地
主
、
大
農
経
営
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
肝
心
の
日

清
日
露
戦
争
、
対
露
貿
易
、
青
森
港
の
キ
ー
ワ
ー

ド
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
ど
う
し
て
も
気
に
な
っ

た
。
ほ
か
の
本
で
も
向
山
氏
が
調
べ
て
い
た
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
前
掲
書
を
再
度
読

む
と
、「
青
森
県
史
」
の
中
で
気
候
以
外
の
要
因
を

見
付
け
出
し
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
。

２	

青
森
県
史
以
外
の
資
料
か
ら
見
付
け
る

　

手
元
に
は
「
青
森
県
史
」
が
な
い
の
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
全
三
十
六
巻
の
す
ご
い

ボ
リ
ュ
ー
ム
で
あ
る
。
こ
の
旧
版
も
三
十
巻
以
上

あ
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
も
、
ど
の
巻
に
リ
ン
ゴ
生

産
の
歴
史
が
あ
る
の
か
も
分
か
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
検
索
の
言
葉
を
色
々
変
え
な
が
ら
探
す

と
、
一
般
社
団
法
人
青
森
県
り
ん
ご
輸
出
協
会
の

資
料
「
青
森
県
産
の
リ
ン
ゴ
の
輸
出
に
つ
い
て
」

が
ヒ
ッ
ト
し
た
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が

あ
っ
た
。（
摘
録
・
板
倉
）

　

明
治
八
年
青
森
県
庁
構
内
に
苗
木
三
本
植
え
る
。

輸
出
の
始
ま
り
は
明
治
二
十
七
年
函
館
港
か
ら
清

国
へ
の
輸
出
が
最
初
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
三
十
六
年
、函
館
か
ら
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ

ク
に
八
千
箱
以
上
が
出
荷
。「
青
森
港
」
の
名
称
が

な
か
な
か
出
て
こ
な
か
っ
た
が
、
四
十
二
年
四
月

一
日
、
青
森
港
が
特
別
輸
出
港
に
指
定
さ
れ
て
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
港
へ
の
輸
出
が
可

能
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
同
年
青
森
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ッ
ク
間
の
定
期
航
路
が
開
設
さ
れ
た
。

３	

青
森
県
史
を
調
べ
た
の
は
学
生
時
代

　

向
山
氏
の
青
森
リ
ン
ゴ
実
践
の
原
典
は
新
卒
時

代
で
あ
る
、
と
私
は
推
理
し
た
が
、
そ
の
後
、
関

連
書
を
調
べ
る
う
ち
に
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

年
齢
別
実
践
記
録
集
第
一
巻
の
附
属
世
田
谷
中

学
校
で
の
向
山
氏
の
実
習
日
誌
で
気
付
い
た
。

＂小
倉
君
の
授
業
を
見
る
。（
中
略
）
り
ん
ご
が
青

森
に
、
さ
つ
ま
い
も
が
鹿
児
島
に
集
中
し
て
い
る

の
を
気
候
風
土
だ
け
か
ら
説
明
す
る
の
は
誤
り
だ

（
以
下
略
）＂
実
習
記
録
の
日
付
は
一
九
六
七
年
二

月
二
十
二
日
で
あ
っ
た
。

※ 

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
に
実
物
デ
ー
タ
を
掲
載
。

授業力向上に
役立つこの１冊

青
森
の
リ
ン
ゴ
生
産
高

日
本
一
の
向
山
実
践

向
山
実
践
の
原
典
探
し
に
自
信
が
あ
っ
た
私
の
推
理
は
、

も
ろ
く
も
崩
れ
去
っ
た
。

板い
た

倉く
ら 

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

東
京
都
台
東
区
立
大
正
小
学
校

向山洋一が学んだこの1冊！

『国民教育研究№22
「日本の地理」農業編』
（青森県国民教育研究所編）

　

し
か
し
、
強
圧
的
な
ム
ー
ド
が
あ

る
中
で
の
指
導
は
、
長
い
目
で
見
る

と
マ
イ
ナ
ス
が
多
く
な
る
も
の
だ
。

④
目
線
を
合
わ
せ
て
「
じ
っ
と
」

見
続
け
、
そ
の
目
が
穏
や
か

に
「
笑
っ
て
い
る
」
場
合
。

　

こ
ち
ら
の
方
が
よ
い
。

　

教
師
側
の
「
ゆ
と
り
感
」
が
、
こ

う
し
た
場
面
で
も
重
要
な
の
だ
。

　

さ
ら
に
、
時
に
は
次
の
よ
う
な
こ

と
も
あ
る
。

⑤
一
瞬
目
線
を
し
っ
か
り
と
合

わ
せ
、
す
ぐ
に
そ
ら
せ
る
。

　

こ
れ
も
時
に
は
効
果
的
だ
。

　

こ
う
し
た
「
非
言
語
的
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
は
、
非
常
に
多
く
の
こ
と

を
子
供
た
ち
に
語
っ
て
く
れ
る
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
目
線
と
組
み
合

わ
せ
て
使
う
と
、
さ
ら
に
効
果
的
な

の
が
、「
手
を
使
っ
た
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
」

で
あ
る
。	

（
続
く
）

方
向
へ
歩
み
寄
り
な
が
ら
、
じ
っ
と

見
る
の
で
あ
る
。

　

見
て
い
る
が
、
私
が
声
に
出
し
て

い
る
の
は
「
全
体
へ
の
指
示
・
指
導
」

な
の
で
、
そ
の
子
が
叱
ら
れ
て
い
る

感
じ
は
し
な
い
。

　

し
か
し
、
少
し
だ
け
歩
み
寄
っ
て

「
じ
ー
っ
と
」
見
れ
ば
、
当
然
、

若
干
の
「
圧
」
が
掛
か
る
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
子
の
反
応
に
よ
っ

て
は
、
幾
つ
か
の
応
用
が
、
そ
の
場

で
瞬
時
に
必
要
で
あ
る
。

③
目
線
を
合
わ
せ
て
「
じ
っ
と
」

見
続
け
る
が
、
そ
の
目
が

「
笑
っ
て
い
な
い
」
場
合
。

　

こ
れ
は
、
ち
ょ
っ
と
怖
い
。

　

あ
ま
り
お
勧
め
で
き
な
い
。

　

も
っ
と
強
い
「
圧
」
が
掛
か
っ
て

し
ま
う
。

　

そ
の
子
の
や
ん
ち
ゃ
は
一
瞬
収
ま

る
か
も
し
れ
な
い
。

（
前
号
の
続
き
で
あ
る
）

非
言
語
的
な
対
応

＝
目
線
を
意
図
的
に
合
わ
せ
る

　

む
ろ
ん
、
立
ち
位
置
を
変
え
な
い

対
応
も
あ
る
。

　

も
う
少
し
「
や
ん
ち
ゃ
度
が
高

い
」
太
郎
君
だ
っ
た
ら
、
教
師
が
近

づ
い
て
き
た
こ
と
を
「
正
の
刺
激
」

と
し
て
誤
学
習
し
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
。

　

そ
ん
な
と
き
は
、
近
づ
か
な
い
方

が
よ
い
。

　

距
離
感
を
保
っ
た
ま
ま
、
非

言
語
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
。

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
対
応
だ
。

①
目
線
を
意
図
的
に
合
わ
せ
る
。

　

私
は
自
分
の
ク
ラ
ス
で
も
、
飛
び

込
み
授
業
の
と
き
で
も
、
こ
の
「
目

線
を
合
わ
せ
る
」
方
法
を
頻
繁
に

使
っ
て
い
た
。

　

ま
ず
、
基
本
は
こ
れ
だ
。

②
目
線
を
合
わ
せ
て
「
じ
っ
と
」

見
続
け
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
私
か
ら
の
全
体
へ
の

指
示
・
指
導
は
続
い
て
い
る
。

　

そ
の
ま
ま
、
数
歩
だ
け
そ
の
子
の

授業のベーシック
スキル６

「授業での対応・
応答」�
目線を意図的に合わせる非言語的
な対応。ただ単に「目線を合わせ
る」だけだが、その方法は様々に
応用できる。その子の状態を瞬時
に見て取り、その場で対応を変化
させるのがプロのスキルである。
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長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

急
激
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
不
登
校
関
連
政
策
に

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
よ
う

不
登
校
児
童
生
徒
の
「
現
場
復
帰
」
が
前
提
と
さ
れ
な
く
な
っ
た
今
、
我
々
は
ど
こ
を
目
指
し
て

対
策
を
講
じ
れ
ば
よ
い
か
。
選
択
肢
は
対
象
の
数
だ
け
あ
る
。
各
校
で
組
織
を
つ
く
り
、
方
針
と

方
策
を
決
め
る
の
は
今
だ
。

　

毎
週
末
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
て

い
る
。
直
近
の
セ
ミ
ナ
ー
で
不
登
校
対
策
に
つ

い
て
の
質
問
を
受
け
た
の
で
、
突
っ
込
ん
で
答

え
た
。
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
押
さ
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
国
の
政
策
の
変
容
で
あ
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の

先
生
方
で
あ
れ
ば
、
一
つ
の
常
識
と
し
て
知
っ

て
お
い
て
ほ
し
い
。

﹁
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
の
在
り
方
に
つ

い
て
︵
通
知
︶﹂
令
和
元
年
十
月
二
十
五
日

　

こ
の
通
知
は
必
読
で
あ
る
。
な
ぜ
か
。

　

文
部
科
学
省
は
こ
の
通
知
を
も
っ
て
、
い
わ

ゆ
る
「
平
成
の
四
通
知
」
を
廃
止
し
た
か
ら
で

あ
る
。
以
下
で
あ
る
。

①
「
登
校
拒
否
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」（
平

成
四
年
九
月
二
十
四
日
）

②
「
不
登
校
へ
の
対
応
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

（
平
成
十
五
年
五
月
十
六
日
）

③
「
不
登
校
児
童
生
徒
が
自
宅
に
お
い
て
Ｉ
Ｔ

等
を
活
用
し
た
学
習
活
動
を
行
っ
た
場
合
の

指
導
要
録
上
の
出
欠
の
取
扱
い
等
に
つ
い

て
」（
平
成
十
七
年
七
月
六
日
）

④
「
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
の
在
り
方
に

つ
い
て
」（
平
成
二
十
八
年
九
月
十
四
日
）

　

セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
で
不
登
校
対
策
の
オ
ー

ダ
ー
を
受
け
た
際
、
私
は
こ
の
四
通
知
の
内
容

を
ベ
ー
ス
に
し
て
実
践
を
示
し
て
き
た
。
四
通

知
は
そ
の
時
々
で
現
場
の
実
践
に
多
大
な
る
影

響
を
及
ぼ
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
通
知
を
今
回
、
一
挙
に
廃
止
し
た
。

そ
の
理
由
を
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
背
景
に
は
、
あ
る
法
律
の
存
在
が
あ
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
十
四
日
に
施
行
さ
れ
た

﹁
義
務
教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相

当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
法

律
﹂
で
あ
る
。
こ
の
法
律
の
施
行
以
降
、
不
登
校

に
関
す
る
政
策
が
急
速
に
変
化
し
て
い
る
の
だ
。

　

要
点
は
不
登
校
の
児
童
生
徒
の
学
校
復
帰
を

前
提
と
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
在
宅
学
習
支
援
や
多
様
な
学
び
の
場
の

活
用
な
ど
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
学

校
現
場
と
し
て
打
つ
手
が
な
い
か
と
言
え
ば
、

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
私
は
勤
務
し
た

三
校
で
組
織
的
対
応
を
組
み
立
て
不
登
校
を
ゼ

ロ
に
し
た
が
、
そ
こ
で
行
っ
た
指
導
上
の
工
夫

は
他
校
で
も
参
考
に
な
ろ
う
。﹃
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
特

別
支
援
教
育
﹄
誌
（
教
育
技
術
研
究
所
）
の
小
柳

憲
司
氏
の
誌
上
ラ
イ
ブ
も
極
め
て
価
値
が
高
い
。

　

休
校
措
置
が
続
く
今
、
児
童
生
徒
と
の
関
係

性
を
い
か
に
保
ち
、
構
築
す
る
か
。
各
学
校
で

知
恵
を
絞
り
、
汗
を
か
い
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
せ
よ
オ
フ
ラ
イ
ン
に
せ
よ
、「
ア

プ
ロ
ー
チ
は
こ
ち
ら
か
ら
」
が
原
則
だ
。
時
間

が
あ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
各
校
で
話
題
に
し
た
い
。

　

混
乱
期
は
、
平
時
に
見
え
な
い
こ
と
が
あ
ら

わ
に
な
る
。「
生
き
る
力
が
大
切
だ
」
と
言
っ

て
い
た
人
た
ち
が
、
ま
る
で
そ
れ
を
も
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
。
頼
り
に
し
て
い
た
「
教
育
委
員

会
」
が
、
右
往
左
往
す
る
ば
か
り
で
何
も
実
行

で
き
な
い
。
当
た
り
前
と
言
え
ば
当
た
り
前
だ

が
、
み
っ
と
も
な
い
こ
と
こ
の
上
な
い
。
格
好

悪
さ
丸
出
し
だ
。

　

五
月
現
在
、
多
く
の
学
校
は
「
プ
リ
ン
ト
作

り
（
印
刷
）」
に
大
忙
し
だ
。
少
々
ま
し
な
学

校
は
「
遠
隔
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
」
だ
。
全

て
い
ず
れ
は
「
ゴ
ミ
」
に
な
る
。
税
金
の
無
駄

遣
い
だ
。
何
の
見
通
し
も
も
た
ず
に
、た
だ
「
職

員
を
遊
ば
せ
て
お
く
」
こ
と
か
ら
逃
げ
て
い
る

だ
け
。
有
為
の
人
材
を
「
有
効
活
用
」
す
る
す

べ
を
知
ら
な
い
。
給
料
を
も
ら
っ
て
い
る
だ
け

の
人
た
ち
。

「
プ
リ
ン
ト
」
ほ
ど
無
駄
な
物
は
な
い
。
紙
・

イ
ン
ク
・
電
気
代
・
職
員
の
人
件
費
・
運
搬
（
持

ち
帰
り
）
の
リ
ス
ク
、
ど
れ
を
取
っ
て
も
大
赤

字
で
あ
る
。「
長
期
休
校
」
が
二
回
・
三
回
と

押
し
寄
せ
れ
ば
破
綻
す
る
。「
ト
ッ
プ
」
は
常

に
「
最
悪
の
事
態
」
を
想
定
し
て
か
じ
取
り
を

す
る
。
な
ら
ば
紙
媒
体
に
頼
る
こ
と
の
リ
ス
ク

は
第
一
に
頭
に
浮
か
ぶ
は
ず
。
こ
こ
か
ら
思
考

停
止
状
態
だ
。

　

素
人
が
作
っ
た
「
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
」
は
ゴ

ミ
だ
。
な
い
方
が
よ
い
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
深
く
学

ん
だ
教
師
た
ち
は
痛
感
し
て
い
る
。
そ
う
で
は

な
い
教
師
た
ち
に
は
見
え
な
い
世
界
だ
。
指
導

内
容
の
洗
い
出
し
・
配
列
・
見
せ
方
・
時
間
配

分
・
画
像
・
色
遣
い
・
音
声
な
ど
、
全
て
駄
目

だ
。
そ
も
そ
も
勝
手
に
作
っ
て
子
供
（
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
）
に
提
供
す
る
な
ど
、
自
ら
「
ク
ビ
」

に
邁ま

い

進し
ん

す
る
に
等
し
い
。
教
育
界
の
「
特
殊
素

人
性
」
に
依
拠
す
る
蛮
行
で
あ
る
。
目
を
覆
う
。

　

二
年
・
三
年
と
今
の
よ
う
な
危
機
的
状
態
が

続
く
と
考
え
る
な
ら
ば
、
ま
ず
は
「
子
供
が
全

く
学
校
に
来
な
い
」
事
態
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

「
プ
リ
ン
ト
で
教
え
る
」は
０
点
。「
遠
隔
授
業
」

マ
イ
ナ
ス
一
〇
〇
点
。
前
者
は
財
政
破
綻
。
後

者
は
依
願
退
職
者
続
出
。
反
面
良
い
こ
と
だ
が
、

そ
れ
を
意
図
し
て
実
施
す
る
マ
キ
ャ
ベ
リ
ス
ト

は
今
の
と
こ
ろ
教
育
界
に
は
い
ま
い（
甘
い
か
）。

　

無
償
配
付
し
て
い
る
「
教
科
書
」
こ
そ
が
現

段
階
で
は
最
も
活
用
す
べ
き
媒
体
だ
。「
紙
（
プ

リ
ン
ト
）」を
配
る
の
で
は
な
い
。ノ
ー
ト
の「
モ

デ
ル
」
を
ウ
ェ
ブ
で
示
す
の
だ
。
誰
で
も
携
帯

で
閲
覧
可
能
に
す
る
。
ど
の
学
校
の
「
モ
デ
ル
」

を
使
っ
て
も
よ
い
。
携
帯
を
持
た
な
い
家
庭
に

は
郵
送
す
る
（
希
望
制
）。ノ
ー
ト
の
「
モ
デ
ル
」

を
作
れ
ば
、
教
師
は
教
材
研
究
で
き
る
。
次
年

度
は
こ
れ
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
で
き
る
。
こ

ん
な
こ
と
す
ら
思
い
付
か
な
い
。
平
時
ボ
ケ
だ
。

平
時
の
能
吏
、
乱
世
の
梟き

ょ
う

雄ゆ
う

混
乱
期
に
「
困
っ
た
」「
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
人
は
、
平
時
向
き
だ
。
上
意
下
達
の
社

会
で
こ
そ
「
実
力
」
を
発
揮
す
る
。
あ
る
意
味
で
「
優
秀
」。
だ
が
面
白
味
に
欠
け
る
。「
官
僚
」
タ
イ
プ
だ

ろ
う
。
逆
に
「
あ
あ
し
よ
う
」「
こ
う
し
た
い
」
と
血
湧
き
肉
躍
る
の
が
乱
世
向
き
の
人
だ
。

伴ば
ん 

一か
ず

孝た
か

Ｔ
︲
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
（
元
長
崎
県
教
諭
）
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q

A

」

＆

井い

戸ど 

砂さ

織お
り

愛
知
県
豊
田
市
立

東
保
見
小
学
校

A

Q 保
護
者
に
安
心
感
を
与
え
る
こ
と
に
尽
き
る

﹁
向
山
型
個
人
面
談
﹂﹁
第
二
通
知
表
﹂﹁
ふ
だ
ん
か
ら
一
筆
箋
で
褒
め
る
﹂

﹁
会
う
度
に
笑
顔
で
褒
め
る
﹂
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
我
が
子
の
良
い
と
こ

ろ
を
見
て
く
れ
る
先
生
な
ら
、
保
護
者
は
安
心
し
、
信
頼
し
て
く
れ
る
。

私  

が
読
み
落
と
し
て
い
た 

向
山
洋
一
の
こ
の
文
章

を
す
れ
ば
良
い
。

　

学
級
が
う
ま
く
い
き
、
子
供
た
ち
が
満
足
し

て
い
れ
ば
、
ク
レ
ー
ム
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、「
特

に
あ
り
ま
せ
ん
。
子
供
は
学
校
が
楽
し
い
と

言
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
く
こ

と
が
多
い
。
数
十
秒
で
⑴
は
終
わ
る
。
保
護
者

に
心
配
な
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
し
っ
か
り
聴

く
。

　

次
に
、
⑵
で
、
事
前
に
子
供
た
ち
に
書
か
せ

て
お
い
た
「
第
二
通
知
表
」（
原
実
践
：
向
山

氏　

非
認
知
能
力
を
子
ど
も
が
自
己
評
価
す
る

カ
ー
ド
）
を
見
せ
な
が
ら
、
そ
の
子
の
良
い
と

こ
ろ
、
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
笑
顔
で
、
具

体
的
に
た
く
さ
ん
褒
め
る
。
そ
う
す
る
と
、
保

護
者
は
笑
顔
で
帰
っ
て
い
く
。

　

⑶
で
は
、
向
山
氏
は
、
例
え
ば
、
漢
字
が
苦

手
な
子
に
は
、「
夕
食
時
に
、
い
た
だ
き
ま
す

を
す
る
前
に
、
二
個
だ
け
指
書
き
を
さ
せ
る
」

と
い
う
話
を
し
て
い
る
。

　

子
供
の
こ
と
を
褒
め
る
の
は
、
面
談
の
と
き

だ
け
で
は
な
い
。「
一
筆
箋
で
」「
電
話
で
」「
授

業
参
観
の
と
き
」「
行
事
の
と
き
」
な
ど
、
保
護

者
に
会
う
と
必
ず
、「
～
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
‼
」

と
笑
顔
で
声
を
掛
け
、
学
校
で
頑
張
っ
て
い
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
取
り
上
げ
、
褒
め
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
子
供
と
保
護
者
を
元
気
に
す
る
一
年

間
に
す
る
こ
と
を
常
に
心
掛
け
た
い
。

　
﹁
向
山
型
個
人
面
談
﹂
を
行
う

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
代
表
向
山
洋
一
氏
か
ら
、
個

人
面
談
の
組
立
て
を
教
わ
っ
た
。

　

そ
れ
以
来
、
ほ
ぼ
時
間
厳
守
で
終
わ
り
、
か

つ
保
護
者
が
来
た
と
き
よ
り
笑
顔
に
な
っ
て

帰
っ
て
い
く
個
人
面
談
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

向
山
型
個
人
面
談
と
は
、
次
の
組
み
立
て
で

あ
る
。

⑴
ま
ず
、
保
護
者
に
、
気
に
な
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
言
っ
て
も
ら
う
。

⑵
教
師
が
子
供
の
良
い
と
こ
ろ
を
具
体
的

に
た
く
さ
ん
伝
え
る
。

⑶
一
つ
だ
け
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
を
伝
え
る
。

⑷
帰
り
際
に
「﹃
先
生
が
褒
め
て
い
た
﹄
と

◯
◯
さ
ん
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
」
と
言
う
。

　

私
は
以
前
、
⑴
を
最
後
に
行
っ
て
い
た
。
当

然
、
時
間
が
伸
び
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

⑴
を
先
に
行
え
ば
、
残
り
の
時
間
で
教
師
が
話

　
個
人
面
談
・
学
級
懇
談
の
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
保
護
者
の
信
頼
を
得
る
た

め
に
、
先
生
が
常
に
意
識
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
〇
問
目
ま
で
で
き
た
ら
、
先
生
の

所
に
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

　

数
分
後
、
〇
問
目
ま
で
で
き
た
子

が
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
私
の
所
ま
で
小

走
り
で
や
っ
て
来
る
。
〇
問
目
だ
け

を
見
て
丸
付
け
を
し
て
い
く
の
だ
。

向
山
氏
が
書
い
て
い
る
と
お
り
の
指

導
を
し
た
の
で
あ
る
。

「
で
き
た
人
は
マ
ル
を
つ
け
ま

す
か
ら
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
な

さ
い
」
と
言
う
際
に
、
二
問
目

あ
る
い
は
三
問
目
ま
で
で
き
た

人
と
言
う
の
で
す
。

（﹃
向
山
洋
一
教
育
直
言　

こ
ん

　

教
室
に
列
が
で
き
る
。
そ
の

列
の
後
ろ
か
ら
学
級
崩
壊
の
亡

霊
が
出
て
く
る
、
と
私
は
言
い

続
け
て
お
り
ま
す
。

（
前
掲
書　

九
二
ペ
ー
ジ
）

　

Ａ
コ
ー
ス
の
子
供
た
ち
は
算
数
の

得
意
な
子
が
多
か
っ
た
。
〇
問
目
だ

け
に
丸
を
付
け
て
い
く
の
だ
が
、

あ
っ
と
い
う
間
に
解
い
て
持
っ
て
来

て
し
ま
う
。急
い
で
丸
を
付
け
て
い
く
。

　

し
か
し
、
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
る

子
供
た
ち
の
速
さ
に
私
の
丸
付
け
が

追
い
付
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
列
が
で
き
、
ヤ
ン
チ
ャ
な
Ｋ
君
が

横
か
ら
割
り
込
み
を
し
た
。
割
り
込

ま
れ
た
Ｎ
君
が
文
句
を
言
い
始
め
、

こ
の
二
人
を
起
点
に
し
て
教
室
中
が

騒
然
と
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
さ
に
向

山
氏
の
指
摘
す
る
「
学
級
崩
壊
の
亡

霊
」
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。

解
決
策
は
こ
の
一
文
に
あ
り

　

向
山
氏
が
書
い
て
い
る
と
お
り
に

指
導
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

列
が
で
き
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

な
ぜ
か
。
私
は
次
の
一
文
を
読
み
落

と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

何
な
ら
列
を
二
列
に
し
て
マ

ル
を
つ
け
て
や
り
ま
す
。

（
前
掲
書　

九
三
ペ
ー
ジ
）

　

向
山
氏
は
セ
ミ
ナ
ー
の
模
擬
授
業

で
二
列
に
し
て
丸
を
付
け
て
い
る
。

　

対
し
て
、
私
は
「
丸
付
け
を
す
る

と
き
は
一
列
に
し
て
行
う
」
と
い
う

思
い
込
み
が
あ
っ
た
の
だ
。
こ
れ
が

教
室
の
中
に
列
を
生
み
出
し
た
原
因

な
の
で
あ
る
。
Ａ
コ
ー
ス
の
子
供
た

ち
に
丸
付
け
を
し
た
と
き
も
二
列
、

三
列
に
す
べ
き
だ
っ
た
の
だ
。

「
〇
問
目
ま
で
で
き
た
ら
先
生
の
所

に
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
い
う

指
示
だ
け
を
追
試
し
て
も
駄
目
な
の

で
あ
る
。
丸
付
け
一
つ
で
も
、
向
山

氏
の
文
に
こ
だ
わ
る
必
要
が
あ
る
。

な
先
生
に
教
え
ら
れ
た
ら
ダ
メ
に

な
る
！
﹄
向
山
洋
一
著

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所　

九
三
ペ
ー
ジ
）

　

し
か
し
習
熟
度
別
算
数
Ａ
コ
ー
ス

の
子
供
た
ち
を
担
当
し
た
と
き
だ
け

は
困
っ
た
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
次
だ
。

　

教
室
の
中
に
列
が
で
き
た
。

　

大
学
生
の
と
き
か
ら
向
山
氏
の
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い
た
私
に
は
、

こ
れ
が
何
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な

る
の
か
十
分
に
分
か
っ
て
い
た
。
向

山
氏
が
次
の
こ
と
を
繰
り
返
し
述
べ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

列
を
作
ら
な
い
丸
付
け
で
教
室
騒
然

向
山
洋
一
氏
が
算
数
の
授
業
で
行
う
丸
付
け
を
追
試
。
な
ぜ
か
教

室
に
列
が
で
き
、
教
室
騒
然
。
原
因
は
私
の
思
い
込
み
に
あ
っ
た
。

そ
れ
が
向
山
氏
の
一
文
の
読
み
落
と
し
を
招
い
た
。
丸
付
け
一
つ

に
も
こ
だ
わ
る
必
要
が
あ
る
。

門も
ん

間ま 

政ま
さ

博ひ
ろ

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
東
京
教
え
方
研
究
会

『教室ツーウェイ』誌
（明治図書）2001年５月号
グラビアより

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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学校

の

物
語

新
時
代

向む
こ
う

山や
ま 

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
国
際
学
部
教
授
・

こ
ど
も
教
育
学
科
長

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期

28

　

幼
い
日
に
体
験
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
感
動
は
、
人
間
を
大
き
く

成
長
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
感
動
は
永
遠

で
あ
る
。

一
九
六
四
年
七
月
十
五
日
発
売

﹁
サ
ヨ
ナ
ラ
東
京
﹂

　

作
詞　

永
六
輔　
　

作
曲　

中
村
八
大

サ
ヨ
ナ
ラ
東
京　

サ
ヨ
ナ
ラ
恋
の
夜

は
じ
め
て
逢
っ
た　

な
つ
か
し
あ
の
日

ふ
り
む
け
ば　

街
の
灯
遠
く

行
く
て
に
は　

こ
ど
く
な
明
日

サ
ヨ
ナ
ラ
東
京　

サ
ヨ
ナ
ラ
な
か
な
い
で

な
み
だ
で
に
じ
む　

サ
ヨ
ナ
ラ
東
京

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ　
　
　
　
　
　

出
2
0
0
4
2
7
8
―0
0
1

　

一
九
六
四
年
十
月
二
十
四
日
の
閉
会
式
。

各
国
の
選
手
団
が
大
き
な
輪
に
な
っ
て
行
進

す
る
姿
を
テ
レ
ビ
画
面
に
張
り
付
い
て
見
た
。

　

胸
を
焦
が
す
む
な
し
さ
。「
祭
り
の
後
の

寂
し
さ
」
を
初
め
て
体
感
し
た
十
四
歳
の
秋

だ
っ
た
。
あ
の
日
、
私
は
青
春
の
入
り
口
に

立
っ
た
。
年
末
、
坂
本
九
は
紅
白
歌
合
戦
の

舞
台
で
「
サ
ヨ
ナ
ラ
東
京
」
を
唄
っ
た
。
哀

感
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

代
。
私
た
ち
は
知
ら
な
い
外
国
選
手
の
ゲ
ー

ム
よ
り
も
、
競
技
場
内
や
観
客
席
の
様
子
な

ど
に
関
心
を
奪
わ
れ
て
い
た
。

　

爾じ

来ら
い

、
五
十
六
年
を
経
て
も
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
思
い
出
は
鮮
明
で
あ
る
。

三	

♪
﹁
サ
ヨ
ナ
ラ
東
京
﹂

　

東
京
都
教
育
委
員
会
は
、
二
〇
一
六
年
か

ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育

を
開
始
し
た
。
そ
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

希
望
す
る
学
校
に
は
競
技
の
観
戦
を
実
施
す

る
。
必
要
経
費
は
公
費
で
あ
る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
で
、
期
日
や
観
戦

競
技
の
詳
細
の
詰
め
直
し
。
予
定
外
の
変
更

で
の
引
率
と
観
戦
、
各
学
校
は
こ
れ
ま
で
の

学
校
行
事
と
は
異
次
元
の
計
画
を
立
て
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

　

観
戦
当
日
の
交
通
機
関
の
状
況
、
競
技
場

入
門
前
の
待
ち
時
間
、
競
技
参
観
時
間
、
そ

れ
ぞ
れ
の
気
温
の
予
測
、
水
分
補
給
時
間
や

そ
の
量
、
持
参
す
る
飲
料
水
量
、
体
の
弱
い

児
童
の
補
助
、
台
風
前
後
の
強
風
や
ゲ
リ
ラ

豪
雨
時
の
歩
行
な
ど
、
綿
密
な
実
施
計
画
を

立
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

の
講
話
や
実
演
に
目
を
見
張
っ
た
こ
と
だ
ろ

う
。
幼
い
日
に
、
ア
ス
リ
ー
ト
と
接
し
た
経

験
は
そ
の
後
の
人
生
の
宝
物
だ
。

　

一
九
六
四
年
十
月
。
私
は
中
学
校
二
年
生
。

生
徒
会
副
会
長
と
級
長
を
務
め
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
汗
を
流
す
品
行
方
正
で

真
面
目
な
生
徒
だ
っ
た
。

　

開
会
式
直
前
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
記

念
切
手
シ
ー
ト
が
発
売
に
な
る
。
私
は
友
人

を
誘
っ
て
、
早
朝
か
ら
旗
の
台
の
郵
便
局
前

に
並
ん
だ
。
よ
う
や
く
の
こ
と
で
手
に
入
れ

た
三
枚
の
記
念
切
手
シ
ー
ト
。
学
校
に
は
三

十
分
ほ
ど
遅
刻
し
た
。
遅
刻
者
は
友
人
と
私

し
か
い
な
い
。
ひ
そ
か
に
喝
采
し
、
後
で
自

慢
を
し
て
や
ろ
う
と
思
っ
た
が
自
制
し
た
。

　

十
月
十
日
の
東
京
は
抜
け
る
よ
う
な
青
空
。

開
会
式
の
上
空
を
航
空
自
衛
隊
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
の
描
く
五
輪
の
雲
の
輪
。
十
四
歳
の

私
は
、
そ
の
光
景
に
感
動
し
雲
の
消
え
る
ま

で
見
続
け
た
。

　

当
時
、
学
級
の
二
割
ほ
ど
の
生
徒
に
観
覧

券
が
当
た
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
の
外
国
チ
ー
ム

同
士
の
試
合
を
見
に
出
掛
け
た
。
会
場
は
、

た
し
か
国
立
競
技
場
だ
っ
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
は
マ
イ
ナ
ー
で
人
気
の
な
い
時

プ
を
経
営
し
な
が
ら
黎れ

い

明め
い

期き

の
テ
レ
ビ
の

サ
ー
フ
ィ
ン
番
組
の
解
説
を
し
て
き
た
。
現

在
は
海
岸
の
環
境
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

か
つ
て
、
サ
ー
フ
ィ
ン
は
一
部
の
若
者
だ

け
の
ス
ポ
ー
ツ
だ
っ
た
。
今
で
は
退
職
校
長

で
も
、
熱
烈
な
サ
ー
フ
ァ
ー
が
い
る
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
、
き
っ

と
大
量
の
ジ
ジ
バ
バ
サ
ー
フ
ァ
ー
が
出
現
す

る
だ
ろ
う
。

二	

一
九
六
四
年
の
思
い
出

　

東
京
を
は
じ
め
関
東
圏
の
学
校
で
は
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事

前
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

各
学
校
の
校
長
室
に
は
、
こ
の
数
年
間
に

来
校
し
た
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
の
色
紙
が
何
枚

も
掲
示
さ
れ
て
い
る
。

　

子
供
た
ち
は
、
一
流
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

子
供
の
手
を
引
き
な
が
ら
の
波
乗
り
、
大
波

が
海
底
を
洗
い
、
大
き
く
砕
け
散
る
。
ス
リ

ル
満
点
の
海
水
浴
だ
っ
た
。

　

二
〇
二
一
年
、
そ
の
一
宮
の
釣
个
崎
海
岸

に
、
世
界
の
一
流
サ
ー
フ
ァ
ー
が
集
結
す
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
新
種
目
サ
ー
フ
ィ
ン
、

男
女
各
二
十
名
の
選
手
が
熱
戦
を
展
開
す
る
。

　

話
は
遡
る
。
日
本
の
サ
ー
フ
ィ
ン
の
メ
ッ

カ
、
湘
南
海
岸
の
茅
个
崎
。
サ
ザ
ン
オ
ー
ル

ス
タ
ー
ズ
の
地
元
で
あ
る
。

　

そ
こ
に
二
十
代
の
頃
の
上
司
の
住
居
が
あ

る
。
私
が
ず
っ
と
「
お
や
じ
さ
ん
」
と
慕
っ

て
き
た
井
坂
校
長
先
生
で
あ
る
。
私
は
五
十

代
半
ば
頃
ま
で
、
毎
年
、
平
塚
沖
の
キ
ス
釣

り
の
帰
り
に
寄
っ
て
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
ご

ち
そ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

そ
の
元
上
司
の
長
男
、
私
と
同
世
代
の
息

子
さ
ん
が
日
本
の
初
代
サ
ー
フ
ィ
ン
の
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
。
茅
个
崎
で
サ
ー
フ
ィ
ン
シ
ョ
ッ

一	

一
宮
海
岸
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
夜

　

海
開
き
の
便
り
。
臨
海
学
校
の
メ
ッ
カ
、

房
総
半
島
に
も
海
の
家
が
開
か
れ
る
。
昨
秋

の
台
風
で
、
南
房
総
の
海
岸
は
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
。
そ
う
い
う
地
に
も
、
二
〇
二
〇

年
の
暑
い
夏
が
や
っ
て
く
る
。

　

一
宮
町
。
九
十
九
里
の
海
岸
が
南
に
果
て

る
地
に
あ
る
。「
一
宮
」
と
い
う
地
名
は
、

各
地
の
「
く
に
」
の
大
宮
の
所
在
地
。
一
宮

に
も
上
総
の
玉
前
神
社
が
鎮
座
す
る
。

　

昨
秋
の
台
風
、
茂
原
付
近
で
氾
濫
し
た
一

宮
川
。
そ
の
下
流
沿
い
に
、
向
山
洋
一
兄
の

別
荘
が
あ
る
。

　

三
十
年
前
、
毎
夏
の
海
水
浴
は
三
家
族
十

二
名
の
合
宿
だ
っ
た
。
目
の
前
の
一
宮
川
か

ら
ぽ
ん
ぽ
ん
船
に
揺
ら
れ
一
宮
の
海
岸
へ
。

　

外
房
の
強
い
風
の
吹
く
海
水
浴
場
は
、
い

つ
も
遊
泳
注
意
の
黄
旗
が
た
な
び
く
。
幼
い

※
本
原
稿
執
筆
後
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

延
期
を
決
め
た
。
内
容
を
若
干
修
正
し
た
。
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向山洋一が教育界に創ってきたもの 『
家
庭
教
育
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
と
い
う
問
題
提
起

本
当
の
教
育
学
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ネ
ッ
ト
な
ど
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
方
法
の
多
く
は
「
ひ
ど
い
方
法
」
な
の
だ
と
考
え
よ
う
。

水み
ず

野の 

正し
ょ
う

司じ

解
説
：
子
育
て
応
援
ク
リ
エ
イ
タ
ー

⑥
第
一
は
、
や
り
始
め
た
ら
、
最
後
ま

で
や
り
通
す
子
ど
も
で
す
。
何
も
立
派

に
や
り
と
げ
な
く
て
も
い
い
の
で
す
。

し
か
し
、
一
度
や
っ
た
ら
、
や
り
通
す
、

多
少
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
も
や
り
通
す
と

い
う
子
で
す
。

⑦
第
二
は
、
て
い
ね
い
に
や
る
子
で
す
。

途
中
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
、
の
ん
び
り

し
て
い
て
見
て
い
ら
れ
な
い
と
大
人
は

思
う
の
で
す
が
、
と
に
か
く
、
て
い
ね

い
な
子
で
す
。

⑧
第
三
の
伸
び
る
子
の
タ
イ
プ
は
「
何

で
も
か
ん
で
も
や
っ
て
み
る
」
と
手
を

あ
げ
る
子
で
す
。
ヤ
ン
チ
ャ
な
男
の
子

を
思
い
う
か
べ
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

⑨
も
う
一
つ
、
つ
け
加
え
る
と
す
れ
ば

「
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
ま
じ
め
に
コ
ツ

①
本
当
の
教
育
学
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
貴
重
な
本
当
の
教
育
の
内
容

を
保
護
者
に
伝
え
た
く
、
本
誌
は
発
刊

さ
れ
ま
し
た
。

②「
教
育
学
会
」「
医
学
会
」
な
ど
で
、

正
面
か
ら
検
討
さ
れ
た
方
法
は
「
ま
あ

ま
あ
正
し
い
」
と
判
断
で
き
ま
す
。
し

か
し
、「
テ
レ
ビ
」「
新
聞
」
で
大
大
的

に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
方
法
の
多
く
は

「
ひ
ど
い
方
法
」
な
の
で
す
。

③
小
さ
い
時
か
ら
大
切
な
こ
と
を
学
ん

で
こ
な
か
っ
た
子
の
問
題
は
大
き
な
問

題
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
、「
間
違
っ

た
こ
と
を
学
ん
で
き
た
子
」
は
、
も
っ

と
問
題
で
す
。

④
子
育
て
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
子
ど
も
と

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
」
を
は
か
り
「
大
切
な

点
を
く
り
返
し
教
え
」、「
子
ど
も
を
は

げ
ま
し
ほ
め
る
」
こ
と
に
尽
き
ま
す
。

⑤
そ
う
し
た
子
は
、
つ
ま
り
伸
び
る
子

は
、
次
の
よ
う
な
性
格
の
ど
れ
か
一
つ

（
以
上
）
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

コ
ツ
努
力
す
る
子
」
も
伸
び
て
い
く
子

で
す
。
努
力
は
、
や
は
り
裏
切
ら
な
い

の
で
す
。

⑩
こ
の
違
い
は
、
ま
ず
ど
こ
か
ら
生
ま

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
も
う

は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
責

任
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
六
歳
ま
で
育
て

て
き
た
大
人
の
差
な
の
で
す
。
小
さ
い

時
か
ら
、
大
切
な
こ
と
を
学
ん
で
き
た

か
学
ん
で
こ
な
か
っ
た
か
の
違
い
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
差
は
埋
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
と
り
も
ど
せ
ま
す
。
し
か

し
、
臨
界
年
は
九
歳
と
い
う
事
を
知
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

（『
家
庭
教
育
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
誌

　

二
〇
〇
四
年
四
月　

創
刊
号

　

明
治
図
書
）

※
番
号
は
便
宜
上
筆
者
が
付
し
た
。

向
山
論
文

い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
脈
も
大
事
だ
。「
こ
の

よ
う
に
育
て
よ
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
間

違
っ
た
子
育
て
を
し
な
け
れ
ば
「
こ
の
よ
う
に

育
つ
」
と
い
う
文
脈
で
あ
る
。
要
は
こ
の
よ
う

な
特
質
を
「
大
切
に
育
て
よ
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
特
質
が
⑥
⑦
⑧
⑨
の
四
つ
で
あ
る
。

向
山
洋
一
氏
は
教
師
と
し
て
ど
の
く
ら
い
大
切

に
育
て
た
か
。
丁
寧
す
ぎ
て
六
年
生
ま
で
テ
ス

ト
を
半
分
し
か
書
け
な
い
子
に
「
大
丈
夫
」「
丁

寧
な
子
は
伸
び
ま
す
」
と
言
っ
て
励
ま
し
続
け

た
。
そ
の
子
は
一
流
大
学
に
進
学
し
て
芽
を
伸

ば
し
、
や
が
て
大
臣
夫
人
と
な
っ
た
。
⑧
に
も

補
足
し
よ
う
。教
師
な
ら
、こ
う
し
た
や
ん
ち
ゃ

な
男
の
子
に
出
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。

向
山
氏
は
こ
う
し
た
子
を
次
の
よ
う
に
み
る
。

「
新
し
い
こ
と
に
次
々
と
挑
戦
し
ま
す
。
し
か

し
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
母
親
は
い
つ
も
困
っ
て

い
ま
す
。
も
っ
と
コ
ツ
コ
ツ
や
る
面
が
あ
れ
ば
、

と
。（
し
か
し
）
そ
れ
は
、生
命
力
が
強
い
か
ら
、

い
つ
か
自
分
が
の
め
り
込
む
こ
と
に
出
会
う
可

能
性
大
だ
か
ら
で
す
」
と
。
私
は
向
山
氏
の
弟

子
と
し
て
「
本
当
の
教
育
の
内
容
」
を
保
護
者

に
伝
え
る
活
動
に
残
り
の

人
生
を
使
う
こ
と
に
し
た
。

応
援
を
。

①
現
場
は
二
極
化
し
て
い
る
。「
本
当
の
情
報
」

を
獲
得
で
き
る
保
護
者
と
、
も
て
な
い
ま
ま
大

人
に
な
っ
た
保
護
者
と
に
。

②
そ
こ
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
加
わ
っ
た
。
流

れ
て
来
る
情
報
に
は
リ
ス
ク
が
あ
る
。
流
れ
て

来
な
い
情
報
は
自
分
か
ら
取
り
に
行
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
ソ
フ
ァ
ー
で
寝
転
が
っ
て
指
を
滑
ら

せ
て
い
る
だ
け
で
は
「
本
当
の
情
報
」
に
出
会

え
な
く
な
っ
た
。
検
索
力
と
検
索
意
欲
が
学
力

と
な
っ
た
。

③「
子
育
て
」
と
い
う
視
点
で
こ
の
一
文
を
読

む
と
、
ど
う
な
る
か
。

　

間
違
っ
た
方
法
で
育
て
ら
れ
て
き
た
子

の
問
題
は
「
も
っ
と
問
題
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
保
護
者
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。「
本

当
の
情
報
」
が
手
に
入
り
に
く
い
と
い
う
社
会

の
課
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
教
師
も
含
め
、

全
て
の
大
人
た
ち
の
課
題
で
あ
る
。

④
二
〇
二
〇
年
三
月
、
和
久
田
学
氏
が
﹃
科
学

的
に
考
え
る
子
育
て
﹄（
緑
書
房
）
を
出
版
し

た
。
叱
っ
て
育
て
る
こ
と
の
問
題
点
を
、
科
学

的
・
統
計
学
的
に
明
示
し
た
。
教
育
学
で
あ
る
。

⑤「
一
つ
（
以
上
）」
と
い
う
箇
所
を
見
落
と
し

て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
「
一
つ
で
十
分
」
と「子育てwin3」

チャンネル
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代
よ

子
こ

となりの座席の女発
女社長奮戦記

次の夢へ向かって
～アニャンゴ発、日本の子供

たちへのメッセージ

向
むこう

山
やま

 恵
え

理
り

子
こ世界初女性

ニャティティ奏者
アニャンゴこと

︵
ナ
イ
ロ
ビ
の
ス
ラ
ム
で
演
奏
︶

ニャティティの歌④
人生って、多かれ少なかれウェイチェ・
ンゲイン（問題がいっぱい）の連続だ。

「
ウ
ェ
イ
チ
ェ
・
ン
ゲ
イ
ン
」
は

私
が
大
好
き
な
曲
で
、
ラ
イ
ブ
で

も
よ
く
演
奏
す
る
。

 

ち
な
み
に
、
ウ
ェ
イ
チ
ェ

（w
eche

）
は
ル
オ
ー
語
で
「
話

題
」、
ン
ゲ
イ
ン
（ng

’eny

）
は

「
た
く
さ
ん
の
」
と
い
う
意
味
。
直

訳
す
る
と
「
話
題
が
い
っ
ぱ
い
」

に
な
る
。

　

し
か
し
、
ル
オ
ー
に
は
、
同
じ

言
葉
を
二
重
、
三
重
の
意
味
で
使

う
文
化
が
あ
る
。「
話
題
が
い
っ

ぱ
い
」
が
「
問
題
が
い
っ
ぱ
い
」

に
な
り
、
そ
こ
か
ら
、「
ど
ん
な

状
況
だ
っ
た
と
し
て
も
、
折
り
合

い
を
付
け
て
し
な
や
か
に
た
く
ま

し
く
生
き
て
行
こ
う
」
と
い
う
意

味
と
な
る
。

　

ケ
ニ
ア
の
音
楽
著
作
権
協
会

（
Ｍ
Ｃ
Ｓ
Ｋ
）
の
会
長
が
不
正
疑

惑
を
か
け
ら
れ
、
逃
亡
し
た
と
の

ニ
ュ
ー
ス
が
届
い
た
。
ケ
ニ
ア
で

は
ト
ッ
プ
が
代
わ
れ
ば
契
約
書
は

無
効
に
な
る
。

　

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の
故
郷
ケ
ニ
ア

で
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の
Ｃ
Ｄ
を
リ

リ
ー
ス
す
る
。
そ
れ
は
、
私
が
世

界
初
の
女
性
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
奏
者

と
な
っ
て
以
来
ず
っ
と
思
い
描
き

続
け
て
き
た
夢
だ
っ
た
。
や
っ
と

夢
が
か
な
う
！　

そ
う
思
っ
た
矢

先
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

ウ
ェ
イ
チ
ェ
・
ン
ゲ
イ
ン
（
問

題
い
っ
ぱ
い
）
だ
と
思
い
つ
つ
も
、

新
し
い
Ｍ
Ｃ
Ｓ
Ｋ
の
会
長
と
契
約

書
を
交
わ
す
た
め
に
、
改
め
て
日

本
と
ケ
ニ
ア
を
何
回
か
往
復
し
た
。

　

ケ
ニ
ア
の
音
楽
制
作
会
社
や

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
（
代
理

店
）
と
も
正
式
に
契
約
を
交
わ
し

た
。
そ
し
て
、
逆
輸
入
の
形
で
日

本
で
も
リ
リ
ー
ス
し
た
の
が
、

「A
nyango K

enya Best

」
で
あ

る
。

　

ケ
ニ
ア
に
里
帰
り
す
る
と
、
幾

つ
か
の
テ
レ
ビ
局
や
ラ
ジ
オ
局
か

ら
出
演
依
頼
が
舞
い
込
む
。
だ
が
、

そ
こ
は
ケ
ニ
ア
。
出
演
時
間
が
一

時
間
だ
と
聞
い
て
テ
レ
ビ
局
に

行
っ
た
ら
、
三
時
間
半
の
生

放
送
に
変
更
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
が
普
通
に
あ
る
。
し

か
も
、
打
ち
合
わ
せ
な
し

で
、
英
語
で
ニ
ュ
ー
ス
を
読

ん
で
欲
し
い
と
の
リ
ク
エ
ス

ト
が
あ
っ
た
り
す
る
。

　

ナ
イ
ロ
ビ
で
開
催
さ
れ
た

日
本
の
外
務
省
主
催
の
Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｄ
（
ア
フ
リ
カ
開
発
会

議
）
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー

テ
ィ
に
出
演
し
た
と
き
の
こ

と
。
演
奏
時
刻
を
過
ぎ
て
い

る
の
に
ス
ピ
ー
カ
ー
が
届
か

な
い
。

　

こ
れ
以
上
、
観
客
を
待
た

せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
、

生
演
奏
に
切
り
替
え
た
。
結
局
、

ス
ピ
ー
カ
ー
が
到
着
し
た
の
は
ラ

イ
ブ
終
了
間
際
。

　

だ
け
ど
、
よ
く
考
え
て
み
れ
ば

人
生
っ
て
、
多
か
れ
少
な
か
れ

ウ
ェ
イ
チ
ェ
・
ン
ゲ
イ
ン
（
問
題

が
い
っ
ぱ
い
）
の
連
続
だ
と
思
う
。

　

ど
ん
な
状
況
だ
っ
た
と
し
て
も
、

折
り
合
い
を
付
け
て
し
な
や
か
に

た
く
ま
し
く
生
き
て
行
こ
う
。

コロナにも負けず
向山洋一先生は

「Zoom」飲み会でものりのり。

１ 

コ
ロ
ナ
シ
フ
ト

　

研
究
所
も
コ
ロ
ナ
シ
フ
ト
で
、

テ
レ
ワ
ー
ク
が
始
ま
っ
た
。
美
崎

さ
ん
も
会
社
の
重
い
パ
ソ
コ
ン
を

自
宅
に
持
ち
帰
り
、
仕
事
を
し
て

い
る
。

　

一
日
中
ネ
ッ
ト
が
つ
な
が
れ
、

連
絡
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

事
務
所
に
入
っ
て
美
崎
さ
ん
の
声

が
す
る
の
で
、
出
勤
か
な
と
思
っ

た
ら
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
声
だ
っ

た
。
パ
ソ
コ
ン
の
向
こ
う
じ
ゃ

ち
ょ
っ
か
い
も
出
せ
ず
、
つ
ま
ら

な
い
。

　

家
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
腕
時

計
を
付
け
る
こ
と
か
ら
始
め
る
と

美
崎
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
。

　

騒
人
社
へ
は
自
動
車
通
勤
な
の

で
、
師
尾
は
毎
日
出
勤
し
て
い
る
。

　

向
山
先
生
へ
の
感
染
を
心
配
し

て
、
電
車
通
勤
の
人
を
は
じ
め
、

人
と
の
接
触
を
避
け
、
当
面
師
尾

だ
け
が
向
山
先
生
に
会
う
こ
と
が

許
さ
れ
て
い
る
。

　

い
つ
も
出
掛
け
て
い
る
食
事
処

は
ほ
と
ん
ど
休
業
。
車
で
出
掛
け
、

個
室
に
入
れ
る
「
木
曽
路
」
通
い

と
な
っ
た
。

２ 

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議　

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
、
コ
ロ
ナ
に
も
負

け
ず
、
様
々
な
工
夫
を
し
始
め
た
。

教
え
方
教
室
も
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー

も
「
緊
急
事
態
宣
言
」
の
頃
に
は

動
き
出
し
て
い
た
。

　

向
山
塾
の
飲
み
会
が
「Zoom

」

で
あ
る
の
で
、
向
山
先
生
も
参
加

し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

　

午
後
六
時
頃
に
騒
人
社
に
来
て

も
ら
っ
た
。
頼
ま
れ
た
ビ
ー
ル
と

小
さ
な
日
本
酒
と
、
簡
単
な
食
事

を
用
意
し
た
。
熱あ
つ

燗か
ん

が
お
好
き
な

の
で
、
そ
れ
も
サ
ー
ビ
ス
で
用
意

し
た
。

（
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
な
ん
て
面

白
い
の
か
し
ら
）
と
思
っ
て
い
た

が
、
向
山
先
生
は
と
て
も
楽
し

か
っ
た
ら
し
い
。

　

初
め
は
三
十
分
程
の
参
加
を
予

定
し
て
い
た
が
、
な
ん
と
一
時
間

半
、
最
後
ま
で
参
加
し
た
。
し
か

も
、
谷
先
生
が
仕
切
る
Ｑ
＆
Ａ
に

楽
し
く
答
え
ら
れ
て
い
た
。

　

子
ど
も
観
光
大
使
全
国
大
会
Ｉ

Ｎ
新
潟
に
も
「Zoom

」
で
参
加

し
た
。
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
全

て
を
ご
覧
に
な
っ
た
。

　

全
国
の
お
子
さ
ん
た
ち
の
発
表

に
「
行
っ
た
こ
と
あ
る
よ
」
な
ど

反
応
さ
れ
て
、
楽
し
そ
う
だ
っ
た
。

　

飲
み
会
は
三
百
名
近
く
、
子
ど

も
観
光
大
使
は
五
百
名
の
方
た
ち

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
っ

た
。
コ
ロ
ナ
が
終
わ
っ
て
も
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
企
画
は
大
き
な
可

能
性
を
も
っ
て
い
る
。

　

向
山
先
生
が
参
加
す
る「Zoom

」

会
議
や
懇
親
会
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
・キ
ッ

ズ
会
議
も
騒
人
社
で
行
っ
て
い
る
。

　

連
休
は
自
宅
で
「Zoom

」
会

議
。
明
る
さ
や
背
景
な
ど
準
備
で

き
た
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
前
に

座
っ
た
ら
、「
そ
の
格
好
で
い
い

の
？　

化
粧
も
し
な
い
の
？
」
と

主
人
の
指
摘
で
び
っ
く
り
。
す
っ

か
り
自
分
が
映
し
出
さ
れ
る
こ
と

を
忘
れ
て
い
た
。

﹃
こ
の
目
で
見
た
向
山
実
践
と

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
﹄︵
向
山
、
板
倉
、

師
尾
著　

騒
人
社
︶

　

七
月
上
旬
発
売
予
定
。
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向山洋一の
日常から学ぶ仕事術

ズルをして生きると
人生は駄目になる
だから、命に関わることが起こったとき
とズルをしたときは叱る。

向
山
先
生
が
叱
る
と
き

　

向
山
先
生
は
、
現
役
時
代
に
子

供
た
ち
を
め
っ
た
に
叱
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
命
に
関
わ

る
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
き
と
、
ズ

ル
を
し
た
と
き
は
叱
る
と
聞
い
た
。

「
ズ
ル
を
し
て
生
き
る
と
人
生
は

駄
目
に
な
る
、
ズ
ル
を
し
た
と
き

は
叱
る
」

　

一
瞬
ド
キ
ッ
と
し
た
。
私
の
こ

と
？　

ミ
ス
を
し
た
の
に
長
年
の

人
生
経
験
か
ら
取
り
繕
っ
て
な

か
っ
た
こ
と
に
し
た
こ
と
や
、ほ
か

に
も
思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
っ
た

か
ら
。
人
の
目
を
だ
ま
し
て
得
を

し
て
も
意
味
は
な
い
。
ズ
ル
を
隠

す
た
め
の
う
そ
を
つ
い
た
り
、
そ

れ
が
バ
レ
た
り
し
な
い
か
心
配
し

た
り
と
罪
悪
感
に
さ
い
な
ま
れ
る

の
が
お
ち
だ
。
自
分
を
ご
ま
か
さ

な
い
、
正
し
く
生
き
な
く
て
は
と

改
め
て
思
っ
た
。
お
天
道
様
は
見

て
い
る
。
向
山
先
生
も
見
て
い
る
。

︿
お
ま
け
①
﹀
に
が
お
い
し
い

　

全
体
重
を
掛
け
て
、
向
山
先
生

の
た
め
に
レ
モ
ン
サ
ワ
ー
の
レ
モ

ン
を
絞
っ
た
。

　

そ
ば
で
見
て
い
た
師
尾
先
生
が

「
苦
い
よ
～
」
と
言
っ
た
。

「
お
い
し
い
で
す
よ
～
」
と
全
体

重
を
掛
け
続
け
な
が
ら
言
い
返
す
。

　

そ
し
て
一
口
飲
ん
だ
向
山
先
生

は
、「
に
が
お
い
し
い
～
」

　

何
と
平
等
な
対
応
。
愛
が
あ
る
。

︿
お
ま
け
②
﹀
ア
ル
中
？

　

向
山
先
生
は
今
年
に
入
っ
て
か

ら
風
邪
一
つ
引
か
ず
、
お
元
気
だ
。

世
間
で
は
イ
ン
フ
ル
だ
、
ウ
イ
ル

ス
だ
と
騒
い
で
い
た
時
期
だ
っ
た
。

そ
ん
な
と
き
、
師
尾
先
生
が
こ
う

言
っ
た
。

「
向
山
先
生
は
ア
ル
中
だ
か
ら
」

　

聞
い
て
い
た
一
同
、「
え
～
⁉
」

「
あ
、
間
違
え
た
。
お
酒
を
飲
ん

で
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
し
て
い
る
と

言
い
た
か
っ
た
（
笑
）」

　

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
と
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
。
一
字
違
い
で
大
違
い
だ

が
、向
山
先
生
は
「
ア
ル
消
」（
？
）。

︿
お
ま
け
③
﹀
三
日
で
飽
き
る
？

　

ウ
イ
ル
ス
騒
動
で
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

の
先
生
方
と
お
酒
が
飲
め
な
い
向

山
先
生
。
師
尾
先
生
と
美
崎
で
の

会
食
が
続
い
て
い
た
の
で
、「
先
生
、

飽
き
る
で
し
ょ
う
」
と
投
げ
掛
け

た
。「
美
人
は
三
日
で
飽
き
る
。
ブ

●
は
三
日
で
慣
れ
る
」
を
念
頭
に

置
い
て
、「
飽
き
ま
す
よ
ね
。
や
っ

ぱ
り
」
と
二
人
し
て
し
つ
こ
く
答

え
を
聞
き
出
そ
う
と
し
た
。

　

す
る
と
、
向
山
先
生
は
「
何
と
、

答
え
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
（
笑
）」

　

向
山
先
生
、
何
も
た
め
ら
う
こ

と
は
な
い
ん
で
す
よ
。

今
月
の
向
山
先
生

美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

向山先生のピースサイン。チョ
キは開かず、親指は薬指に触
れる程度。追試する方は拡大
してご覧いただきたい。

「いない、いない、向山先生（？）」。いつも楽しいポーズをとってくれる。今月の
一言は「新年度も未来を創造する子供たちの前進するための知恵と力を与え育て
る教師であることの熱意と努力を！」

今月号のテーマ
校長自ら地域を歩く　
初任者への提言

まんが：ナカジマ ヤヨイ

●p76-77に掲載の並木孝樹氏論文より、フードを取らない男の子への対応

※ 詳しくは、並木氏の論文をお読みください。
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『教育コミュニティ』誌とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年3月にリニューアル創刊
した、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年4月号より、『教育トークライン』誌と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

　

社
会
貢
献
活
動
の
大
切
さ
を
学
び
、

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
た
。「
五

色
百
人
一
首
大
会
」「
伝
統
文
化
教

室
」「
夏
休
み
子
ど
も
教
室
」「
図
書

館
連
携
事
業
」「
教
え
方
セ
ミ
ナ
ー
」

な
ど
で
あ
る
。
約
二
十
年
に
も
わ
た

る
活
動
も
あ
る
。
一
教
師
時
代
か
ら

管
理
職
に
な
る
ま
で
継
続
し
て
き
た
。

社
会
貢
献
活
動
で
学
ぶ
こ
と
、
得
ら

れ
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
大
き

く
言
え
ば
次
の
二
つ
で
あ
る
。

１　

瞬
時
の
対
応
力

２　

人
と
の
つ
な
が
り

１	

瞬
時
の
対
応
力

　

瞬
時
の
対
応
力
と
は
子
供
へ
の
指

導
、
支
援
の
こ
と
を
い
う
。
学
級
で

　

千
葉
県
野
田
市
に
あ
る
Ｔ
Ｒ
Ｃ
の

図
書
館
で
は
、
北
・
南
・
せ
き
や
ど

の
三
つ
の
図
書
館
で
同
じ
よ
う
に
開

催
し
て
い
る
。
図
書
館
主
催
の
講
座

な
の
で
、
本
で
調
べ
る
活
動
を
主
に

取
り
入
れ
て
い
る
。
一
回
目
は
調
べ

た
い
内
容
を
決
め
て
、
本
を
ど
の
よ

う
に
選
び
、
調
べ
て
い
く
か
に
つ
い

て
指
導
す
る
。
二
時
間
と
い
う
限
ら

れ
た
時
間
の
中
な
の
で
、
効
率
的
、

効
果
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
あ
る
図
書
館
で
あ
っ
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
二
年
生
の
男

児
が
講
座
に
申
し
込
ん
で
い
た
が
、

開
始
時
間
に
な
っ
て
も
来
て
い
な

か
っ
た
。
五
年
生
の
姉
は
、
時
間
前

に
来
て
落
ち
着
い
て
座
っ
て
待
っ
て

い
た
。始
ま
っ
て
す
ぐ
に
、ド
ア
の
所

で
何
か
こ
ち
ら
を
う
か
が
っ
て
い
る

よ
う
な
母
親
と
男
児
が
見
え
た
。
姉

が
心
配
そ
う
に
見
て
い
た
の
で
、
す

ぐ
に
姉
弟
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

す
ぐ
に
ド
ア
に
向
か
っ
て
行
っ
た
。

す
る
と
、
男
児
は
も
じ
も
じ
し
て
お

り
、
入
る
の
を
拒
ん
で
い
た
。
母
親

は
入
る
よ
う
に
促
し
て
い
た
が
な
か

な
か
動
か
な
い
。
フ
ー
ド
を
か
ぶ
り
、

顔
つ
き
は
暗
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

「
よ
く
来
た
ね
。
偉
い
な
あ
。
待
っ

て
い
た
よ
」
と
笑
顔
で
声
を
掛
け
た
。

す
る
と
顔
が
上
が
り
、
何
と
か
部
屋

に
入
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
フ
ー
ド

は
外
さ
な
い
ま
ま
だ
っ
た
。

　

姉
の
後
ろ
の
席
に
案
内
し
た
と
き

だ
っ
た
。
姉
が
フ
ー
ド
を
取
ら
せ
よ

う
と
し
た
瞬
間
に
強
烈
な
拒
否
反
応

を
示
し
た
。

「
こ
れ
は
フ
ー
ド
を
無
理
し
て
外
し

て
は
な
ら
な
い
。
外
し
た
く
な
る
よ

う
な
仕
掛
け
を
し
て
い
か
な
く
て

は
」
と
方
針
を
変
え
た
。
と
に
か
く

明
る
く
声
を
掛
け
続
け
た
。

「
何
が
好
き
？
」「
本
で
見
て
み
た

い
な
あ
と
思
う
こ
と
は
な
い
？
」
な

ど
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
調
べ
学
習

へ
と
つ
な
げ
て
い
っ
た
。
す
る
と

「
サ
ッ
カ
ー
」
に
つ
い
て
調
べ
た
い

と
言
っ
た
の
で
、「
本
を
見
に
行
こ

う
」
と
連
れ
出
し
た
。
男
の
子
は
あ

れ
も
こ
れ
も
と
本
を
手
に
し
、
図
書

館
か
ら
部
屋
に
戻
る
と
き
は
両
手
に

抱
え
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
の
と
き
に
は
既
に
自
分
か
ら

フ
ー
ド
を
取
っ
て
い
た
。
と
て
も
う

は
そ
の
子
の
様
子
が
あ
る
程
度
分

か
っ
て
い
る
。
昨
日
の
様
子
も
知
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
社
会
貢
献
活
動

で
出
会
う
子
は
初
対
面
で
あ
る
。
ど

の
よ
う
な
個
性
が
あ
る
の
か
、
ど
う

対
応
す
れ
ば
い
い
の
か
を
瞬
時
に
判

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
判
断
し

て
す
ぐ
に
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
さ

な
け
れ
ば
、
子
供
は
離
れ
て
い
く
。

　

Ｔ
Ｒ
Ｃ
図
書
館
事
業
を
五
年
間
継

続
し
て
い
る
。
図
書
館
は
夏
休
み
に

向
け
て
「
調
べ
学
習
講
座
」
を
開
催

し
て
い
る
。
そ
の
講
師
と
し
て
自
分

の
サ
ー
ク
ル
に
依
頼
が
来
て
、
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
調
べ
方
講

座
」
は
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
の
方

法
に
つ
い
て
指
導
・
支
援
す
る
内
容

で
あ
る
。

一
教
師
時
代
か
ら
続
け
て
き
た

社
会
貢
献
活
動

「
瞬
時
の
対
応
」
と
「
人
の
つ
な
が
り
」
が
実
感
で
き
る

社
会
貢
献
活
動
。

並な
み

木き 

孝た
か

樹き

千
葉
県
柏
市
立
光
个
丘
小
学
校

れ
し
い
場
面
だ
っ
た
。

　

こ
の
講
座
が
終
わ
っ
た
後
、
サ
ー

ク
ル
員
か
ら
「
あ
の
子
が
あ
ん
な
に

変
わ
る
な
ん
て
す
ご
い
」「
フ
ー
ド
君

が
笑
顔
で
生
き
生
き
と
し
て
帰
っ
て

行
っ
た
」
と
い
う
声
を
も
ら
っ
た
。

　

い
つ
も
学
校
で
子
供
た
ち
に
接
し

て
い
る
よ
う
に
、
声
や
表
情
を
明
る

く
楽
し
く
し
た
だ
け
で
あ
る
。
時
間

が
掛
か
っ
た
と
し
て
も
一
番
の
近
道

だ
と
信
じ
て
対
応
し
た
。

　

社
会
貢
献
活
動
の
意
義
に
つ
い
て

向
山
洋
一
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

　

社
会
貢
献
活
動
は
教
師
の
仕
事

と
本
質
的
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
。
人
様
の
た
め
に
行
い
、
か

つ
、
本
質
を
つ
か
ん
で
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
展
開
す
る
。
教
師
の
仕

事
の
延
長
線
上
に
あ
る
活
動
だ
。

﹃
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
﹄
№
25

　　

ま
さ
に
教
師
の
仕
事
の
延
長
線

だ
っ
た
。ふ
だ
ん
の
仕
事
が
そ
の
ま
ま

こ
う
い
う
場
面
で
生
か
さ
れ
る
こ
と

を
、
改
め
て
実
感
し
た
場
面
だ
っ
た
。

と
普
及
さ
せ
て
い
き
た
い
。
そ
の
た

め
に
は
自
ら
出
掛
け
、
人
に
会
い
、

活
動
を
続
け
て
い
く
。
そ
し
て
発
信

し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

２	

人
と
の
つ
な
が
り

　

社
会
貢
献
活
動
を
し
て
い
る
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
。

　

今
回
の
調
べ
方
講
座
も
五
年
間
図

書
館
の
方
か
ら
ご
依
頼
を
頂
い
て
い

る
。「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
の
ご
指

導
は
す
ば
ら
し
い
」
と
ず
っ
と
継
続

し
て
連
携
し
て
く
れ
て
い
る
。
私
た

ち
の
活
動
を
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
。

下
の
写
真
は
「
図
書
館
調
べ
る
コ
ン

ク
ー
ル
」
で
の
審
査
会
及
び
表
彰
式

で
あ
る
。
こ
こ
で
の
運
営
方
法
も
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
で
そ
の
場
で
す
ぐ
に
対
応

し
た
り
、
決
済
し
た
り
し
て
い
る
。

そ
う
い
う
場
を
体
験
す
る
こ
と
も
社

会
貢
献
活
動
な
ら
で
は
で
あ
る
。

　

学
校
で
は
お
会
い
す
る
こ
と
の
な

い
方
と
、
ど
の
よ
う
に
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
取
っ
て
協
働
す
る
か
は
貴
重
な

学
び
で
あ
る
。
人
と
の
つ
な
が
り
が

仕
事
を
よ
り
良
く
進
化
さ
せ
、
ま
た

新
た
な
仕
事
を
生
み
出
す
。「
人
様

の
役
に
立
つ
」
を
共
に
実
感
で
き
る

社
会
貢
献
活
動
は
、
教
師
に
な
る
全

て
の
人
に
と
っ
て
大
切
な
学
び
の
場

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
化
を
も
っ

教育コミュニティ WEB　７月号　▪CONTENTS▪
【連載】

１．TOSS KIDS報告……稲田好子氏
２．学校でのビジネスマナー……大場寿子氏
３．越智敏洋のNPO運営講座16……越智敏洋氏

【特別コンテンツ】
●梅雨時に家で学びたい！　学べる動画傑作選
●感染予防しながらできる五色百人一首

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！
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全
国
の
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
紹
介

http://circle.tos-land.net/

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

最新セミナー情報
http://seminar.tos-land.net/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

（TOSS中央事務局　手塚美和）向
山
日
記

向山・谷日記

谷
日
記

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

2020年4月

埼玉
県

TOSS中学∞

日本理科教育支援センター

小
こ

森
もり

 栄
えい

治
じ

連絡先：komori.eiji@nifty.ne.jp

コロナに負けず全国に発信中!!
　サークル名に「中学」とあるが、小・中・
高校の校種を超えて、全国に会員がいる。年
に１回以上、例会に参加することを入会の条
件にしている。新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、３月下旬から全てオンライン
での例会になり、多くの参加者でにぎやかに
行っている。オンラインでも、カメラの前で
実験！　教え方セミナーもオンラインで開催、
理科の感動を伝えている。

愛知県
TOSS Sunny

愛知県小牧市立本庄小学校

松
まつ

原
ばら

 幸
こう

司
じ

連絡先：saboten_head_of_2pct@yahoo.co.jp

金曜夜の教師修業！ 
リズムとテンポで模擬授業に挑戦
　日々の激務に疲れていても、例会に来ると
気力が湧いてくる。基本は模擬授業。英語は
もちろん、各教科、自分の検定の授業、向山
洋一氏の実践など、持ち寄る授業や資料は多
岐にわたる。井戸氏が心地良いリズムとテン
ポで次々に代案・解説を示してくれる。再挑
戦して授業が改善、技量も向上する。県外か
らでも、子連れでの参加でも大歓迎。

産業金融教育シンポジウム ほか

◆第62回産業金融教育シンポジウムin秋田
【開催日時】2020年７月４日（土）13:00 〜 15:30（受付開始12:40）
【開催場所】秋田県教育会館　【参加費】無料　
【講師】谷和樹氏、松崎力氏
【講座内容】
１）テキストをこの学年・単元・領域で活用する！　実践模擬授業
２）特別講演　一般社団法人　日本貿易会広報・CSRグループ　伊藤直樹氏
３）今すぐできる「働き方改革」！　ゼロから学べる仕事術
４）すぐに役立つ！　研究授業のための学習指導案のつくり方
５）「授業改善」の秘

ひ

訣
けつ

を公開！　この見方・意識で授業は変わる！
６）最新トレンドテーマを授業化！　SDGsの視点に立った基調提案授業

◆第86回最新環境教育セミナー in北海道
【開催日時】2020年７月18日（土）10:00 〜 12:20（受付開始９:30）
【開催場所】TKP札幌ビジネスセンター赤れんが前　【参加費】無料
【講師】谷和樹氏、川原雅樹氏
【講座内容】
１）テキストをこの学年・単元・領域で活用する！　実践模擬授業
２）CO2テキストを使った模擬授業
３）特別講演　日本製鉄株式会社 環境部 環境リレーション室 小杉健氏 
４）ゼロから学べる学級経営−崩壊しないクラスをつくるための戦略・戦術−
５）すぐに役立つ！　研究授業のための学習指導案のつくり方
６）これならできる！　教科書と関連させたSDGsの授業
７）最新トレンドテーマを授業化！　SDGsの視点に立った基調提案授業

四
月
三
日
㈮	

学
芸
み
ら
い
社
役
員
会
延
期
。

す
べ
て
の
会
議
は
、延
期
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
。

四
月
七
日
㈫	

理
学
療
法
士
さ
ん
と
リ
ハ
ビ
リ

（
散
歩
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
）。「
木
曽
路
」
よ
り
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
発
信
。

四
月
八
日
㈬	

緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
い
る
の

で
極
力
外
出
は
避
け
て
い
る
が
、
久
し
ぶ
り

に
五
反
田
の
本
屋
に
行
く
。
毎
月
買
っ
て
い

る
将
棋
世
界
な
ど
、
た
く
さ
ん
買
っ
た
。

四
月
九
日
㈭	

中
央
事
務
局
会
議
。「Zoom

」

会
議
。
全
国
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
四
十
名
。

四
月
十
日
㈮	

恵
理
子
の
許
可
が
お
り
、
昼
は

「
木
曽
路
」
へ
。
個
室
で
食
事
。

四
月
十
三
日
㈪	

「
木
曽
路
」
で
仕
事
。
ト
ー

ク
ラ
イ
ン
の
特
集
プ
ロ
ッ
ト
の
チ
ェ
ッ
ク
。

四
月
十
五
日
㈬	

孫
の
か
ん
ち
ゃ
ん
と
勉
強
。

保
育
園
が
休
み
な
の
で
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｋ
ｉ
ｄ

ｓ
教
材
を
使
っ
て
勉
強
な
ど
を
し
て
い
る
。

ま
だ
二
歳
七
か
月
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る

か
手
探
り
だ
。
師
尾
先
生
は
、 

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｋ

ｉ
ｄ
ｓ
教
材
の
有
効
な
使
い
方
を
探
る
の
に

も
勉
強
に
な
る
と
言
う
。

四
月
十
七
日
㈮	

午
前
中
は
師
尾
先
生
が
か
ん

ち
ゃ
ん
と
勉
強
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
参
観
。

一
緒
に
遊
ぶ
。
お
昼
、「
木
曽
路
」
で
仕
事
。

美
崎
も
一
緒
。

四
月
十
九
日
㈰	

八
幡
神
社
に
か
ん
ち
ゃ
ん
と

恵
理
子
と
散
歩
。大
人
神
輿
が
置
い
て
あ
っ
た
。

四
月
二
十
一
日
㈫	

雪
小
三
人
会
中
止
（
浅
草

「
み
よ
し
」
も
休
業
）。
夕
方
、
青
年
事
務
局

会
議
。「Zoom

」
会
議
。
全
国
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
で
十
名
の
参
加
。

四
月
二
十
二
日
㈬	

歯
科
の
予
定
だ
っ
た
が
、

一
か
月
先
送
り
。
午
前
中
は
か
ん
ち
ゃ
ん
と

師
尾
先
生
と
事
務
所
（
騒
人
社
一
階
）
で
勉

強
、
遊
び
。

四
月
二
十
三
日
㈭	

首
の
後
ろ
に
で
き
も
の
が

で
き
て
治
療
。「
木
曽
路
」
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

発
信
。「
会
い
た
い
な
あ　

み
ん
な
に
」
い

い
ね
百
三
十
七
件
。

四
月
二
十
四
日
㈮	

騒
人
社
で
ビ
デ
オ
を
見
た

り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見
た
り
し
な
が
ら
昼
食
。
谷

先
生
に
電
話
を
し
て
、
急
き
ょ
「Zoom

」

で
全
国
の
先
生
方
と
つ
な
が
る
。

四
月
三
十
日
㈭	

夕
方
か
ら
五
月
十
六
日
開
催

の
向
山
塾
申
込
者
限
定
「
第
２
回
元
気
わ
い

わ
い
会
」
に
出
席
。
全
国
の
三
百
名
の
先
生

方
と
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
。
向
山
は
、
騒
人

社
の
部
屋
か
ら
参
加
し
た
。
次
回
も
参
加
す

る
予
定
。

7
月

四
月
一
日
㈬	

大
学
の
入
学
式
等
は
全
て
中
止

に
な
る
。
会
議
は
通
常
ど
お
り
実
施
さ
れ
た
。

四
月
四
日
㈯	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
―Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
コ
ロ

ナ
に
負
け
る
な
！　

元
気
に
な
る
ぞ
！　

第

２
弾
」
の
「Zoom

」
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。
定

員
百
名
が
あ
っ
と
い
う
間
に
満
員
に
。

四
月
六
日
㈪	

「【
向
山
・
谷
発
】
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
に
関
わ
る
セ
ミ
ナ
ー
等
の
自
粛
に

つ
い
て
」の
文
面
を
、Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
全
体
に
告
知
。

四
月
七
日
㈫	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
執
行
部
会
議
。

四
月
八
日
㈬	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム
。

四
月
九
日
㈭	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
中
央
事
務
局
会
議
。

「
新
生
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
中
央
事
務
局
二
〇
二
〇
年

度
か
ら
の
基
本
方
針
と
優
先
順
位
の
枠
組

み
」
及
び
、
コ
ロ
ナ
に
ま
つ
わ
る
「
二
〇
二

〇
当
面
の
基
本
方
針
」
を
出
し
た
。
今
後
の

重
要
な
柱
を
共
有
、
確
認
。

四
月
十
一
日
㈯	

「Zoom

」
セ
ミ
ナ
ー
を
参
加

費
二
〇
〇
〇
円
で
開
催
。
収
益
は
全
て
寄
附
。

四
月
十
五
日
㈬	

臨
時
緊
急
全
国
中
央
事
務
局

会
議
。
全
国
の
中
央
事
務
局
の
メ
ン
バ
ー
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
重
要
方
針
を
確
認
。

四
月
二
十
九
日
㈬	

全
国
の
各
都
道
府
県
代
表

者
・
副
代
表
者
に
よ
る
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
史
上
初

め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
代
表
者
会
議
と
な
っ
た
。

※新型コロナウイルス感染症の影響により、「Zoom」での開催となりました（5/25現在）。　
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夏の間に徹底マスターしよう！
授業も研修も「オンライン」でここまでできる特集

『教育トークライン』8月号
予告　7月15日発行

スチュアート・ミラー　谷和樹　　許鍾萬
金子典子　長谷川博之　小嶋悠紀　糸井利則
工藤俊輔　小森栄治　　佐藤智彦
吉田知寛　林健広　　　手塚美和

編
集
後
記		

▼
夏
休
み
の
二
倍
以
上
休
み
が
続
く
。
再
開

後
も
通
常
ど
お
り
の
授
業
を
行
う
こ
と
は
難

し
い
。
こ
の
未
曽
有
の
事
態
は
、
教
育
行
政

と
学
校
現
場
と
に
大
変
革
を
迫
っ
て
い
ま
す
。

逃
げ
ず
立
ち
向
か
う
た
め
に
、
私
た
ち
は
何

を
知
り
何
を
考
え
何
を
な
す
べ
き
な
の
か
。

本
特
集
は
そ
の
答
え
の
一
つ
で
す
。（
長
谷
川
）

▼
本
誌
九
ペ
ー
ジ
、
学
校
に
子
供
た
ち
が
い

な
い
と
き
に
で
き
る
こ
と
を
向
山
氏
が
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
答
え
は
と
て
も
温
か

く
、
読
み
な
が
ら
優
し
い
声
が
聞
こ
え
て
く

る
よ
う
で
す
。
黄
金
の
三
日
間
で
一
番
大
切

な
の
は
子
供
の
名
前
を
覚
え
る
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
と
思
想
は
同
じ
な
の
で
す
ね
。
心
を
つ

な
ぐ
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。（
手
塚
）

▼
今
月
号
の
特
集
も
時
代
の
最
先
端
情
報
。

「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
立
ち
向
か
う
学
校
」
と
題

し
、
十
三
の
テ
ー
マ
を
提
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
執
筆
す
る
ラ
イ
タ
ー
は
、
ま
さ
に
打
っ

て
付
け
の
人
選
で
す
。
丸
ご
と
役
に
立
つ
内

容
あ
る
テ
ー
マ
が
こ
れ
だ
け
そ
ろ
っ
て
い
る

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
、
雑
誌
の
域
を
凌り

ょ
う

駕が

し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
職

場
か
ら
普
及
さ
せ
て
い
き
ま
す
。（
板
倉
）

教育トークライン：第523号
編集人：向山洋一
編集：谷和樹（編集長）、戸村隆之（副編集長）、手塚美和、
　　　橋本信介、久野歩、小嶋悠紀、長谷川博之、
　　　板倉弘幸（校正）、田村純子（編集実務）
発行人：向山洋一
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電話	：03-3787-6564　
FAX	：03-5702-2384
印刷所：株式会社光陽メディア
DTP・編集：株式会社プラウ21

サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月のデジタル・トークライン
今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ TOSS教師に聞く！
Ｑ＆Ａ 「オンライン
授業のポイント 10」

３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

ID：TL7　パスワード： w93ir5

本
ま
で

像
は、
に
す！

※アクセス方法は 8ページを
　ご覧ください。

TOSS ONLINE 動画ライブラリー



今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

『
教
育

ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』

教
育
技
術

研
究
所 タイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップ企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画＆ 教室の風景

アルファベットスキル
350円（税込）
パスワード：d6hbkd
プレゼント：１回のご注文につき、１セッ
ト「アルファベットスキル音声CD」

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2020年6月15日～9月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

TOSSかけ算九九
計算尺セット「かけ算九九の助」
350円（税込）
パスワード：1xae73
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「一筆箋　算数の授業」

トレースくん
4,500円（税込）
パスワード：ecsqd9
プレゼント：１回のご注文につき、
１セット「おてほんくん　日本地図」

８月号
で紹介！

「カラオケ大会」をするにしても、幾つかのパターンがある。普通に教室の前に出て歌うバージョン、
写真のようにステージを作り、歌って踊るバージョン、更には体育館で照明も駆使しながら盛大に行う
バージョンなど様々にある。ホールや体育館ではマイクが使えるので、子供たちは大興奮である。教師
の工夫次第で大盛り上がりになる。“場”が変わればテンションが上がる。動きがダイナミックになっ
ていく。一つでも多くの「場作り」や「机配置」を学ぶことに努め、試しながら学級経営をしている。

ときにはダイナミックに場作りを！
その場に応じた動きや声の大きさなど、
表現力が身に付く。

⇧カラオケ大会Ⅰ☆　
教室の前方にスペースを
作り、歌って踊る。

⇦カラオケ大会Ⅱ☆　
子供たち全員の机を並べて、
本格的なステージを作る。
アイドル気分でノリノリになる。

⇧学級討論。「ドーナツ」と言えば、
即座に円形に机を動かし、全員が
真ん中を向く。
ドーナツ型で討論が始まる。

⇦学年討論。年に数回は学年で討論を行う。
130人規模でも「ドーナツ」で討論。

京都府京都市立深草小学校 安
やす

江
え

 愛
あい

９月号
で紹介！
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特
集
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
立
ち
向
か
う
学
校

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

教育技術研究所

令和2年6月15日発行（毎月1回15日発行）第523号

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学１年　国語「おおきなかぶ」 算数「どちらがながい」
小学２年　国語「丸、点、かぎ」 算数「100をこえる数」
小学３年　国語「『ほけんだより』を読みくらべよう」 算数「表とグラフ」
小学４年　国語「事実にもとづいて書かれた本を読もう」 算数「小数のしくみ」
小学５年　国語「同音異義語」 算数「小数のかけ算」
小学６年　国語「春はあけぼの」 算数「資料の調べ方」

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学１年　国語「おおきなかぶ」 算数「どちらがながい」
小学２年　国語「丸、点、かぎ」 算数「100をこえる数」
小学３年　国語「『ほけんだより』を読みくらべよう」 算数「表とグラフ」
小学４年　国語「事実にもとづいて書かれた本を読もう」 算数「小数のしくみ」
小学５年　国語「同音異義語」 算数「小数のかけ算」
小学６年　国語「春はあけぼの」 算数「資料の調べ方」

中学校の授業実践
国語 「暑中見舞い・年賀状・お礼状
 『手紙は４パーツ』『個性を出す
 のは主文だけ』を教える」
数学「中1『比例・反比例』と
 最先端自動車を結び付ける」

特集 パンデミックに
立ち向かう学校
― COVID-19 からの教訓 ―

パンデミックに
立ち向かう学校
― COVID-19 からの教訓 ―

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる不登校支援”…… 小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる不登校支援”…… 小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

子供たちが安心して
水泳できる日のために！
子供たちが安心して
水泳できる日のために！


